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プロローグ




　デアラルンブール帝国の帝宮の白大理石の回廊に深紅の染みが広がっていく。

　それは回廊に倒れたストロベリーブロンドの少女の胸から流れ出る命の迸ほとばしり。

　周囲には、少女の上に馬乗りになった黒髪の少年があげる獣のような慟どう哭こくが反響していた。少年は少女より少しだけ小柄だ。そんな彼のエメラルドブルーの瞳からは滂ぼう沱だの涙が流れ落ち、色をなくした少女の頬に落ちる。

　開いたままの少女のすみれ色の両眼には少年の姿が映っているのだが、すでに少女が少年を認識することはない。少女の瞳は現うつつの光を手放し、その魂は天に旅立つべくすでに肉体から乖かい離りしている。行くべきところへそれを導いてやらなければならない。私は少女の上空に舞い降り、魂の浮上を待ちながら様子を見守る。

　ふいに、視界を数枚の花びらが掠かすめる。花びらは、まるでそれ自体が意思を持っているかのように、ヒラヒラと少女の周囲を舞う。

　花びらの出所を追うと、少し離れた場所に、静かにふたりの様子を見つめる姿があった。尋常ならざるオーラをまとう純白の長毛に覆われた生き物は、少女の死を嘆くでもなく、咽むせび泣く少年を哀れむでもなく、泰然たる態度でそこにいた。

　その時。下働きの格好をした男たちが一斉に駆け寄ってきて、少年に向かって膝を突いて頭を垂れた。

「殿下！　よくぞ我がブローランス王国を滅亡に追い込んだ諸悪の根源を討たれました！」

「やはり、殿下はご自身の手で討たれたかったのですね！　せっかく側そば仕づかえとして懐に入り込むのに成功したというのに、なかなか殺害の決断がつかないご様子でしたので、ならば我らが代わりにと思ったのですが。いやはや、余計な気回しだったようだ！」

　興奮した様子の男たちは、少年を『殿下』という敬称で呼んだ。

　これは間違いでもなんでもない。少年はデアラルンブール帝国に滅ぼされたブローランス王家の直系で、唯一生き残った王太子ディルハイド。そして、男たちはブローランス王国の再興を願い暗躍するかつての忠臣たちだった。

　忠臣らの言葉に、ディルハイドは弾はじかれたように少女の胸に突き立てたまま握りしめていた短剣の柄から手を離し、亡なき骸がらとなった血濡れの細い体の上から飛びのく。

「違う！　アンジェを殺す気など……っ！」

　ディルハイドは床に転がり落ちた体勢のまま、壊れたように首を横に振り続ける。事実、彼に少女を殺あやめる意図はなかった。

　彼は忠臣らが彼女を刺し殺そうとしているのに気づき、助けたい一心で咄とっ嗟さに阻止しようと間に入っていったのだ。しかし、短剣を奪った勢いで倒れ込んでしまい、その手にあった短剣が不幸にも少女の胸を刺し貫いた。それが事の真相だった。

　ちなみにディルハイドが口にした『アンジェ』というのは、生前の少女が彼だけに許した愛称だ。少女は名をアンジェリーナといった。

　ただし、ブローランス王国をはじめデアラルンブール帝国に滅ぼされた近隣諸国では、その名よりも『罪悪の聖女』という蔑称の方が有名だったのだが。

　彼女は『絶対防御』という歴代最強の聖力を有し、デアラルンブール帝国では掛け替えのない切り札として尊ばれていたが、ひとつ視点を変えれば見方は百八十度も変わる。他国にとって彼女は、絶対防御という鉄壁の加護で人物兵器を量産し続けてきた『罪悪』以外の何者でもなく。

　ディルハイドと忠臣の男たちは、アンジェリーナを討つべく共に神殿に入り込んでいたのだった。

「……ふむ。どうやら殿下は初めて手を下したことで、取り乱しておられるようだ」

　ディルハイドの殺す気はなかったという主張は、忠臣らにはうまく通じていないようだった。

「なに、最初は皆少なからず動揺するもの。殿下とて、じきに落ち着かれましょう」

　忠臣たちは常軌を逸したとも思われるディルハイドの態度を、単に初めての殺人による興奮からだと判断したようだった。

「フンッ、愚かな女め！　己の罪の自覚もせぬまま、楽に逝いきおって！」

「同胞がどれだけの苦しみを味わってきたか……っ！　せめて遺体を野ざらしにし、野鳥に死肉を抉えぐらせてやる!!」

　忠臣らの注意がディルハイドからアンジェリーナに移り、亡骸に向かって乱暴な手が伸びる。

　その手が触れる直前、ディルハイドが自らの体を張って彼らを阻む。

「っ、やめろ！」

　ディルハイドが声をあげる。

「殿下？」

「アンジェに触ることは許さん！　彼女は俺が丁重に弔う！」

　怪け訝げんそうな顔をする忠臣らに、ディルハイドは整然と言い放つ。

　その頬に涙の痕は残っているが、先ほどまでの取り乱した様子は鳴りを潜めていた。ディルハイドが必死に取り繕っているため、その内心で激情が荒れ狂っていようとも、少なくとも表面上は冷静さが戻っているように見えた。

「なっ!?　そのような甘い処遇では罪悪の聖女のせいで戦に敗れ、埋葬すらされず野風にさらされて土に還かえった無む辜ごの民が浮かばれません！」

「その通りです！　それでは祖国再興のために今も各所で命を懸けている我らが同志とて、到底納得しませんぞ！」

　いきり立つ彼らからは「これだからなにも分かっていない子供は」と、そんな落胆の声が今にも聞こえてきそうだった。

　しかしここで、事態は予想外の方向に動いた。

「……黙れ。聖女アンジェリーナは墓地に埋葬する！　二度言わせるな！」

　なんとディルハイドが、低く唸うなるように忠臣らの反論を切り捨てたのだ。不思議なことに、その立ち姿からは並々ならぬ威風のようなものが感じられた。

　これまで目にしたことのないディルハイドの堂々たる態度に、忠臣たちは驚きが隠せない様子だった。彼らは言葉をなくしてディルハイドを見つめていた。

「俺の決定に文句があれば、即刻この場を去れ。その代わり、ここに残るのなら、俺がお前たちに祖国再興より価値ある未来を約束しよう」

「殿下。再興より価値ある未来とは、なにを指しておられるのですか？」

　忠臣のひとりが訝いぶかしげに問う。

　ディルハイドは僅わずかにでも気を緩めればあふれてしまいそうになる涙をこらえ、整然と告げる。

「目指すのは、現皇帝ガストンからの政権簒さん奪だつ。俺は、何者にも脅かされない悠久の平和を手に入れる」

「なんと……！」

　忠臣らが、ディルハイドの決意表明にどよめく。

　たび重なる戦により、現在、大陸のほとんどがデアラルンブール帝国の支配下にあった。この状況で祖国を再興しても、常に怯おびえ暮らすことになる。

　それを自覚している忠臣らから異論が出ようはずもなく。同様に、この場を去ろうとする者もない。

　ディルハイドは、見事に忠臣らの心を掴むことを成功させたようだった。

　忠臣らは感じ入った様子で、年若い主に敬愛のこもった眼差しを向けていた。それを一身に受けながら立つディルハイドは、ひと回りもふた回りも大きく見えた。

　ディルハイドにとっても、これは苦渋の決断だったはず。しかし、ディルハイドはアンジェリーナの死後の名誉を守るため、いばらの道を歩むことを迷わず決断したのだ。同時に、アンジェリーナの命を奪った己に厳しい戒めを課そうとしているようでもあった。

《アンジェリーナ、お前の弟分は見事に化けたぞ。次に見まみえた時、さぞかし驚くことになるだろうよ》

　今までずっと少し離れた場所に丸まり、事態を静観していた純白の生き物――アンジェリーナの聖獣フェンリルの声なき台詞せりふが響く。人の耳には届かぬその言葉には、アンジェリーナとディルハイド、ふたりへの慈愛がこもっていた。

　雪の代わりに聖獣世界から花を呼び込んで降らせる彼は、人の世では歴代最強の聖女に追従する歴代最弱の聖獣と認識されている。たしかに攻撃力という意味では間違いではない。だが、それが彼を語るすべてではなかった。

　そもそも、彼の降らせる花は弔花でもあり、新たな運命を開く花でもある。

　彼という存在は――その時、フェンリルが上方に首を巡らせて、ふいに彼と私の視線がぶつかる。

　フェンリルからきつい眼差しを向けられた私は、慌てて脱線した思考をもとに戻し、当初の目的通りアンジェリーナの魂を抱きしめて天へと飛び立った。

　そうしてたどり着いた天界で、ディルハイドとの再会を祈りながら、そっとアンジェリーナの魂を輪りん廻ねに手放したのだった。
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　爽やかな秋晴れの下を洗いたてのシーツが泳ぐ。

　最後の一枚を干し終えて、私はホゥッとひと息吐き出した。

　……ようやく終わった。これでやっと遅い朝食が食べられるわ。

　空になった洗濯籠を抱え、使用人用の食堂に向かおうと踏み出しかけたその時。

「ルーシー!?　ルーシーはどこなの!?」

　屋敷の方から聞こえてきた苛立たしげな呼び声に、げんなりと肩を落とした。

「はーい、庭におります。洗濯をしておりまして、すぐにまいりますので」

　落胆する内心をひた隠して返事をすると、フリルとリボンがたっぷりのドレスに身を包んだ少女が、庭に続く掃き出し窓から顔を覗かせた。

　少女は私が使用人として仕えるレアモルド伯はく爵しゃく家けのご令嬢で、腹違いの姉でもあった。姉の方が四カ月ほど生まれが早いが、年齢は同じ十六歳。

　……ここまで言えば、もうおおよそのことはお察しだろう。私はレアモルド伯はく爵しゃくが侍女に産ませた子だった。

　もっとも、私に赤ん坊の頃の記憶はない。ルーシーとしての記憶は、五歳から始まっている。

　どんな神様の悪戯いたずらか、私は姉のイライザの嫌がらせで泉に溺れ、生死の境をさまよっていた五歳のルーシーに、アンジェリーナとして生きた十六年分の記憶を持ちながら転生したのだ。

「もうっ！　洗濯くらい朝のうちに済ませておきなさいよ。本当にぐずなんだから！」

　憤慨を隠そうともしない姉は、全体的に肉づきのよい体形に、茶色の髪と目で、特出したところのない容姿。せめて微笑んでいれば愛らしくも見えるだろうに、残念ながらその表情は悪鬼のように歪ゆがんでいる。しかし当の本人は、その性格にも容姿にも、かなり自信を持っているようだ。

　そもそも、ぽっちゃり体形にボリュームあるパフスリーブのドレスは鬼門だ。口が裂けても言わないが、ぽっちゃりがよりいっそう太って見える。

「申し訳ありません、イライザ様」

「今夜のデビュタントは一生に一度の大勝負なんだから！　さっさと部屋に来て、髪と肌の手入れを始めてちょうだい！」

　私のほかにも使用人は多くいる。それなのに、なぜイライザは『ぐず』と罵ののしりながらも、わざわざ私を指名するのか。おそらく、私への当てつけなのだろう。

　彼女は日頃から、父が侍女に戯れに手を出してできた異母妹の私を目の敵かたきにしていた。同じ父の娘でありながらデビュタントへの参加もできず、貧しい暮らしを送る私の状況を嘲あざ笑わらうのは、鬱うっ憤ぷんを晴らすのに最適なようだった。私はデビュタントなんて行きたいとも思わないけど、イライザにドレスだ小物だといちいち見せびらかされ、そのたびに気の利いた褒め言葉を捻ひねり出すのは正直骨が折れた。

　ちなみに、父は私の虐げられた状況にも見て見ぬふり。唯一の味方だった母が四年前に亡くなってから、この家は針の筵むしろのようだ。

「はい、イライザ様。すぐに」

　いろいろと思うところはあるが、すべての感情を押し殺して素直に従う。しつけと称して扇で叩かれるのも、罰として食事を抜かれるのも、どちらもごめんだった。もっとも、今はしつけも罰も関係なくこのままいくと朝食はおろか昼食も食べられそうにないけれど。

　……あぁ、ツイてない。昨日の夜も義母に嫌がらせをされて、夕食を食べ損ねているというのに。

　私は内心で特大のため息をつくと、空腹で力の入らない体に鞭むち打ってイライザの背中を追った。




　イライザの部屋でドレッサーの前に座った彼女の後ろに立ち、茶色の髪に香油をまぶしながら丁寧に梳くしけずる。

　香油からは、芳しいフローラルの香りが立ちのぼる。イライザは身にまとうドレスにしても香りにしても、普段から男性受けを意識した女性らしい物を好む。

　特に、今晩社交会にデビューする彼女は、デビュタントの場で意中のディルハイドと直接言葉を交わせる。ディルハイドはこのデアラルンブール帝国の皇帝であり、鍛え上げられた長身の体たい躯くと黒髪と青がかった緑色の瞳を持つ美丈夫で、その性格も彼の治世を映したように堅実だといわれている。さらに二十四歳にしていまだ独身、婚約者候補の影もない。そのため、貴族令嬢のほとんどがその座を狙っているのだ。

　もちろんイライザも例外でなく熱を上げていて、彼女の言葉を借りれば今日はまさに『大勝負』の日。今髪につけている香油にしても、身支度の最後に振りかける予定の香水にしても、彼女は事前にかなり香りの強い物を揃そろえていた。

「うーん、いい香りだわ。ここまで磨いてきた私の美貌と所作にこの魅惑の香りが加われば、ディルハイド陛下だってきっとイチコロになっちゃうんだから」

　ご機嫌にイライザがつぶやいた。その根拠のない自信はいったいどこからくるのか。だけど、ここで一番問題なのはそこではなくて。

　……たしかに華やかな香気だけれど、主張が強すぎやしないかしら。

　そもそも、ディルは香水などのきつい匂いが苦手だった。ただ、そんな彼にも好む香りというのはあって……。

　私はしばし、アンジェリーナとしてディルと過ごしていた前世の一幕に思いを馳せた――。




＊＊＊




　デアラルンブール帝国の帝宮とは、高い尖せん塔とうを有する白亜の中央宮のほか、複数の建物と庭からなる敷地の総称だ。

　中央宮を囲うように東西南北に建つ四つの宮のうち、神事を司る西の宮――いわゆる神殿宮に、私は帝国至上最高位の聖女として神官らの手厚い世話を受けながら暮らしていた。

　聖女は大陸全土を見ても片手の数といない。私は、この国の先代聖女が身み罷まかってからおよそ五十年ぶりに誕生した聖女であり、加えて絶対防御という歴代最強の能力を持っており非常に尊ばれていた。

　ひとりの聖女に能力はひとつで、比較的発現率が高いのは治癒だ。貴重な能力ではあるが病を治すことはできず、外傷の処置とて医師である程度替わりが利く。ほかの能力も便利だが代替え可能なものがほとんどで、私の絶対防御は明らかに規格外。そのため大概の意見は通すことができた。

　そんな中でもかなりの無理を押して側仕えに召し上げたのがディルだった。そのディルが、神殿宮の聖女の私室で私の寝台のシーツを整えてくれていた。

　私は手際よい彼の動きを眺めながら、湯上がりで火照る体を長椅子で休めていた。その時。

『ふえっくしゅ』

　ディルの特大のクシャミを聞き、心配になって尋ねる。

『ディル？　クシャミなんかして、風邪でも引いた？』

『違う。ここに来る前にライオネル神官長に用事を頼まれて聖堂に立ち寄ったら、すごくきつい匂いの香水をつけた参拝者がいたんだ。本気で鼻が曲がるかと思ったよ。……うーん、まだむずむずしてる』

　ディルは心底嫌そうな顔で鼻をつまむジェスチャーをしてみせた。

　どうやらディルは香水の匂いが苦手らしい。一年近く一緒にいるが、これは初耳だった。

『あらま。それは災難だったわね。でも、多少きつかろうが、香水ってお花や柑かん橘きつの香りがほとんどでしょう。くさいにおいじゃないんだし、そんなにダメ？』

『うーん、僕はダメだよ。どんな匂いも、濃縮されてまとわれちゃ迷惑だ。それにアンジェは〝くさいにおいじゃない〟って言うけど、体臭と混じると結構な悪臭だと思うけどね』

　普段の彼は個人的な好き嫌いを主張することも、ましてやそれを表情や態度に出すこともない。けれど、私とふたりきりの時だけはその心を隠さない。そのことが私はとても嬉うれしかった。

　もっともディルと私だって、最初からこんなふうに打ち解けていたわけではないのだけど。

『なるほどね。……でもそっか、そうすると私も気をつけなくちゃいけないわね』

　ネグリジェの袖を下げ、覗く手首におもむろに鼻を寄せる。

　……うーん。そんなに強くないけれど、こうするとちょっと分かるかも。

　ユーカリとレモングラス精油の清涼感のあるスーッとした香りが好きで長く使っていたけれど、これじゃないとダメというわけでもない。

　ディルが苦手なら、明日からでも無香の物に替えよう。

『ん？　気をつけるってなにが？』

『今使っている石鹸よ。ディルが好きじゃないなら別のにするわ』

　私が告げるや、ディルがベッドメイクの手を止めて駆けてくる。

『待って待って！　アンジェのその匂いは大丈夫！　爽やかでアンジェにピッタリだから』

　ディルは私の前までやって来ると、駆けてきた勢いのまま私に顔を近づけ、首もとに鼻先を寄せてきた。

　そのままスンスンと匂いを嗅がれ、むずがゆさが込み上げる。なんだか無性にそわそわして、思わず首を竦すくめた。

『っ、やぁね。やせ我慢しなくたって――』

『違うよ！　……僕はほんとに、大好きなんだ』

　え？　ディルが何気なく口にしたであろう『大好き』の一語に意図せず胸がドキリとした。

　直後、私の肩を掴んでいた腕の力が強まり、首筋のあたりをふわりとやわらかなものが掠めたように感じたのは、果たして気のせいなのか。

　そわそわして、なんとも落ち着かない思いがした。

『わ、分かったわ。石鹸は替えないわ！　……だからその、くすぐったいから。もう……っ』

　心の乱れをごまかすように早口に告げて、グイッとディルの胸を押しやる。

　ディルは逆らわずに私から離れ、ふたりの間に隙間ができる。その時に見えたディルの瞳に常とは違う熱を見て、不規則に心臓が跳ねた。まるでディルが見知らぬ男性になってしまったかのように感じ、私は内心で混乱した。

　そんな私の様子をジッと眺めていたディルは、僅かな間を置いてふわりと微笑んだ。

『そう、ならよかった！』

　それはいつも通り年相応の無邪気な笑顔で。

　……やだ、私ったらひとりで動揺して馬鹿みたい。

『ねぇ、ディル。そんなに気に入っているなら、新しいのがあるから持っていってちょうだい』

　相手は三歳年下で弟のように思っているディルだ。そのディルの無邪気な言動に、私はいったいなにを勘違いしているのか。

　気を取り直してディルに告げた。

『え、僕は今使っているやつがあるから……いや、待てよ。アンジェと同じ香り……うん！　やっぱりもらっていくよ！』

　ディルは最初遠慮していたが、途中で思い直したようで、ベッドメイクを終えた後それはそれは嬉しそうに新品の石鹼を抱えて退室していった。

　扉の向こうに消えていく満面の笑みに、本人の申告通りあの石鹸の香りだけは相当な気に入りに違いないと確信するのだった。




＊＊＊




「――ちょっと、ルーシー！　なに手を止めているのよ!?　ちゃんと毛先までしっかり塗り込んでちょうだい！」

　イライザの叱責で、幸せだったかつての記憶から意識が今に戻る。

「っ、申し訳ありません」

　どうやら物思いに集中するあまり、手までおろそかになってしまっていたようだ。慌てて謝罪して、梳る手を再開させる。

「すみれ色の目に白茶けた老婆みたいな髪。ツンと取り澄ました鼻につく表情まで、あのムカツク女にそっくり……」

　途中で聞こえてきたイライザの悪態は、あえて聞こえないふりをした。イライザはこんなふうに普段から事あるごとに、亡き母を貶おとしめるような発言をしていた。

　もちろん聞いていて気分のいいものではないが、思春期の少女が父親の愛人とその子供を厭いとう心理には一定の理解ができた。多くの人を不幸にして、父は本当に罪深い。

　そのまましばらくは無言の時間が流れた。

「……ねぇ、ルーシー。いいことを思いついた！　あんたも帝宮に連れていってあげるわ！」

　ドレッサーの鏡越しに私をジッと見つめていたイライザが、意気揚々と口を開いた。

「え？」

　本来、介添えの役につくのは侍女頭クラスの上級使用人だ。イライザにも侍女頭が付き従う予定になっていたはず。

「なに阿あ呆ほ面づらをさらしてるのよ。私の介添えとして、あんたを連れていってあげるって言ってるのよ！」

　日々下働きに従事し、宮廷マナーはおろか貴族としてのマナーすら分からない使用人に介添え役をやらせようなど正気の沙汰ではない。

「きっとあんたが帝宮に上がる機会なんてこれが最初で最後よ？　どう、嬉しいでしょう!?」

　嬉々として語るイライザの目には、嘲りの色が前面に出ていた。おそらくイライザは、私に本妻の子である自分との格差を見せつけたいのだ。そして、あわよくば私が帝宮で恥をかけばいいくらいに軽く考えているのだろうけれど……。もし帝宮で私が粗相をすれば、事はレアモルド伯爵家の失態。周囲に恥をさらすようなものなのだが、イライザはそれをまるで理解していない。

　さらに頭が痛いことに、レアモルド伯爵も愛娘がねだればまずノーとは言わない。もっとも、流されやすく脇の甘い人だからこそ私という妾しょう子しがいるわけで、彼に常識的な思考判断を期待するだけ無駄というものだが。

「ふふふっ、嬉しくて声も出ないのね!?」

「は、はい。身に余るお話でしたので、驚いてしまいまして」

　呆あきれて声が出なかったのだけれど、ここはありがたく同意して頷うなずいておく。反論を唱え、イライザの機嫌を損ねては面倒だ。

　私に前世の記憶があって、最低限のマナーを身につけていることにレアモルド伯爵家は救われた格好だ。もっとも、当時は人に傅かしずかれる立場。介添えの立ち回りには少し自信がないけれど、まぁなんとかなるだろう。

　それよりも目下の不安は、ディル……ディルハイド皇帝陛下のこと。

　転生後に、このデアラルンブール帝国の皇帝がディルだと知った時、どんなに誇らしく、そして喜ばしく思ったかしれない。〝罪悪の聖女〟を討ち、時の皇帝ガストンを弑しいし、祖国の雪辱を晴らして栄冠を己の手に掴み取ったディルを私は心から尊敬している。

　一方で、あまりに無知で愚かだったかつての私……。時のガストン皇帝に言われるがまま、褒められるがまま、天てん真しん爛らん漫まんに人物兵器を量産し続けていた。〝罪悪の聖女〟という名で呼ばれ、ディルに殺したいほど憎まれていたともつゆ知らずに。すべてに気づいたのは、命を落とした後だからどうしようもない。

　私の所業を思えば、許してほしいとは口が裂けたって言えない。反省や後悔の言葉すら、軽々しく口にするのはおこがましいと感じている。

　そもそも私は今さらディルに合わせる顔なんてないし、彼との出会いを望むつもりも毛頭ない。なにより、アンジェリーナだと名乗り出たところで、信じてもらえるはずもない。

　それでも万が一会ってしまったら、私は果たして平常心でいられるだろうか。いや、パーティーの最中、私は控えの間で待機となる。皇帝陛下の移動とかち合うとも思えない。万が一会うなんて事態は起こらないはず。

　それに私は当時とは容貌が変わっている。瞳だけはそっくり同じすみれ色だが、これだけで即座にアンジェリーナと結びつけられるわけもなく。だからそう、仮に私が彼の視界の端を掠めることがあっても、彼が気づくことはあり得ない。

　……でも、そうね。可愛かわいい弟分だった彼が立派になった姿を遠目にでも見てしまったら、感極まって涙してしまうかもしれない。それとも、普段は考えないように蓋をしているつらい記憶がすべてあふれ出てきてしまうのだろうか……。

「髪はもういいわ。今度は爪と肌を磨くのよ！　ピカピカにしてよね」

「はい、イライザ様。承知いたしました」

　従順に答えながら、この後のことを算段する。さすがに着古した今の服では行けないから、新しい侍女服をもらいに行かなくては。もしかすると、介添え役から降ろされた侍女頭がなにか言ってくるかもしれない。

　……あぁ、また面倒なことになった。

　ひとり心中で嘆息するのだった。




◇◇◇




　……っ、やめろ。……来るな。

　朝方になってやっと得た束つかの間まの浅い眠り。

　突然血みどろの亡者らが俺を地獄に引きずり込もうと手を伸ばす。

　覚醒しきらない意識の中で、俺は必死にその手を払う。しかし、払えども払えども、亡者らは俺を引きずり込まんと迫りくる。

　亡者らの顔は、俺が皇帝の座に就くまでに屠ほふってきたデアラルンブール帝国の前皇帝ガストンをはじめとする廷臣らのそれだ。

　俺が十年前にデアラルンブール帝国の新皇帝として立ち、今日に至るまでにたどってきた道のりは、けっして平坦ではなかった。多くの血でこの手を濡らした。

　当初、俺たちはガストン政権下のデアラルンブール帝国に滅ぼされ、吸収された祖国ブローランス王国の再興を目指していた。そんな俺が帝位を取ると決意するに至った最大のきっかけは、アンジェリーナの死だった。

　ほかにも祖国の支援者らの思惑や、唯一の王族直系の生き残りとしての責任感もあった。だが、それがすべてではなかった。デアラルンブール帝国の腐敗の政治を一掃することが、まだ未熟だった当時の自分なりの正義と信念に基づいた行動でもあったのだ。

　これを成し遂げるための代償は大きかった。しかし今、もしまた同じ状況に陥ったとしても、俺はきっと当時と同様の選択をするだろう。

　……アンジェ、俺はもう成しきったはずだ。それなのに、どうして君は俺を殺しに来ない？　あるいは、デアラルンブール帝国がまだ俺の力を必要としているということなのか。分からない。

　俺はいつだって地獄に誘わんとする亡者らの中に君の顔を捜している。そこにもしも君の手があったなら、俺は喜んでその手を掴むのに。

　それなのに、君だけが来てくれない。

　アンジェリーナは『ディル……』と俺の名を呼び、微笑みながら死んでいった。あの時の声と微笑みが、今も脳裏から離れない。

　なぜ、君は最期の瞬間、自分を刺した男に微笑みを向けながら死んでいったのか？

　幾度となく投げかけてきた、永遠に答えの得られぬ問いかけ。君の思いが知りたい。だが俺はその機会を、ほかならぬ俺自身の手で永遠になくしてしまった。

　失った今だからこそ、いかに大切な存在であったかを知らしめられる。彼女は正しく、俺の太陽だった。

　そもそも俺はアンジェリーナを殺すつもりなどなく……いや、なにを言っても言い訳にしかならない。

　俺が彼女の胸を刺し、そして殺した。それが事実だ。

　アンジェリーナを殺めたあの瞬間に俺の心は凍りつき、溶ける日はもう永遠に訪れない。せめて彼女が夢の中で俺を恨み、呪い、地獄に突き落としてくれたなら、俺の心はほんの僅かにでも救われる気はするが。そもそも彼女は恨みや憎しみがどういった感情なのか、それすら知らなそうだから難しいだろう。

　祖国と家族を奪われて荒すさみ、擦り切れた俺の心をたやすく解かしてしまった清らかで心優しい人。彼女のまばゆい微笑みが、切ない痛みを伴って思い出された。

　俺が望むのは彼女からの許しでも、永遠に失った俺自身の安息でもない。俺の望みはただひとつ、一日でも早く逝くことだ。そう、彼女のもとに行きたい――。

　その時、誰とも知れぬ血濡れの亡者が俺に牙をむいて飛びかかる。

　っ、いかん！

　アンジェリーナの記憶に気を取られていたため、一瞬反応が遅れ――。




　――ドフッ。




「ゥグッ！」

　肺がつぶれるような重たい衝撃を受け、俺がカッと目を開くのと同時、のんきな鳴き声があがる。

『ガゥ』

　……夢、か。

　視線を巡らせると、我が物顔で俺の胸に乗り上がった真っ白な毛むくじゃら――フェンと目が合う。俺の胸に多大なダメージを与えた犯人はこいつか。

　フェンは犬としては常識外の大型。直立すると二メートル以上もあり、俺の身長を僅かに超える。体重も九〇キロと、俺とほぼ同じ。要するにかなり重い。

「……フェン、重いぞ」

　苦しさに呻うめきながら、フェンを押しやる。

　フェンはされるがまま俺の胸の上からゴロンと寝台に転がり落ち、ゆらゆらと尻尾を揺らす。その様子は『まったく世話が焼ける奴だ』とでも言いたげだ。

　獣と同どう衾きんする趣味はないが、一睡もせず三晩目を迎えた昨日。丸一日に及んだ執務に一応の目途がついた深夜すぎ、ふらりとやって来たフェンに、強引に同じ寝台に押し込まれた。

　おかげで久方ぶりの睡眠が取れたが、それとて悪夢にうなされてこのざまだ。そしてこいつは今朝もまた、悪夢にうなされる俺を起こしてくれた。

　そのやり方に若干思うところはあるが、こいつなりに俺を心配してくれているのだろう。

「フェン、たまには一緒に朝飯でも食うか」

　俺から誘えば、フェンは『それはいい』とばかりに尻尾をひと振りした。

　フェンは本来、飯を食う必要がない。だが、こいつは油断すれば寝食を忘れる俺に食わせるために、よく同じ食卓につこうとする。

　……まったく、かいがいしいところはアンジェリーナにそっくりだな。

　フェンは、俺の愛犬を装っているがアンジェリーナの忘れ形見。聖獣のフェンリルだ。

　アンジェリーナと共にいた時のこいつはもこもこの長毛で、ずんぐりむっくりした見た目をしていた。それが今は短毛になり、シュッとしたシャープな佇まいになっている。今のこいつから、アンジェリーナの聖獣フェンリルを想像できる者はいない。人間も髪型で印象が左右されるが、それとは比較にならないレベルのイメージチェンジである。

　俺はアンジェリーナのようにこいつと念話はできない。だがアンジェリーナ亡き後十一年も共に過ごしていると、こいつの言いたいことがだいたい分かってくるから不思議だ。

　そして俺は、こいつの存在にどうしたって期待してしまう。本来、聖女と一対の存在であるこいつがアンジェリーナの死後も消えずに俺のもとに残ったのはなぜなのか。もしかするとそこには、亡き彼女のなにがしかの意向が働いているのではないかと。

　そんな彼女の思いの残ざん滓しが、俺を今もこの場所にとどめ、生きながらえさせている。

　――コンコン。

　その時、廊下から扉が叩かれた。

「陛下、お目覚めでございますか」

「ああ、起きている。入れ」

　かけられた声は俺の最側近であり、乳兄弟でもあるベルフォードのもので、即座に入室を促した。

「失礼します」

　部屋に入ってきたベルフォードは、寝台の上に横並びに寝ころんだままの俺とフェンの姿を認めるとげんなりと肩を落とした。

「はぁ。皇帝陛下ともあろうお方が、ひとつの寝台を犬っころと温めるとは嘆かわしい」

　ベルフォードの小言を耳にした瞬間、フェンが寝台からピョンと下りる。

『ガウッ！』

　そうしてフェンは、『俺は犬じゃない！』とでも言いたげに吠ほえながら、ベルフォードの腹に肉球の前足をペチンと叩き込む。

「おっと」

　ベルフォードはそれをよけるでもなく、力を逃すような受け方をして、にっこりと微笑んだ。

「これはこれは『犬っころ』呼びがご不満だったようで。失礼をいたしました、皇帝陛下の〝お犬様〟？」

　ベルフォードは長身痩躯に金髪碧へき眼がん、面長でやや冷たそうな顔立ちをしているが、事実その見た目の印象を裏切らない辛辣な性格で、毒舌でもあった。ついでに言うと、人の揚げ足をとっておちょくっている節もある。要は、性格が悪い。

『ガルルル、……フンッ』

　初めは不満げに唸っていたフェンだったが、『もういい、こいつ嫌いだ』とでも言うように、ペチコンッと床にひとつ尻尾を打ちつけて俺のもとに戻ってきた。怒りが持続しない、さっぱりとした気質もアンジェリーナによく似ていた。

「おいベルフォード、あんまりフェンをからかってくれるな」

　寝台から下り、ふて腐れ気味のフェンの頭を撫なでてやりながらたしなめれば、ベルフォードは含みのある笑みで鷹揚に頷く。

「これは失礼を」

　まったく食えない男だ。だが、俺を帝位に押し上げたのは間違いなくこの男の知略と手腕によるところ。そして、こんな一癖も二癖もある性格をしているくせに、こいつは最後の最後で俺に甘い。

　ブローランス王家の傍系にあたるベルフォードは、祖国再興を切望していたひとりだった。ベルフォードを含む忠臣らの計画は、当初からアンジェリーナ殺害ありきで進められていた。ところが、こいつは俺のアンジェリーナへの想いをただひとり見抜くと、苦悩の末に別の選択肢を示してきたのだ。

　結果的に俺はアンジェリーナ殺害を止められなかったばかりか、自らの手にかけてここに至るのだが、あの時こいつが見せた誠心は鮮烈に記憶に刻まれている。あえて口にはしないが、いつかこいつが窮することがあれば、その時は力を尽くすつもりだ。

　ふいにベルフォードが貼りつけた笑みを引っ込めて、真面目な顔で切り出す。

「時に陛下。今夜のご予定を覚えておいでですか？」

　俺はベルフォードが醸かもし出す言外の気迫を感じ取り、「今夜？　さて、なんだったか？」と答えかけたのをグッとのみ込む。

　いかんな。とても覚えていないと言える雰囲気ではないぞ。

　地方領主らを招いての夕食会か？　……いや、それは明日だ。

　帝国騎士団の夜間訓練の視察か？　……いや、それは俺の名代として軍務大臣が行くことで決まったはず。

　ならばと把握している限りの政務を順に思い浮かべてみるも、重要な政治案件はどれも日中で組まれている。わざわざベルフォードが凄すごむような重要度の高い、しかも夜の予定など、皆目見当がつかなかった。

　そんな俺の様子を前に、ベルフォードが眉間に皺しわを寄せる。

「お忘れですか？　デビュタントの舞踏会でございます」

　当然、デビュタントなど記憶を掠めもしなかったが、ベルフォードにギンッと睨にらみつけられて歯切れ悪く口にする。

「……ああ、覚えているぞ。そういえばそんなイベントもあったな」

「陛下。デビュタントは未婚の令嬢たちにとって重要な催しでございます。もっと言えば、未婚の令嬢を抱える貴族家にとって一大イベントなのです。それに陛下が不参加とあっては、貴族家を蔑ろにしていると捉えられても仕方ありません。ですので、くれぐれも、くれぐれも！　去年のようにバックレることのありませんよう重ねてお願いいたします」

　やたらと強調して言われ、苦笑が浮かぶ。

「分かっている」

「いいえ。去年もそう言っておきながら、陛下は逃走なさいました」

「おい、逃走などと人聞きの悪いことを言うな」

「事実でございます。私は昨年、陛下を捜して汗だくになりながら帝宮中を走り回りましたので。そうして、やっと陛下を厩うまやで発見したのは閉会とほぼ同時刻。藁の上でのんきにお犬様と寝ころぶあなたに殺意すら抱きましたよ、ええ」

　ベルフォードに口で勝てた試しがない俺は、素直に白旗を揚げた。

「分かった分かった。お前に殺されてはたまらん。今年は必ず出る。約束しよう」

「ご理解いただけたようで、安心いたしました。ちなみに、今年デビューする令嬢は近年稀まれに見る粒揃いだと専らの評判です。ぜひとも同じ寝台を温めるにふさわしい、気に入りの女性を見つけていただきたいものでございますね」

　ピクンとこめかみが引きつる。

　冗談めいた口ぶりとは対照的に、ベルフォードが俺に向ける眼差しは真剣だ。アンジェリーナの死から十一年。俺の恋心を誰よりも知っているベルフォードではあるが、いい加減潰えた恋に決別しろと、その目が言外に告げていた。

　俺はあえて軽く流し、普段通り一日のスケジュールの子細を報告させる。

「ははっ、そうだな。それで、今日の予定はどうなっている？」

「はい。本日はこの後、八時より地方領主らとの謁見が――」

　何食わぬ顔で報告を聞きながら、ベルフォードに見えぬ角度で拳を握りしめた。

　気に入りの女など、見つかるわけがないのだ。俺にはアンジェリーナ以上に愛せる人などいない。そして、その最愛の人は俺がこの手で……っ！

　きっと俺の内心の動揺などお見通しで、ベルフォードは淡々と報告を続けていく。だが、こいつはひとつだけ読み違えている。たとえ彼女への恋に決別したとしても、俺にその〝次〟はないのだ。

　俺も二十四になり、とっくに妻帯して子供がいてもおかしくない年齢だ。ベルフォードも、そして周囲も世継ぎの誕生を切望している。しかしどんなに美しく豊満な女でも、どれほど気立てのよい女でも、俺がその女との間に世継ぎを得る未来はあり得ない。

　俺にとって大切な女ひ性とは、今も昔もアンジェただひとり――。

「――では、報告は以上になります。朝食はメイドに申しつけ、こちらに運ばせるようにいたしましょう」

「ああ、頼む」

　――バタン。

　ベルフォードが一礼して出ていくと、俺は髪をかき上げて嘆息した。もともとあまりない食欲がさらに減退しそうだった。

『ガゥ』

　フェンが脛すねのあたりをポフンと尻尾でひと撫でしながら、小さく吠えた。『元気出せよ』と、そんな慰めを聞いたような気がした。










第二章　罪悪の聖女、未来の皇帝陛下と出会う




　夕暮れの空の下。帝宮を目指し、王都の道をカタカタと馬車が行く。

　香水の匂いが充満する車内には、ここぞとばかりに着飾ったイライザとレアモルド伯爵、そして私の三人が乗っていた。

「帝宮が見えてきたわ！　あの白亜の城でもうじき陛下にお会いできるのね。陛下からダンスに誘われてしまったらどうしましょう！」

「陛下はデビュタントの令嬢全員と言葉を交わすから、その時に見初められればダンスはもちろん、個人的な誘いを受けることも夢ではないぞ」

　前方に天にそびえる白亜の尖塔を認めたイライザが頬を紅潮させて叫び、それに父が答える。

「お父様？」

「やや爵位に劣るが、過去には伯爵家から皇妃が輩出された例もある。陛下がいまだ未婚でいることに男色やらいろいろな憶測が飛び交っているが、年若い娘を好むからだという話もある。それが本当だとすれば、今年デビューの若いお前に追い風だ」

　社交界で根も葉もない噂うわさがあがるのは常のこと。信憑性は低いだろうに。

　そもそも、そんな明け透けな話を娘に振るのもどうかと思う。我が父ながら……いや、私という妾子の父だからこそ下げ衆すな男だ。

「それなら、お言葉を賜る際には目いっぱいアピールしなくっちゃ！　きゃあ、陛下とダンスだなんて楽しみ！」

　イライザはひとしきりはしゃぐと、私に流し目をよこす。視線が合うとにんまりと微笑み、居丈高に告げる。

「感謝しなさいよ？　私のおかげで一生縁のなかった帝宮の空気が味わえるんだから」

「はい、ありがとうございます。イライザ様」

　従順に答え、車窓越しに煌きらびやかな帝宮に目を向ける。

　イライザは私に『一生縁のなかった帝宮』と、そう言った。だけど、私はかつてあの帝宮の一角に暮らしていた。

　懐かしさに目を細めながら、到着までの束の間、あの場所でディルと共に過ごした宝物のような日々に思いを馳せた――。




＊＊＊




　ここは、私が暮らしている神殿宮。その中庭には池があり、晴れた日には透き通った水面に建物が映り込んでとても美しい。それが、空気が澄んだ早朝となればなおのこと。

　自室を抜け出した私は、フェンと共に中庭に面したアーチ天井の回廊にしゃがみ込み、気に入りの景色を飽きずに眺めていた。

　少し冷え込む朝だって、もふもふのフェンがいればちっとも寒さを感じない。このフェンは聖女である私の一対となる存在で、私が生まれた日に聖獣の世界からやって来たのだと本人から聞いていた。

　当初子犬サイズだったフェンは私と共にすくすく成長し、今は体高一メートルを超え、直立すると二メートルにもなった。その上フェンは、もこもこの長毛で実寸以上に嵩かさがある。フェンリルという聖なる生き物を人間の物差しで測るのもどうかと思うが、たしかに少しばかり育ちすぎの感は否めない。もちろん、私は大きくてふわふわなフェンのことが大好きだけれど。

　それと、これは最近知ったのだが、フェンに対して『図ずう体たいばかり大きな歴代最弱聖獣』と嘲る声があるようなのだ。

　フェンはほかの聖獣のように攻撃力というのをいっさい持たず、私にくれる助言も、あくまで本人が肌で感じたり、その目で見たりした事柄から考察した結果にすぎない。気配の察知に優れ、知能も身体能力も高いけれど、未来の予知や人の思惑を読むといったことはできないのだ。

　でも、協調性など皆無の聖獣も多い中で、フェンほど温厚で人との融和性が高い聖獣はいない。それがどれだけ得がたく貴重なことか。私に言わせれば、フェンを軽んじる人たちこそ、なにも分かっていない。本当に愚かなことだ。

《おい、なにやら向こうからお前を捜して小うるさいのがやって来てるぞ》

　考えごとをしていたら、フェンの低い声が頭の中に響く。実際の音として耳に届かない、このフェンと私だけの会話手段を、私は勝手に念話と呼んでいた。

　もちろん念話というだけに、私も心の中だけでフェンに話しかけて、直接言葉を届けることができる。ただ、私の場合は普段からの癖で、実際に声に出してしまうことが多かったが。

「……そう。うかうか早朝のひとり時間も堪能できないんだから、やんなっちゃう」

　私には分からないが、フェンの耳には足音が届いているのだろう。

　嘆息しつつしばらくすると、私の耳にも足音が聞こえてきた。

「アンジェリーナ様、ここにいらっしゃったのですね。お捜ししましたよ。もぬけの殻の寝台を見た時は、本当に生きた心地がしませんでした」

　背中から声をかけられて振り返ると、年の頃は三十代半ば。全体的に線が細く、端整ではあるが神経質そうな印象の神官長のライオネルが、貼りつけたような笑顔で私を見つめていた。

　かつて下級神官だったライオネルは、感知能力で私の能力を見いだした功績で、皇帝陛下から聖人の名と神官長の地位を授かったという。

　私が出生から僅か数日で両親から引き離されたのは皇帝の指示だが、そのきっかけをつくったのは紛れもないこの人だ。

　私は時々考える。ライオネルさえいなければ、両親のもとで普通の子供たちのように過ごす日常もあったのだろうか……と。そしてその後、決まってこう自分を納得させるのだ。いや、私は物心つくまで能力を御しきれず、垂れ流しのように絶対防御の付与を展開していたというから、きっとどこかのタイミングで気づかれてしまっていただろうと。

　ちなみに、一般的に聖人の能力は、聖女のそれより劣ると言われている。対となる聖獣がいるのも聖女だけ。過去、聖人に聖獣が付き従っていた例はない。

　実際のところライオネルの感知能力も、私を見つけた以外、特に役に立ってはいないらしい。

「起床時間までまだ少し時間があるわ。睡眠時間をどう使うかは自由じゃない？」

　聖女の一日は朝のお祈りに始まって、日中は皇帝ガストンの指示する人物への絶対防御の付与のほか、要人の歓待といった社交などをこなす。そして夜のお祈りをもって、一日の務めが終わる。

　替えの利かない唯一無二の存在ゆえけっして無理なスケジュールが組まれることはないが、それでも常に管理され、誰かの目にさらされて過ごす日常は少し息苦しく感じてしまう。

「さぁ、屁理屈を言っておりませんで、お部屋に戻りましょう。あまり屋外に長居をしてはお風邪を召されます」

　私は彼が親切なふりをして、いつもほかの神官たちと「お姫様のご機嫌取りも骨が折れる」と愚痴っているのを知っている。なにより、この男の胡う散さんくさい笑顔が苦手だ。

　フェンもライオネルのことが気に入らないのか、私の隣で丸まったまま一いち瞥べつすらしない。

「いやあよ、まだ戻らないわ。行きましょ、フェン！」

　言うが早いか私はライオネルにプイッと顔を背け、回廊を駆けだす。腰まであるストロベリーブロンドの髪が、背中でふわりと空気を孕はらんで揺れる。

「こ、こら！　アンジェリーナ様！」

　ライオネルが私をつかまえようと伸ばした手をスルリとかわし、回廊の突き当たりまでダッシュする。フェンはヤレヤレとばかりに、私の数歩後ろをのっしのっしと追ってきた。

　そうして私が走ってきた勢いのまま角を曲がりかけたところで――。

「きゃっ!?」

「うわぁ！」

　私は向かいからやって来た頭半分ほど身長の小さな黒髪の少年とぶつかった。少年は腕に抱えていた籠を取り落とし、白大理石の廊下の上に何枚ものリネンが散らばる。

「うぅっ」

　顎あごに少年の頭の直撃を受け、私は両手で顎を押さえて痛みに小さく呻いた。

「アンジェリーナ様！　ご無事ですか!?」

「え、ええ。大丈夫よ」

　駆けつけてきたライオネルに問われ、咄嗟に首を縦に振る。

「そなた！　アンジェリーナ様になんたる無礼を――」

「待って、ライオネル！　あなた、怒る相手を間違えているわ。走って飛び出したのは私だわ。明らかに悪いのは私で、この子はちっとも悪くない！」

「……いや、しかし」

　不満げなライオネルから少年に視線を向けると、長めの前髪の下から覗くエメラルドブルーの瞳とぶつかった。

　わぁ！　なんて綺き麗れいな瞳。

　彼の瞳は、清水を湛たたえたあの池よりももっと透き通った至高のきらめき。その瞬間、私はあまりの美しさに目も心も釘くぎ付けになった。

「ぶつかっちゃってごめんなさい。怪け我がはなかった？」

　内心の高揚を隠し、謝罪して無事を問う。

「はい、大丈夫です」

　緊張からか、少年の表情は硬い。

「そう、よかった。ところで、あなたは下働きの子でしょう。見ない顔ね、最近入ったの？　名前は？」

「ディルハイドと申します。帝宮付き医官からの紹介で、先週からここで下働きをしております」

　矢継ぎ早の質問に少年は一瞬きょとんとしたが、すぐに丁寧な答えを返した。

「これ！　下働きごときが軽々しく口を利いてよいお相手ではない、弁わきまえよ！」

「ライオネル、あなたは黙っていて！」

　憤慨して声をあげるライオネルをピシャリと制し、私は廊下に屈んで散らばったリネンを拾い上げる。私の行動にハッとした様子で、少年も猛スピードでリネンを拾いだした。

「そう、ディルハイドというの。ねぇ、よかったらディルと呼ばせてもらってもいいかしら？」

「えっ？」

　リネンを拾いながら愛称呼びを提案したら、彼はピタリと手を止め、信じられないといった様子で私を見た。

「ここにいる神官や使用人は皆、古参の人たちばかりなの。同年代の子が来るのはとっても珍しいのよ。だから、仲よくできたらいいなって思ったんだけど……ダメかしら？」

　私が小首を傾かしげて問えば、彼はすごい勢いで顔をブンブンと横に振る。心なしか、彼の頬が赤く染まっているように見えた。

「っ、いえ！　ダメじゃありません！」

　ちょっと乱れたディルの口調に頬が緩む。

「ふふっ、よかった」

　ライオネルは先ほど私にとどめられた手前、口出しこそしてこなかったけれど、ひどく不服そうにしていた。私はあえて見て見ぬふりをした。

　フェンはといえば、私の足もとに丸まって、いつも通りぺろぺろと毛繕いの真っ最中。ただ一度だけ顔を上げチラリとディルに目を向けたのは、彼なりに興味を引かれているからなのかもしれない。

「はい、これで全部よ」

　私は転がっていた籠を引き寄せ、集めたリネンを詰めてディルに差し出す。

「お手を煩わずらわせてしまい、すみません。ありがとうございます」

「やだ、もとはと言えば私がぶつかって落としちゃったんだもの。こっちこそ『すみません』よ。また見かけたら声をかけさせてもらうわ。お仕事頑張ってね、ディル」

　恐縮しきりのディルの肩をポンッと叩いて微笑む。

「は、はいっ」

　ディルは嬉しいけれど照れているような、そんな表情で頷いた。




　それから私たちは頻繁に言葉を交わすようになった。私たちが顔を合わせる場所は、いつも同じ――。

「ディル、今日も来ていたのね」

「はい。ここは本当に綺麗で、見ていると癒やされます。なのでつい、休憩のたびに足が向いてしまいます」

　ディルも中庭の池がすっかり気に入ったらしかった。

「分かるわ！　私もここがいっとうお気に入りなの」

　私たちは中庭に面した回廊に肩を並べ、美しい水鏡を眺める。今日は初めてこの場所の魅力をあげ合い、会話を弾ませた。

　楽しいひとときに私の心は綻んだ。きっと、私たちは感性が似ている。同じものを見て、同じ感動を共にする。そのことがこんなにも嬉しいのかと、初めて実感していた。

　そして気が緩んだのか、私はつい「家族も友人もおらず、いつもひとりで寂しい」とディルに弱音を漏らしてしまう。

　聖女は弱みを見せるな。完璧であれ。そう教えられてきたし、私自身そうあるべきだと思ってきたから、口にして「しまった」と後悔するが、もはや手遅れ。ディルに慰めの言葉を求めているみたいじゃない。

　だけどディルの反応は危惧したものとは違っていた。慰めや励ましの言葉はなく、彼は穏やかな相づちだけを打ち、そっと私の心に寄り添おうとしてくれる。

　そんな彼に、私はこれまで誰にも覚えたことのない癒やしと安らぎを感じていた。彼のような人がずっとそばにいてくれたらいいのにと、そう思わずにいられなかった。

「……僕、そろそろ」

　会話が途切れて一拍ののち、ディルがつぶやくように言った。

「あら、もう時間？」

　ディルと過ごす時間は、いつだってあっという間だ。だけど今日は、心地いいこの時間が終わってしまうのが、いつも以上に惜しまれた。

「はい。もっとアンジェリーナ様と一緒にいられたらいいのに……って、すみません！　今のはどうか忘れてください！」

　意図せず口走ってしまったのだろう。ディルは慌てて撤回し、頭を下げた。

　この時。ディルの素直な言葉を耳にした私は、名案をひらめいていた。

　……そうよ！　私だってディルともっと一緒にいたい。そして、私ならそれを実現させられる――！

「ねぇ、ディル。だったらあなた、私の側仕えにならない？」

「え……僕が、アンジェリーナ様の側仕えに!?」

「嫌かしら？」

「とんでもない！　とても光栄なお話で……けれど、上からの許可が出るでしょうか？」

　不安げなディルに、私は胸を張って告げる。

「問題ないわ！　こう見えて私、ここではけっこう偉いんだから。任せておいて！　誰にも文句は言わせない。なにより、私がディルにそばにいてほしいの。だから、外野がなんて言ってこようが譲らないわ」

　私の言葉にディルは驚いたようにパチパチと目を瞬いた。

　私はこれまで食べ物でも衣服でも宝石でも、与えられるがまま受け取ってきた。望むより前に最上級の品が用意されていたから、別の物がほしいと思う余地すらなかった。

　そんな中で、ディルは初めて自分から欲しいと思った。

　私の一番近い場所に彼がいつもいてくれるようになったら、どんなに楽しく過ごしやすいだろう。そんな想像に、心をときめかせた。

「アンジェリーナ様、そのように言っていただけて嬉しいです。側仕えのお話、ぜひ受けさせてください。これからは、誠心誠意あなたにお仕えします」

「ありがとう、ディル！　了承してくれて嬉しいわ。これからよろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　私とディルは微笑み合った。

　ディルにはあんなふうに言ったけれど、ディルを召し上げることをすんなり賛成してもらえるとは思えなかった。それでも、今回だけはどうしても意見を通したかった。

　だから私は、ディルを側仕えに召し上げることを「決定事項」だと伝え、反論の余地を与えなかった。頑として態度を変えない私を前に、ライオネルはしぶしぶ引き下がった。

　こうしてディルは私付きの側仕えとなった。

　最初はお互い探り探りで始めたけれど、一週間が経つ頃には、私はディルを手放せなくなっていた。

　それくらいディルと一緒にいる時間は楽しかったし、なにより彼は側仕えとしてとてもよくやってくれた。驚くべきことに、私の暮らし向きまでが格段に向上していた。側仕えとして、彼は私の予想をはるかに超えて有能だったのだ。

　そつなくベッドメイクをこなすディルに感心しきりで尋ねる。

「ディルったら、すごいのね。たしか、これまで貴族屋敷に仕えたことはないと言っていたけど、なんでそんなに手際がいいの？」

　部屋の掃除やリネン類の準備など、ディルはかつて担当した誰よりも丁寧に、かつ、完璧に行う。私は彼の完璧な仕事ぶりにいつも舌を巻いていた。

「僕が以前してもらっていたことを再現しているにすぎません。だから、僕がすごいわけではないです」

　ディルは照れているのか、ちょっと早口で答えた。

「あら。やっぱりディルは裕福なおうちの出だったのね。それなら納得だわ」

　ディルは平民でありながら、使用人――それも明らかに高位貴族に仕えるレベルだろう――を抱えるような家で育ったらしい。

「えっ？」

「だってほら、ディルってとても下働きに甘んじる階級の出身には見えなくて。思考も理知的で頭の回転だって速い。きっと、相当高度な教育を受けているんじゃないかなって思っていたのよ」

「……あ、ああ。そうですね」

　ディルは歯切れ悪く答えた。

「どうかした？」

「いえ、なんでもありません。では、アンジェリーナ様、僕はこれで失礼します。おやすみなさいませ」

　尋ねても、ディルは曖昧に微笑んでごまかし、私にそれ以上踏み込ませてはくれない。

　おそらく先の言葉は彼にとって失言で、私に触れられたくないことなのだろう。

「ありがとう、おやすみなさい」

　ディルはきっと、私に対して意図的に使用人としての立場を崩さないようにしている。たまに綻びが見えても、今みたいにすぐに取り繕ってしまう。一線を引いたようなその態度を寂しく思った。

　……もっと肩の力を抜いてくれていいのに。ディルを側仕えにしたのは、完璧な仕事を期待してではなかったんだけどな。

　私はただ、もっとディルと一緒に同じ時間を過ごしたかっただけ。もちろん快適なのはありがたいけれど。

　几帳面に扉の前で直角に腰を折ってから退室していくディルの背中に、小さくため息をついた。




　そんなふたりの関係が決定的に変わったのは、ディルが側仕えになって一カ月ほどが経った頃。その日は、神殿宮で魔獣討伐に向かう騎士たちのために絶対防御を付与する儀式が行われた。

　常のように私に討伐の子細が伝えられることはないが、今回は皇帝ガストンが数年ぶりに総指揮官として出陣するという。『儀式の間』に集ったガストンと彼の直属部隊の精鋭一万人に、私は渾身の力で絶対防御の能力を付与した。

　正直、一万もの人数相手に聖力を使うのは、体力的にも精神的にも負担が大きい。しかし、弱音を吐くわけにはいかない。

　そうしてなんとか付与を終えた瞬間、手足の感覚は消え、視界が暗転した。

「アンジェリーナ様……！」

　袖に控えていたはずのディルの悲痛な叫び声を聞いたような気がした。




　目覚めた時、ディルが泣きそうな顔で私を覗き込んでいた。

「あら、ディル」

「っ！　『あら』じゃありませんよ！　あなたは三日も目覚めなかったんですよ!?　どんなに心配したと思ってるんですか！」

「……三日？　今回は思ったより短かったのね」

「っ、なにをのんきなことを言ってるんだ!?　三日間、あなたはとても苦しそうで、呼吸だっていつ止まってしまってもおかしくないくらい弱かった。僕は、あなたが儚はかなく消えてしまうんじゃないか気が気じゃなくて……っ！」

　ディルの言葉遣いは崩れ、その表情は険しい。彼のこんな姿を見るのは初めてで少し戸惑う。けれど口調に関しては、きっとこれが彼の素なんだろう。

　ディルは荒ぶる感情をこらえるように、グッと拳を握りしめてうつむいた。

　するとフェンがディルのもとに歩み寄り、その腰になだめるように尻尾を絡めながら、私に念話で話しかけてきた。

《お前が意識をなくしていた三日間、こいつはほとんど一睡もしないでお前のそばについてたんだ。寝苦しそうにしていれば体勢や枕の高さを調整し、乾いた唇を定期的に水を含ませた布で湿らせて、そりゃあもうかいがいしくな》

　……なんてことだ。

　私にとって聖力の解放後に倒れてしまうのは珍しいことではなかった。同様に、ひとり寝台で目覚めることも当たり前。

　フェンから聞かされた事実に、驚きと共に胸が熱くなった。

　言葉を返せずにいる私に、ディルは憤慨を隠せないといった様子で続ける。

「ライオネル神官長も、ほかの神官たちもいつものことと言って取り合ってもくれない。皆、あなたが倒れているのに平気な顔をして……。こんなのおかしい！」

　ディルが私のために怒ってくれているのがこそばゆい。つい頬が緩んでしまい、見とがめたディルが眉間に皺を寄せた。

「なにを笑っているの!?　僕は真剣に言ってるのに！」

「こんなふうに誰かに心配してもらうのって初めてだったから。だから、なんだか嬉しくなっちゃったの。気分を悪くさせてしまったなら、ごめんなさい」

　私の言葉に、ディルは今にも泣きそうに顔を歪めた。

「なんだよそれ。……あなたが無事で安心した」

「ありがとうね、ディル」

　ディルは一度グッと唇を噛みしめてから、真剣な表情で口を開いた。

「アンジェリーナ様、どうか約束して。もう、二度とこんな無理はしないで」

「ごめんなさい、ディル。あなたが私のことを心配して言ってくれているのはとても嬉しいの。でも、その約束はできないわ。これをしなければ私が生かされている意味がない。国民が魔獣に怯えることなく暮らせるなら、私がちょっと寝込むくらいなんでもないわ」

「この状態が、あなたの望みだと？」

　ディルが痛ましそうに私を見つめる。

「ええ。国と国民の役に立っている。それが私の矜きょう持じであり、希望よ。……でもね、綺麗ごとを抜きにすれば慰めにもなっているの」

「慰め？」

「私は聖女として生後僅か数日で、両親から引き離されたわ。だから私は母の胸の温かさも、父の腕の力強さも知らない。もしかしたらいたかもしれないきょうだいと一緒に笑ったり喧けん嘩かしたり、そういう体験も私にはない。それらは悲しいことだけど、国と国民の安寧の暮らしを守るためだと思えばつらくない。むしろ、誇らしくもある」

　赤ん坊に聖力の制御などできようはずもない。どうやら当時、絶対防御が周囲の人や物に勝手に付与されているような状態だったらしい。

　そうなれば、感知能力を持つライオネルがそれに気づかないわけもなく。ライオネルの報告で即座に皇帝ガストンが動き、あっという間に私は生家から籍が抜かれ神殿預かりの身となった。

　里心がつくといけないと判断されたのか、いまだに両親のことはなにも知らされていない。

　これらの折り合いを、私は聖女として国の役に立つことで自分なりにつけていた。

　余談になるが、私の乗せられた馬車を追いかけてきたフェンは、当初勝手についてきた捨て犬と思われていたらしい。フェンが聖獣だとひと目で見抜けないあたり、ライオネルの感知能力の精度が知れる。その能力自体は珍しいし、精度が高ければさぞ優遇されていただろうに。

　ここでふとディルの肩がわなわなと小刻みに揺れているのに気づく。

「ディル？」

　いったいどうしたのだろうと、うつむき加減のディルを覗き込んだ。

　え？　一瞬見えたディルの表情の険しさにたじろぐ。いつも凪ないだ湖面みたいに穏やかなエメラルドブルーの瞳も、怒りからかその色を濃くしていた。

「いや、なんでもないよ」

　思わず声をなくした私に、ディルはすぐに普段通りのやわらかな笑みで答えた。気になったけれど、ディルがそれきり口を閉ざしてしまったため、私もあえてそれ以上追及はしなかった。

　その後は徐々に体力を回復させ、私は普段通りの生活を取り戻していった。ただし、あの日を境にして、私とディルの関係性には大きな変化があった。

　ディルの私に対する態度が一変したのだ。彼はふたりきりの時は私のことを『アンジェ』と愛称で呼ぶようになり、言葉遣いもフランクな砕けたものになった。それはまるで、弟が姉を慕うかのよう。もしかすると、私が口にした『きょうだいと一緒に笑ったり喧嘩したり』の体験を、ディルなりに再現しようとしてくれているのかもしれない。

　ともあれ、主従の垣根を越えて示される親密さが少しこそばゆく、そしてこの上なく心地よかった。付随して一緒に過ごす時間も長くなり、私たちは同じものを見て笑い、多くを話した。そんな日常を送っていれば、彼が私にとってかけがえのない大切な存在になるのにそう時間はかからなかった。




　ディルと過ごすようになり半年ほどが経ったその日の午後の休憩時間も、私たちはお気に入りの池に臨む回廊で肩を並べ、フェンに寄りかかって水鏡に映る神殿を眺めていた。

　ちなみにフェンが私以外にこんな体勢を許したのはディルが初めてだ。これまで一貫して、私以外が触れることすら嫌がっていたのに、ディルにはまさかの大盤振る舞いである。

　出会った当初、ディルが「お前、でっかいな」なんて言いながら、当たり前のようにフェンを撫でているのを見た時は目玉が落ちそうなくらい驚いたものだ。

「ディルはさ、十二歳にしてはあれよね」

　十五歳の私にとって、三つ年下のディルはまさに弟のような存在。可愛くて仕方なかった。

「……あれってなんだよ？　チビだとでも思ってるのか？」

　ふて腐れたように尋ねられ、なにげなく見下ろすと、並んで座った肩の位置がディルの方が下にある。

　ディルはまだ私より頭半分ほど身長が低かった。ディルはこれからが伸び盛り。気にする必要なんてないのだが、少年の心は複雑なのかもしれない。

「あら、違うわよ。しっかりしてるなって、そう思ったのよ」

　可愛いとは思っているけど、そこは言わぬが吉だろう。

　ニコニコと微笑む私を、胡う乱ろんげに見ていたディルだったが、ふいに表情を引きしめて切り出した。

「ねぇアンジェ、能力について聞いてもいい？　五カ月前に陛下や騎士たちに付与していたのは〝絶対防御〟と呼ばれる力で間違いないんだよね」

　ディルが私の能力について尋ねてきたのは初めてのことだった。

　これまでこの手の話題を避けているように見えたから、彼から切り出してきたのを意外に思う。ただ、ディルを相手に能力の詳細を明かすことに躊ちゅう躇ちょはなかった。

「そうよ。私の能力は絶対防御。防御の壁を広範囲に巡らせたり、あとは人の体表に張り巡らせて攻撃を受けないようにしたりもできるわ。私がこれを騎士様に付与しているから、この国は近隣諸国に比べて魔獣被害が劇的に少なく済んでいるの。皇帝陛下も事あるごとに褒めてくださるわ」

　誇らしげに胸を張る私とは対照的に、ディルは無言のまま顔をうつむかせてしまう。前髪が影を落とし、その表情はうかがえない。

　てっきり「すごいんだね！」と返ってくるものだとばかり思っていた私は、彼の反応に少し拍子抜けした。

「その能力は、本当に魔獣討伐に生かされているだけ？」

「ええ、そうよ。っていうか、それ以外いったいなにに使うっていうのよ？」

　なぜか、うつむいたままのディルからピリピリとした緊張感のようなものを感じて首を捻る。

「ディル？」

「ううん、それもそうだね。ところで――」

　なかなか反応がなく怪訝に思ったが、パッと顔を上げて微笑むディルはいつも通りで。僅かに覚えた違和感は、ディルに別の話題を振られたことで有う耶や無む耶やのままになってしまった。




　それから、さらに半年後。

　午前中の日課である絶対防御の付与がいつもより少し早く終わった。次の予定に同行するため、聖堂に迎えに来る予定になっていた神官は、まだ来ていなかった。

　ならば、中庭で少し時間を潰してこようかと、ひとり回廊へと踏み出し――。

　まず感じたのはドンッという重たい衝撃。

　なに？　勝手に視界が反転し、気づいた時には誰かともつれ合うようにして白大理石の床に倒れ込んでいた。

　……なにが起こったの？

　軋きしむようなぎこちなさで視線を巡らせれば、私に馬乗りになっているディルと目が合った。

　気の置けない仲のディルを認め、喜びかけたのも束の間。なぜか、見開かれたディルの目は恐怖と絶望の色に染まり、わななく唇からは声にならない悲鳴とガチガチと歯の根の鳴る音が漏れる。彼の体も制御不能とでもいうように震えていた。

　尋常ではないディルの様子を不安に思い、咄嗟に「ディル……」と言った声はひどくかすれていて……あれ？

　怪訝に思いながら、なんの気なく目線を落としてギョッとする。

　えっ!?　真っ赤に染まった私の胸に、柄だけ残した短剣が突き刺さっているではないか。そして短剣の柄を握っているのは、ガタガタと哀れなほどに震えるディルの手で……。

　その光景を目にして真っ先に浮かんだのは「なんで？　どうして？」そんな純粋な疑問。

　もう一度視線を上げたら、歪みきったディルの泣き顔が視界に飛び込んできた。極限まで瞠みはられたエメラルドブルーの瞳は滂沱の涙をあふれさせ、頬から顎へと筋を描いて伝ったそれが私の顔にパタパタと降り注ぐ。

　胸が引き裂かれるような、ディルの慟哭が響き渡る。

　この状況に至った事情を私は知らない。疑問は感じるけれど、恨む気持ちは微み塵じんもなくて。ディルが一緒にいてくれるから、体から五感が切り離されようとしているこの状況すら怖くはない。ただ、私の死がディルの心を壊してしまうことが怖かった。

　それくらい目の前のディルの傷心ぶりは深く激しく、直視しているこちらが苦しくなるほど。彼がそれらの感情に押し潰されてしまうんじゃないかとハラハラした。

　……私の死を嘆かなくていい。私の死に責任を感じる必要だってない。どうか泣かないで、ディル。

　なんとかディルを慰めようと精いっぱい微笑んで、出ない声の代わりに瞳に思いを乗せる。本当は涙を拭ってあげたいけれど、重たい体がそれを許してくれない。果たして、私の思いは正しく彼に届いたのかどうか。

　段々と視界が暗くなってきて、物を見るのが難しくなってきた。だけど、すぐ近くにフェンがいるのは気配で分かった。

（ねぇフェン、聞こえてる？）

《ああ、聞こえている》

　頭の中で囁ささやけば、念話で答えが返ってきた。

（ディルがね、泣いているの。あの子の優しくてやわらかな心が悲鳴をあげてるのが分かるわ。それなのに体が重くて、私は慰めてあげることもできないの。あの子は、しっかりしているように見えてまだ子供でしょ？　だからね、私の代わりにあの子のことを守ってあげてほしいんだ。お願いできる？）

《よかろう。我が半身の願い、叶えよう》

（いつもありがと、フェン。私の半身、あなたのことも大好きよ）

《フッ、分かっている。さぁ、後のことは我に任せ、休むといい》

　おそらくフェンと念話していたのは、ほんの一分にも満たないだろう。にわかに周囲が騒がしくなったのを感じた。

『殿下』というこの場に不似合いな敬称が鼓膜を震わせたような気もしたが、視界はかすみ、まともな意識が遠ざかる。

　……私はあなたの笑顔が大好きよ。だから笑って、ディル。

　水晶よりも澄んだきらめきを放つ温かな雫しずくを頬に受けながら、そう思ったのが記憶の最後。神様は無情にも私から、大好きなエメラルドブルーの瞳を見つめる至福の時間を永遠に奪ってしまう。

　そうして私の――アンジェリーナの意識は闇にのまれた。




＊＊＊




　あの出来事の後次に目覚めた時、私は銀髪紫目の五歳の幼女、ルーシーになっていた。ちなみに、私の中に〝ルーシー〟の自我は初めから存在しない。最期の瞬間に抱いた感情まで、アンジェリーナの記憶や能力をそっくりそのまま持って、からっぽの器に収まった格好だ。

　これは私の勝手な想像だが、嫌がらせで死にそうな目に遭わされ、ルーシー本人がそれ以上生きることを放棄したのだと、そう理解していた。

　……ふふっ。本当に神様は残酷なことをする。

　十一年も経っているのに、今もほろ苦い後悔を伴って思い出す。

　もしもディルと一緒に回廊から中庭の池を眺めながら、絶対防御の能力を告白したあの時。私が覚えた違和感に蓋をせず彼に質問し、互いが納得するまで話し合っていたら、また違う未来があったのではないかと。

　……ダメね、考えたところで今さらどうしようもないことなのに。久しぶりに帝宮に来たせいか、思考が感傷的になっちゃっていけないわ。

　フッと自嘲気味に微笑んで、ホゥッとひとつ息を吐き出した。

　間近に迫る白亜の中央宮を見上げながら、玉座に座っているディルを思い描こうとして失敗する。私の記憶の中の彼は十三歳の時のまま。十一年の時を経て、二十四歳になっている今の姿がまったく想像できなかった。

　……ディル、もう会うことはないだろうけれど、きっと、さぞかし素敵な男性になっているんでしょうね。

　私が最期に見たのは、ディルの泣き顔だ。脳裏に焼きついた悲愴な姿は、今でも私の胸を苦しくさせる。同時に、優しいディルが私を殺したことで心に傷を負っていなければいいと祈るような思いでいる。

　誰よりも大切な人だから、ディルには心穏やかに、幸福に満たされた人生を歩んでほしい。

　私が願うのは、いつだってただひとつ。ディルが笑顔で日々を過ごせていますように――。

　――カタンッ。

　馬車が停車し、イライザが意気揚々と座席を立つ。

「さぁ、着いたわ！　ここからが正念場、ディルハイド陛下に見み初そめていただくための大勝負よ！」

「はははっ、その意気だ。いい結果を期待しているぞ、イライザ」

「ええっ、お父様！」

　イライザと父に続いて馬車を降り、私は十一年ぶりに懐かしい古巣に足を踏み入れるのだった。










第三章　転生した罪悪の聖女、年齢逆転で年上になった皇帝陛下と邂逅する




　舞踏会場は終盤に向かい最高潮の盛り上がりを見せていた。

　俺は鬱屈とした思いで中央のダンスホールに背中を向け、扉の方へと足を踏みだす。すると、ベルフォードが目聡く気づいて声をかけてくる。

「陛下、どちらへ？」

　今年デビューするすべての令嬢とその親に祝いの言葉をかけ、面白くもない上辺だけの会話を交わした。女たちの中には俺とのファーストダンスを期待し、浅ましくも自分からねだってくる者すらいた。

　欲にギラギラと目を輝かせた女たちは、醜悪のひと言に尽きた。

「どこでもいいだろう。最低限の義務は果たしたのだ、少しくらい自由にさせろ」

　あからさまに色目を使い、媚を売ってくる女どもの相手が、思いのほか俺の精神を消耗させていた。苛立ちを隠しもせず、吐き捨てるように言い置いて会場を後にした。

　ベルフォードはヤレヤレとばかりに嘆息していたが、特にそれ以上口うるさく言ってくることはなかった。こんな状態の俺にはなにを言っても無駄だと、長年の経験で分かっているからだろう。まったくもって腹立たしいほど、よくできた側近だ。

　さんざめく舞踏会場を背に、等間隔の支柱に支えられたアーチ天井の廊下を足早に闊かっ歩ぽする。白大理石の床に長靴の音を響かせながらしばらく進んだところで、ふいに足を止め宙を仰いだ。

　ここの廊下の意匠は、神殿宮の中庭に面した回廊と同じ。アンジェリーナと多くの時間を過ごした、池に臨んだ気に入りのあの場所……。

　俺がアンジェリーナの死から一年後に前皇帝ガストンを討ち取り、新皇帝となって帝宮に舞い戻ってから十年。

　新政権となった我が国おいて、アンジェリーナは罪悪の聖女と呼ばれ、皇帝ガストンと共にデアラルンブール帝国の汚点として名を残す。

　聖女アンジェリーナの絶対防御を武器に、異常な戦争戦略で他国をのみ込み巨大化した前皇帝ガストンの時代の歪いびつな政治。それを体感してきた国民にとって、聖女や聖人の存在自体が嫌悪と反感の対象だった。

　現在、我が国には聖女も聖人もいない。聖女アンジェリーナは死に、神官長ライオネルは皇帝ガストンから管理責任を問われ、聖人の名を奪われて炭鉱送りとなり、それきりだ。神殿宮に仕えていた神官たちは、一部の者――国事に関わる神事の責任を担う祭事官として中央宮で再度採用された者――以外は解任されていた。だから神殿宮は、もう十年無人のまま。

　そしてその間、同じ敷地内にありながら俺が神殿宮に足を運んだことは一度もない。何度か行こうとして、そのたびになぜかストッパーがかかり足を止めていた。きっと、あそこは彼女との幸せな思い出があまりにも多すぎるのだ。

　束の間、アンジェリーナと過ごした宝物のような日々が脳裏に思い浮かぶ――。
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　アンジェの十六歳の誕生日。フェンが降らせるサクラソウのシャワーの下で、アンジェの笑顔が弾ける。

「なんて綺麗なの……！　最高のプレゼントだわ。ありがとう、フェン」

『ガゥ』

　僕も表面上笑っていたけれど、内心ではアンジェを笑顔にしたのが自分でないことが悔しかった。しかもフェンは聖獣のくせにずんぐりむっくりした見た目で、動きだって緩慢……というかほとんど寝転がってばかりのものぐさだ。

「……ねぇアンジェ、こんなことは言いたくないけど、フェンは花を降らせることしかできない。聖女の守りとしてはちょっと心こころ許もとないと思うんだ」

　面白くない感情を引きずっていた僕は、部屋に戻った後、フェンのいぬ間についこぼしてしまう。

「あら、花を降らせるだけだなんてとんでもない。フェンは私の心を癒やしてくれる、それはそれは頼もしいナイトなんだから」

　文机でサクラソウを押し花にしていたアンジェは、作業の手を止めないまま軽い調子で答えた。

　あれがナイトだって？

　耳にして、考えるより先に体が動いていた。

　アンジェは僕のことを弟のように思っているけど、僕にとってアンジェは姉なんかじゃない。

　苦しいくらいに愛いとしい、大切な女性だ。

「ちょっ!?　ディル？」

　彼女の背中から抱きついて、耳朶を掠めるように囁く。

「僕じゃダメ？」

　永世中立を謳うたっていた北のフリーデン国が、先の戦でこの国に吸収された。これで祖国のブローランス王国以来三年ぶり、五国目になる。度を越した戦争戦略は国内外からガストン政権への不満を噴出させていた。

「え？」

「こう見えて、僕はひと通り剣も使える。アンジェは僕が守るから。だからアンジェ、あなたのナイトには僕を選んで？」

　状況はかなり悪い。それこそ、いつアンジェの身に危険が及んでもおかしくないほどに。

　アンジェが身を捩よじり、後ろの僕を振り返る。

「ふふっ。いいわ、ディル。今日からあなたが私のナイトよ」

「命を懸けてお守りします。私の剣は生涯あなたのために」

　紡いだ言葉は、一生分の覚悟を乗せた僕の誠心。けれど、それに笑顔で頷くアンジェは、僕の誓いを子供の戯れと考えて、本気にしてはいないだろう。

「頼りにしています、私の騎士様」

　だけど、今はそれでいい。こうして彼女の腕に抱きしめてもらい、頭を撫でてもらえる至福の時間を手放す覚悟が、僕にはまだ持てないから。

　だから僕は、無邪気に弟の皮をかぶって彼女に微笑む。

　大好きなアンジェ、君を守るのは僕だ。たとえ敵と刺し違えたって、愛するあなたを守ってみせる。

　やわらかな抱擁を受けながら、僕はひとりひそかに決意を滲にじませた。
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　――意識が今に戻る。

　よみがえった幸福な記憶はほんの一瞬、俺の心を温かにし、次いで強烈な虚むなしさをもたらした。

　……アンジェリーナ、君のいない灰色の世界は息が詰まる。そして、ただただ虚しい。

　俺は緩く首を振り、行き先を政務室から北の軍務宮に変えた。そこで舞踏会用の豪ごう奢しゃな衣装を脱ぎ払うと、簡素なシャツとトラウザーズに着替え、マントを羽織り宵闇に紛れてひとり帝宮を後に――。

『ガウ』

　いつの間にか横を歩いていたフェンが、『お忍びで街に下りるなら、俺も付き合うぜ』とでも言うようにひと鳴きする。

「好きにしろ」

　チラリと見下ろし素っ気なく答えつつ、頭をワシャワシャと撫でてやる。フェンは気持ちよさそうに喉を鳴らしていた。

　思わず苦笑が浮かぶ。

　……まったく、本来尊い聖獣のくせにこいつも大概過保護だよな。

　手のひらから伝わるやわらかな感触が、空虚な心をほんの少しまろやかな感情で埋めてくれた。

　こうして月明りの下、俺たちは帝宮を後にした。
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　帝宮の馬ば繋けい場じょうで、馬車の出発を待ちながらイライザが激げっ昂こうしていた。

「こんなのってないわ！　お声がけの後、たったの二、三言で会話は終了。いざダンスが始まれば、お誘いにあがるより前に陛下は会場からいなくなってしまうし。ひどいわよ！」

　そう広くもない車内にイライザの金切り声が響き、耳に痛い。

　イライザは皇帝陛下に見向きもされなかったことを怒っているようだが、私に言わせればなにが『ひどい』のか分からない。

「まったくだ。誰とも踊らずに退座するなど、陛下はいったいなにを考えておられるのやら」

　常識的にも、下位の女性から男性をダンスに誘うのはマナー違反だ。それも相手は高位貴族どころか、皇帝陛下である。本来不敬極まりない行為だが、イライザと父は思い至らないらしい。

　レアモルド伯爵家は大丈夫なのかと頭が痛くなってきそうだけれど、見方を変えると、こんな当主を戴きながらここまで没落せずにやってこられていることが、むしろ奇跡なのかもしれない。

「ねぇ！　まだ進まないの!?」

　なかなか進まぬ車列に憤ったイライザが、車窓から顔を出して御者に怒鳴る。

　馬車は高位貴族から順次出していくため、伯爵家の中でも序列が下位の我が家は比較的後の方になるのだ。

「申し訳ありません。もうしばらくかかりそうです」

「もうっ！　むしゃくしゃするったら!!」

　御者の答えにイライザは怒りを爆発させ、持っていた扇を御者に向けて力任せに投げつける。

　嘘でしょう!?　なんてことを……！　扉側に座っていた私は咄嗟に扉を開け、半身を乗り出して御者に問う。

「大丈夫ですか？」

「あ、あぁ。平気だ」

　幸い扇が御者に命中することはなかったが、万が一当たり所が悪かったり、大きく逸れて馬に当たったりしたら大変なことになっていた。あまりに感情的で愚かな行動だ。

「よかった」

　安あん堵どしたのも束の間、背後からヌッと影がかかる。ビクンと肩を揺らして振り返ったら、悪鬼のごとき顔をしたイライザが私を睨みつけていた。

「あんた、なんなのよ！　そんな顔して私になんか文句でもあるの!?　ほんとムカつくっ！」

　怒りの矛先が私に向き、いきなりドカッとお腹なかを蹴られた。

「ぅぐっ!!」

　咄嗟のことで私は受け身も取れずに蹴り飛ばされ、不幸にも開け放ったままになっていた扉から転がるように地面に落ちてしまう。

　腹を蹴られた苦しさと体を地面に打ちつけた痛みで息が詰まる。加えて落ちた時に右足を捻ってしまったようで、すぐに身動きが取れない。

「ハッ！　いい気味ね！　……あら、前が動きだしているじゃないの。さっさと馬車を出して！」

　イライザは、砂まみれで地面に蹲り、立ち上がることもできずにいる私を嘲笑いながら御者に命じる。

　開いたままの扉も、私が馬車に乗り込むのを待たずに閉めてしまう。

　え？

「なにをグズグズしているの!?　サッサと出しなさい！」

　私を振り返り、躊躇している様子の御者を、イライザが叱しっ咤たする。

　御者はグッと唇を噛みしめ、私から顔を背けると、手もとの手綱を上下させ馬車を出発させた。

　……嘘!?　まさか、本気で私を置いていくつもりなの？

　車窓越しに父を見上げると、僅かにその瞳を揺らしたが、スッと私から視線を逸らしてしまう。結局父は、イライザをたしなめることもなければ、御者に指示して馬車を止めることもなかった。

　馬繋場に私をひとり置き去りに、そのまま馬車は走り去っていった。

　なんてことだ。

　さすがに信じられない思いだった。ひとまずほかの馬車の走行の邪魔にならぬよう、痛む体に鞭打って這はいずるように隅に場所を移る。

「いたっ！」

　やはり、右足は足首を捻っているようで、体重をかけるとひどく痛んだ。おそらく、これからもっと腫れと痛みが増す。

　たぶん、三時間も歩けば屋敷に着く。これは多少無理をしてでも、早く帰ってしまった方がいい。時間が経ち、痛みが悪化して歩けなくなってしまっては事だ。

　脳内で、すばやく屋敷までの最短ルートを弾き出す。

　馬車が往来する大通りだと遠回りになる。治安が悪くひとり歩きに若干不安はあるけれど、裏通りを行った方が近道ではあった。

　……どうしよう。

　よし！　しばしの逡しゅん巡じゅんの後、決断した。植え木を支えにして立ち上がり、右足をかばいながら帝宮の敷地を出る。

「仕方ないわ、背に腹は代えられないもの。それに物取りや暴漢なんて、そうそう出るものじゃない。だから、きっと大丈夫よ」

　曲がり角まで来たところで自分を鼓舞するようにつぶやいて、ひょこひょこと右足を引きずりながら、細い裏通りに向かって歩き始めた。




　一時間後。裏通りでふたりの無頼漢に壁際に追い込まれながら、私は自分の判断を盛大に後悔していた。

「いやっ！　離してっっ！」

　道を尋ねたいと声をかけられ、思わず足を止めてしまったのが悪かった。あっという間に強引に腕を掴まれ、建物と建物の間にできた狭い空間に引きずり込まれてしまったのだ。

「ぁあっ！」

　男のひとりに両手首をひとまとめに掴まれ、ドンッと壁に押しやられる。なんとか男を引き剥がそうと必死に身を捩るが、男は私の抵抗など歯牙にもかけない。それどころか、私の両足の間に膝を割り入れ、ますます体を密着させてくる。

「ヒッ!!」

　下腹に押しつけられた硬い感触に気づき、嫌悪でぞわりと肌が粟あわ立だつ。首筋にかかる男のハァハァと荒い息に、吐き気がした。

「へへっ。こいつぁ大当たりだ。ここいらじゃあ、とんと見ねえ別べっ嬪ぴんさんじゃねえか」

　男が両手首を拘束するのと反対の手で、侍女服の襟を乱暴に割り開く。ボタンがいくつか弾け飛び、真っ白なふたつの膨らみがまろび出る。

「い、いゃ――グッ!!」

「おぉっと、静かにしろ！」

　恐怖に引きつる喉であげかけた悲鳴は、乱暴に口に押しあてられたもうひとりの男の手のひらによって封じられた。

「そうそ。静かにしてりゃ、ちゃんと俺たちがいい思いさせてやっから。……へへっ、それにしてもあんた細っこいくせに案外いい乳してるじゃねえか」

　私の両手首を拘束している男が、下卑た笑いを浮かべながら、乳房へと手を伸ばす。

　っ、嫌だ!!

　押し寄せる極度の不快感。咄嗟に、絶対防御の文字が脳裏をよぎる。

　私は前世の記憶と絶対防御の能力を引き継いでいるが、ここまで誰にも悟られぬよう慎重にひた隠して過ごしてきた。今後もこの秘密を墓場まで持っていくつもりでいたのだが。

　……今だけ、絶対防御を使う!?

　絶対防御を発動すれば、男たちは私に指一本触れることができなくなる。

　っ、いいえ！　それだけは絶対にしてはダメ！

　それをすれば、私の能力が男たちに知られてしまう。加えて、感知能力を持っていた神官長のライオネルのような第三者に気づかれてしまうリスクもある。そんな危険は冒せない。

　なにより、絶対防御は悪しき力。今世ではなにがあっても使うまいと誓っていた。

　絶対防御の発動を思いとどまった。直後、片方の膨らみを乱暴に鷲掴みにされ、痛みに呻く。

　ぁうっ!!

「さあて。こっちはどんな具合かねぇ？」

　私の口を塞いでいる男が、侍女服のスカートをたくし上げ、太ふと腿ももを撫で上げる。

　嫌、嫌だ、嫌ぁっ!!　耐えがたいほどの不快感と憎悪に襲われて、狂ったようにブンブンと顔を振る。しかし、それ以上の力で唇ごと顎を握り込まれて、押さえ込まれてしまう。

　ギシリと骨が軋み、頬に指が食い込んで痛んだ。痛みと男たちに好き勝手される悔しさに、固く瞑つむった目の端に涙が滲む。

　そうしてついに、太腿を這っていた男の手が――。

「な、なんだっ!?」

　男がギョッとしたように叫び、私の肌をまさぐっていた手が不自然に止まる。

　……なに？　いったいなにが起こったの？

　薄く瞼まぶたを開くと、空から純白の雪片のようなものがひらひらと舞い落ちているのが視界に映る。

　目にした瞬間、ドクンと鼓動が大きく跳ねる。

　一見すれば雪のように見えるそれ――。

「雪……いや、花ぁあ!?」

　かざした手で触れて初めて舞い落ちる物の正体に気づいたのだろう。男のひとりが素っ頓狂に叫んでいた。

　なぜ……？　どうして、今この場にこれが降ってくるの？　だって、これはフェンの――。

「そこまでだ！」

　男性の鋭い声が響き、直後に拘束がフッと緩んだのを感じた。

「なんだテメ……っ、ぅわぁあ!!」

「ァグッ!!」

　立て続けに男たちの呻き声があがり、なにかが地面に叩きつけられるような鈍い音がする。辺りに馴染みのない鉄のようなにおいが漂った。

　男性は腰から剣を抜くといったん足もとに置き、剣帯を外す。革製のそれを持ってすっかり伸びている男たちのもとへ行き、背中合わせにしたふたりの両手を容赦なく縛り上げる。

　……私、助かったのね？

　安心したら体から力が抜け、ズルズルと壁伝いにへたり込む。

　――カツン。

　長靴の先が視界に割り込み、頭上から影が落ちた。次いで、肩にふわりとマントをかけられる。

　マントからは、どこか懐かしい若木のような香りがした。えっ!?　これって……！

「大事はないか？」

　ギシギシと軋むような動きで首を上に巡らせる。

　月明かりを受けてさえざえと輝くエメラルドブルーの双そう眸ぼうが目に飛び込んだ。

　……嘘。

　その瞬間、私は瞬まばたきも、息を吸うことすら忘れて彼に見入った。

　あぁっ、ディル――っ!!

　大好きだった至高の宝石。それが今、寸分の陰りもなく当時のままの輝きでそこにあった。

　十一年ぶりの邂かい逅こうに心臓が破裂しそうな音を立て、体温が一気に上がる。目頭には熱い物が込み上げ、狂おしく胸が締めつけられた。

　私の目の前にいるディルは、当時の面影をそのままに精悍な青年へと成長を遂げていた。

　……あぁ、なんて立派になったの！

　当時は声変わりも迎えておらず少女のようだったが、見違えるような体格になっていた。二メートルに届きそうな長身で、その体躯は着衣越しにも鍛えられているのが瞭然だった。爽やかな黒の短髪に秀でた額、スッと通った鼻び梁りょうに少し薄い形のいい唇。なにより、切れ長の美しいエメラルドブルーの目。大人の落ち着きを備えた、完璧な美貌がそこにあった。

　ただ、その表情にどこか陰を感じてしまうのは気のせいか。圧倒的強者のオーラを放ち、こんなに存在感のある姿なのに、なぜか生気が希薄に見えた。

　なかなか答えぬ私になにを思ったか、ディルは眉間に皺を寄せ、怪訝そうに口を開いた。

「立てないのか？　どこを痛めている？」

「え？」

　問われて初めて、自分が地面にへたり込んだままでいることに気づく。

「すみません！　大丈夫です、立てます……っ!!」

　慌てて立ち上がろうとするも、右足に体重をかけた瞬間痛みが走り、僅かに浮いた尻が再び地面に戻ってしまう。

「無理をするな」

　声と同時、背中と膝裏に腕が回されたと思ったら、ふわりと体が宙に浮き上がる。

「きゃっ！」

　突然の浮遊感に驚き、すがるものを求めて両手を伸ばす。意図せず彼の胸に顔をうずめ、肩にしがみつくような格好になる。

　……あ。

　私のものとは違う、筋肉質で逞たくましい感触にカァッと頬が熱くなる。男性に横抱きにされるなど初めてのこと。恥ずかしさに耐えかねて手を離そうとしたら、グッと抱き込む腕を強くされた。

「落とす気はないが、そのままつかまっているといい」

「っ、はい」

　私と視線が合ってもディルに動揺はない。アンジェリーナではないのだから当然といえば当然だが、ディルは私のことに気づいていないのだ。

　けれど、彼の私に対する対応は初対面と思えば驚くほどに手厚い。襲われていたところを助けた責任感からなのか。同情心か。はたまた彼の性格的なところなのか。

　今ではディルは押しも押されもせぬ皇帝陛下だ。行きずりの女に安易に手を差し伸べるような身分ではないだろうに。

　ひどく落ち着かない思いがした。

「ひとまず足の治療ができるところへ移動しよう」

　吐息が掠める近さで聞く耳に心地いいバリトンに、ドキドキが加速する。

　ディルは人ひとり抱えているとは思えない軽い足取りで歩きだす。

「お世話をかけてしまい、すみません」

「なに、ここまで関わったからには放ってはおけん。それに、そなたを置き去りにする方が寝覚めが悪い」

　彼の腕の中で恐縮しながら頭を下げたら、あっさり「気にするな」と返される。

　……今も、変わらず優しいのね。

　精悍な横顔も背中を支える硬く大きな手もたしかにディルなのだが、私の知るディルとは違う大人の男性のそれで……意識すればするほど羞恥で身の置き所がない。

　ドクン、ドクンと駆け足で脈が打つ。男たちに襲われた恐怖とは違う緊張と興奮で胸が苦しいほどだった。

　その時、後ろからトトトトッと軽快な足音がして。

《そうそ、そのままおとなしく抱かれとけ。怖い目に遭った女を置き去りにするような男には育てちゃいないぜ》

　脳裏に直接響いてきたのは、十一年ぶりに聞く懐かしい半身――フェンの声!!

　横抱きにされたまま、僅かに身を捩って足もとに目線を向ける。ディルの腰のあたりまである真っ白な巨体を目にした瞬間、涙がこぼれそうになる。

　前よりも毛が短くなり、すっかりシャープな印象になったけれど、私を見上げてにんまりと笑うちょっぴり人間くさい仕草は当時のまんま。

（あぁ！　会いたかったわ、フェン！　それにしても、ずいぶん凛り々りしくなっちゃって。驚いたわ）

　空から雪の結晶のような花――サクラソウを降らせたのはフェンだ。あれは聖獣のフェンだけがなせる御業。フェンはいつでもサクラソウの花を降らせることができるのだが、その腰は重く、よっぽど気分がのった時やなにか必要に迫られた場面でしか見せてもらえない私にとって〝特別〟なものだった。

　宵闇に月明かりを受けて輝くそれを見て、私はその存在を予見した。けれど、いざ十一年ぶりに声を聞き、姿を見ると、特別な感懐が込み上げてくる。

《よっ、久しぶりだな。今はこいつの愛犬の姿を取っていてな。最初は馴染まなかったが、慣れればこの毛型もそう悪いものじゃない》

　再会に目頭を熱くする私とは対照的に、フェンはどこまでも平常運転。いかにもフェンらしい軽い調子の念話が、懐かしいやら、嬉しいやら。

　本音を言えば、私はまたフェンに会えるとは思っていなかった。フェンは聖女の対となる存在。生前のアンジェリーナの願いを聞き入れてディルを守ってくれるにしても、それは一時的なものだと思っていたのだ。

　アンジェリーナ亡き後、まさか十一年間も付き従ってくれていただなんて思わなかった。

　ゆらゆらと尻尾を揺らしながらディルに並ぶように歩く姿は堂に入っている。しかも口には、ディルが男たちを拘束する際、地面に置いたはずの長剣がしっかりと銜くわえられていて。

　その姿は孤高の聖獣というより、まさにディルの忠犬といったところだ。

（ふふっ、とっても素敵よ。自信を持って。それからさっきのお花、フェンがやってくれたのね。あなたに助けられたわ）

《なに、実際にお前を助けたのはディルハイドだ。我はあれで男どもの気を逸らすのがせいぜいだ》

（そんなのは関係ない。ありがとう、フェン）

《ま、無事でなによりだ。で、どうだ？　ディルハイドの奴は、なかなかいい男になったろう？》

　まるで我が子でも披露するみたいな口ぶりに少し面食らう。私不在の中でディルとフェンが築いた十一年間の絆きずなが垣間見え、嬉しくも少し切ないような、なんとも言えない思いがした。

（ええ、とても立派な青年になった。それもこれも、あなたのおかげね。本当言うとね、私はてっきりあなたはもう消えてしまっているものだと思っていたの。だけど、こうして十一年間ずっとディルをそばで見守ってくれていたのね）

《ははっ、そうそう消えるかよ。それに、約束したからな》

（……フェン）

　相変わらず軽い調子で返されたが、フェンの十一年に及ぶ誠心と献身に頭が下がる。

　ジンと胸が詰まり、瞳にうるうると膜を張っていたそれがついに珠を結んで眦まなじりからこぼれた。

「お、おい!?　泣くほど怪我が痛むのか？」

「っ、いえ！　そういうわけでは……！」

　私の涙を認めたディルにギョッとしたように問われ、慌てて首を横に振る。

「それならいいが……ああ、もしかしてこいつに怯えているのか？　大丈夫だ、こいつはでかいし阿呆面だが利口なんだ。君を噛んだりはしない」

　勘違いしたディルがすかさずフォローすれば、フェンが不満げに唸り、ディルの太腿にペチコンッと尻尾をぶつける。

『グルル《ぬかせっ》』

「アイテッ」

　まぁっ！

　十一年前と同じ……いや、当時よりさらに打ち解けたふたりの様子に、私は自然と頬を緩めるのだった。










第四章　転生した罪悪の聖女、皇帝陛下の凍りついた心を解かす




　お忍びの最中、強ごう姦かん未遂の制裁をしたのはほんの偶然。

　特段行く当てもなく、人目につかぬ裏通りを歩いていた時にたまたま目にし、見て見ぬふりをすることもできず助けに入った。ところが被害者――後にルーシーと名乗った少女をひと目見た瞬間、圧倒的な思慕が胸に湧き上がった。

　傷ついた彼女を救いたい。俺がこの手で守ってやりたい。そんな思いが奔流のようにあふれてくる。

　初対面の相手に抱くにはあまりに不可解な感情だと、自分でも理解していた。冷静になれと、理性の部分が警鐘を鳴らしている。それでも、無性に気になって仕方ない。

　この激情はかつて、アンジェリーナに対して抱いたものに似ていた。

　……馬鹿な。俺の一生に一度の恋は、十一年前のアンジェリーナの死と共に幕を下ろしたのだ。だからそう、この少女に感じているのは単なる同情。不幸に見舞われた彼女への憐れん憫びんの情を拗こじらせているだけだ。

　これは単に傷ついた少女の保護。人助けだ。そう、自分自身に言い聞かせた。

　人助けだと割り切った後の決断は早かった。俺は彼女に己の身分を明かし、帝宮に伴うことに決めた。躊躇はなかった。

　フェンは、俺の一挙手一投足を観察するみたいにジーッと見つめていた。聖獣の心の内を読み解くことなどできないが、その目はかつてないほど楽しげで。きっと俺の心の葛藤も逡巡も、フェンには全部お見通しに違いない。

　余裕たっぷりなその態度を少し恨めしく思いながら、ルーシーを丁寧に抱き上げて裏通りを出た。

　指笛で愛馬を呼び、ルーシーを俺の前に座らせて相乗りする。まずは屯所に立ち寄り、捕縛した暴漢らに対処するよう取締官らに指示する。既知の屯所長は俺に気づいて目を丸くしていたが、事を大きくせぬよう口止めしておいたから問題はないだろう。

　そこでルーシーの足の手当てを行い、ひとり裏通りを歩くに至ったおおよその事情も聞いた。ルーシーはずいぶんとお茶を濁していたが、到底家には帰せないと思わせるには十分だった。

　屯所を出ると、真っ直ぐに帝宮を目指した。

　帝宮に帰り着くや馬を下り、彼女を腕に抱いて迷わず今は無人の西の宮――神殿宮へと足を向ける。腕にかかる重みとまろやかな温もりを心地よく感じながら正面玄関を入り、回廊を進む。

　十一年間、幾度も足を運ぼうとしてそのたびに入るのを躊躇したかつての居住。その中を、今はなんの迷いもなく歩いていた。

　この場所を十一年ぶりに訪れた事実より、腕の中の少女の今後について考える方が俺にとって重要だった。俺の頭の中は、ルーシーのことでいっぱいだ。

　彼女を見ていると、胸の奥の深いところが切なく疼うずき涙が出そうになる。俺がこんな感情になるのはきっと、彼女の瞳のせい。間近に見るルーシーの瞳は、あまりにアンジェリーナのそれと似ている。

　俺の目の前で現の光を永遠に失ったすみれ色の宝石。それが今、手を伸ばせば届く場所で生きた輝きを放っている。

　だからそう、俺は錯覚してしまうんだ。まるでアンジェリーナのすみれ色の瞳が俺を映しているかのような、そんな幸せな錯覚を――。

　その時。俺の腕の中から神殿宮の内部をキョロキョロと見回していたルーシーが、困惑しきりの様子で口を開いた。

「あの、陛下。私などがこんな立派な宮に身を寄せるなど……本当によろしいのでしょうか？」

　彼女から『陛下』と呼ばれることに、一瞬違和感を覚える。

　彼女が敬称で俺を呼ぶのはけっしておかしいことではないのだが、なぜかしっくりこない。

　たとえばそう、『ディル』と愛称で呼ばれたなら……いや、俺はいったいなにを考えているんだ。それはアンジェリーナだけに許した呼び名。初対面の少女相手にどうかしている。

『ガウ《いいに決まってんだろー。遠慮すんなよ》』

　俺が答えるより先に、横を歩いていたフェンが尻尾を振りながら吠える。

　なんと言っているか子細までは分からないが、声の調子から明らかにルーシーを歓迎しているのが丸分かり。アンジェリーナを除けば俺にしか懐かないフェンがこんな反応を示すのは初めてのことで、意外に思う。

「気にするな。事情を聞き、俺が家には戻せないと判断した。誰にも文句は言わせん。怪我が治るまでここで養生するんだ。さぁ、この部屋を使うといい」

　彼女を通したのは、アンジェリーナの隣室。かつて俺が使っていた部屋だ。

　客室でもよかったのだが、気づいた時にはこちらに足が向いていた。隣合う二室に迫った時、一瞬だけどちらの扉に手をかけようか迷った。とはいえ、さすがにアンジェリーナの部屋を見ず知らずの少女に使わせるのはどうかと考え、こういう結果になった。

「……まぁ、綺麗になっているのね」

　手入れされた室内を見て、ルーシーが小さく漏らす。その声にどこか郷愁のような響きを感じ、少し不思議に思った。

「今は無人だが、定期的に換気と掃除はさせているからな。それから、部屋にある物はなんでも使ってもらってかまわない。必要最低限の物は揃っているはずだ」

「本当に、なにからなにまでありがとうございます」

　俺はルーシーを長椅子に下ろし、改めて彼女を見る。

　容姿の美醜について言及するのは無粋と思いつつも、目の前の少女は息をのむような文句のつけ所のない美貌だった。

　飾り気なく後ろで結い上げていても、銀糸を紡いだような艶やかな髪の美しさは隠せていない。細面の整った目鼻立ち、肌は新雪のような白さで、今は俺のマントにすっぽりくるまっている肢体は柳のようにしなやかでスラリとしていた。透き通るような佇まいは、まるで月の女神のよう。

　そして長い銀色の睫まつ毛げに縁どられた瞳はこの国ではあまり見ない珍しいすみれ色。アンジェリーナと同じ色だ。

　ただし、瞳の色が同じでも、アンジェリーナとルーシーでは与える印象がまるで違う。どちらも美人という点では共通だが、太陽のように快活で天真爛漫だったアンジェリーナを〝動〟とすれば、ルーシーはまさにさえざえとした月光のごとき〝静〟。その見た目から受ける印象が、ふたりは対照的だった。

　それなのに、なぜかアンジェリーナを彷ほう彿ふつとさせる……。無性に胸を疼かせる。目が離せなくなる。

「あの？　どうかなさいましたか」

　ついジッと見すぎてしまったようで、ルーシーが怪訝そうに首を傾げる。

「あぁ、すまん。白状すると、君は俺の大切な女性に少し似ているんだ。ぶしつけに眺めてしまい、悪かった」

　……そう、これ以上なく大切な人だった。一方で素性を隠していた後ろめたさもあって、本来なら恋人の立場など望むべくもなかった。それでも望まずにはいられなくて、いろいろと思案した。

　もともと、俺が神殿宮に支援者の伝手で下働きとして潜入したのは、祖国を滅亡に追いやった敵・アンジェリーナの暗殺計画遂行のためだった。それなのに俺はアンジェリーナに狂おしいほどの恋をした。

　恋い慕う彼女を手にかけるなどできるわけがないと早々に悟り、なんとか彼女をここから連れ出し、どこか遠い場所でふたりで暮らせないかと本気で考えた。俺が側仕えとなりアンジェリーナの近くに侍はべっていると知った支援者から「早く殺せ」と、突き上げが日に日に強まって気が急いていた。

　だが、当時俺はまだ十三歳。幼く力ない俺が彼女を連れ出す計画を実行するのは容易ではなく。なんとか打開を探っている最中の、あの悲劇だった。

「……大切な女性」

　ルーシーがポツリとつぶやく。その声に寂しさとも悲しみともつかない感情の片へん鱗りんが見えた気がして、怪訝に思って問いかける。

「ルーシー？」

「あの。陛下のお気持ちはとても嬉しく思うのですが、やはり私がここでお世話になるわけにはまいりません」

　一拍の間を置いて、ルーシーが遠慮がちに、しかしキッパリと主張する。一度は了承したはずの滞在を、ここにきて撤回しようとするのはなぜなのか。

「どうして急にそんなことを言う？」

「万が一にも、陛下が不実と思われてしまっては大変です。お相手の女性が大切な方ならなおさら、陛下ご自身のためにも誤解を招く行動はしないのがよろしいかと」

　少し困ったように告げられて、彼女の先ほどの言動の真意に気づく。

「待て、それこそ誤解だ。俺にそんな人は……」

　慌てて「そんな人はいない」と否定しかけ、ハッとして言いよどむ。

　馬鹿な！　実存しなくとも、俺にとってアンジェリーナは今もこれからも大切なただ唯一だ。それなのに俺はなぜ、初対面のルーシー相手にこうも必死に取り繕おうとしている!?

　自分の取ろうとした行動に愕がく然ぜんとした。

「いや。とにかく、君が余計な気を回す必要はない。俺が君をここに置くと決め、君も一度はそれを了承した。覆すことは許さん。このままここにいてくれ」

「……はい」

　内心の動揺を隠し、強めに伝えれば、彼女は不承不承に頷いた。

　おそらく、俺は少し疲れているのだ。今朝はベルフォードの小言から始まり、日中は分単位で政務をこなした。そうして夜はデビュタントで面白くもない会話に終始し、そこから思いがけずルーシーを助け……。だからそう、蓄積した疲労で少しばかり思考がおかしくなっていたのだろう。

　けっして、俺の中のアンジェリーナの存在が、ルーシーの登場によって薄らいでいるわけではないのだ。そう自分自身を納得させた。

「身の回りの細かな品は明日以降用意する。今日のところは、ある物で間に合わせておいてくれ。まずはゆっくり体を休めることだ」

「ありがとうございます。お言葉に甘えさせていただきます」

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　少しぎこちない空気のまま彼女との会話を終え、俺はかつての自室を後にする。フェンは俺をチラリと一瞥したが、なぜかついてくる様子がない。

　まさか初対面の少女とここに残る気か？

　怪訝に思いつつ、特段とがめることでもないのでフェンを部屋に残したまま、ひとりで中央宮に戻ることにした。……どんな気まぐれか知らないが珍しいこともあるものだ。




　あれから一週間が経った。

　俺は、いまだおかしい状態を引きずっていた。いや、正確には昨日の一件でいっそう拍車がかかったと言っていい。

　この一週間、預かった責任感もあり、二日に一回は彼女のもとを訪ねていた。昨日も空いた時間に様子を見に行って、部屋にいた彼女と話をした。

　雑談の中で気が緩んだのか、彼女は実父のレアモルド伯爵にここにいることが知られたらどうなるかわからないと不安を漏らした。その時の彼女の横顔に、かつて『家族も友人もおらず、いつもひとりで寂しい』と弱音をこぼしたアンジェリーナの姿がそっくり重なって見え、思わず息をのんだ。

　不思議なくらい、ルーシーはアンジェリーナを彷彿とさせる。そして俺の胸に、アンジェリーナに恋するきっかけになった『守ってやりたい』という思いを芽吹かせる。

　昨日のあの瞬間、ふたりの面影だけでなく、それを見つめる俺の『守ってやりたい』という感情までが当時とピッタリ、リンクしていた。

　俺はこの一週間、就寝前や僅かな休憩時間、気づけば彼女のことを考えていた。それが今日は、政務や式典の最中でも、ふとした瞬間にルーシーのことが頭をよぎってしまい、取り繕うのに苦心した。集中力を欠く俺を、ベルフォードが呆れたような眼差しで見つめていた。

　そのベルフォードは、俺が「すみれ色の瞳がアンジェリーナを思わせる」と告げたこともあり、真っ先にハニートラップを疑って徹底的に彼女の身辺を洗っていた。

　もちろん彼女の申告に嘘はなく、早々にベルフォードの抱いた疑惑は晴れたわけだが。それが今度はなにを血迷ったか、彼女を妃きさきにしてはどうかと推してくるようになった。

　いつも食えない笑みを浮かべているベルフォードが、真顔で『よもや死んだ女に一生操を捧げるおつもりですか』と言ってきた時には憤慨し、思わず手が出てしまっていた。奴が持ち前の瞬発力でよけてくれたのには、正直ホッとした。

　アンジェリーナと過ごした濃密な一年間。十三歳の俺がその中で育んだ愛は、彼女の死後も一瞬たりとかすんだことはなかった。

　それを初めて会った女性が塗り替えてしまうなど、けっしてあってはならぬこと。

　俺の生涯の愛はアンジェリーナに捧げている。

　彼女を愛した当時の想いを穢けがしたくない。俺にはアンジェリーナだけでいい。

「……あぁ、アンジェに会いたいな」

　意図せず、口を突いて出た本音。

　時間というのは残酷で、俺の胸の中の想いの温度は変わらないのに、年月が愛しい人の面影を少しずつ朧おぼろにしてゆく。もしルーシーの存在がそれを加速させてしまうなら、俺にとって恐怖以外のなにものでもなく。

　本心ではルーシーに惹かれつつある自覚がある。だが、俺がこの感情を受け入れることはあり得ない。

　俺が逝く時は、アンジェリーナを愛した心を持ったままで。そう決めているから。




　一夜明けて翌日。

　彼女の身の回りの手伝いをしてもらえないかとずっと打診していた女性から了承の返事を得た。それを伝えるべく神殿宮を訪ねた。

　この日もルーシーの姿は部屋にあった。一週間が経つが、いまだ彼女の足首の腫れは引かず、少し引きずるように歩く。俺は扉まで出迎えてくれた彼女を長椅子に座るように促し、向かいに立ったまま事の次第を話しだす。

「――そういうわけで、君の身の回りの手伝いをする女性が来てくれることになった。マーサという五十がらみの女性で、とても朗らかな性格をしている。きっと君とうまくやれる。明あ日す明後日あさって中には着くはずだ」

「そんな。手伝いの女性をつけていただくなんてとんでもない。私には明らかに分不相応です」

　彼女はとても驚いた様子で首を横に振り、遠慮を口にした。

「いや、君は足の調子があまり芳しくない。無理はダメだ。身の回りの世話をする人手はあった方がいい。安静に過ごせば、その分治りも早いだろう」

「……ですが」

　俺が足の怪我を引き合いに出したら、ルーシーは顎に指をあて、困ったように視線をさまよわせた。

　その様子を見るともなしに眺めながら、ふいに彼女の顔色がいつもより悪いことに気づく。さらによくよく見てみれば、その額には脂汗が滲み、口もとにあてた指先は小刻みに震えているではないか。

「ルーシー!?　ずいぶんと顔色が……っ、おい！　大丈夫かっ!?」

　俺が慌てて腕を伸ばすのとほぼ同時、前方に大きくかしいだ彼女の体がドサリと倒れ込んできた。

　胸に抱き留めた体の熱さにハッとする。

「……これは、ひどい熱だ！」

　すぐに抱き上げて、長椅子の足もとでおとなしく丸まっていたフェンに声をかける。

「フェン。俺は医官を呼びに行ってくる。彼女についていてやってくれ」

『ガウ！』

　フェンが『任せろ！』とばかりに鳴く。

　俺は手早く彼女を寝台に移動させると、医官を呼びに中央宮に走った。




◇◇◇




　ディルの腕の中で意識を失った後、私は数日間高熱にうなされた。

　発熱した原因は、きっと複合的なもの。いまだ完治にほど遠い足の怪我、レアモルド伯爵家での蓄積されたストレスとディルに安全な場所に匿われた気の緩みもあるだろう。加えてこの一週間、想像以上に好意的なディルの態度に、よくも悪くも私の心は乱されて……。

　ディルは多忙の中、一日置きに訪ねてきては、女性が好む日用品や小物の類いを増やしていった。そして毎回、どんなに止めても手ずから足の湿布を新しい物に替え、包帯を巻き直すのを譲らない。それが皇帝陛下の普通でないことくらい、私にだって分かる。

　だけど、それを行うディルの気持ちは測れない。偶然助けただけの見も知らぬ私に、なぜこんなに親切にしてくれるのか。

　ディルは前世で誰より大切に思っていた弟分だ。その彼が素敵な男性に成長して、生まれ変わった今の私を逞しい背中にかばい、すべての脅威から守ろうとしてくれる。しかもそのやり方は、大人の男性らしい強引さとスマートさが絶妙に同居していて、どんなに平静を意識したって勝手に頬は熱を帯び、胸が高鳴った。

　私の人生において誰かからこんなに過保護に甘やかされたことはなく、それがくすぐったくも嬉しくて。しかし同時に、優しくされればされるほど苦しい思いも込み上げる。

　……そもそも私には、ディルにこんなに親切にしてもらう資格がない。

　私はディルが殺したいほど憎んでいた人間だ。前世の悪行に言い訳の余地はなく、見た目は違えど、本来、彼の前にうかうか姿をさらしていい立場ではない。

　しかも彼は、大切な女性がいると言っていた。

　私の望みはディルが笑顔でいてくれること。だけど私の存在は、彼を不幸にしかしない。ならばせめて、彼が大切な人と微笑んで人生を歩めるように祈り、一刻も早くここを去るべきなのだ。

　……それなのに、ディルの隣はあまりに居心地がよくて。浅ましい私は踏ん切りをつけられず、今もこの場所で彼の厚意に甘えたまま。

　卑しい煩悩と理性のせめぎ合い。そんな状況に、心より先にもともと弱っていた体が高熱という形で悲鳴をあげた。

　熱で朦もう朧ろうとした状態の中、私は懐かしい夢を見ていた――。




　とても寒い冬の日の夜。湯あみも寝支度もすべて済ませた就寝間際、暖炉に薪まきをくべるディルの背中を寝台の上から眺めていた。

『これでひと晩、大丈夫だと思う』

　作業を終えたディルが振り返る。

『ありがとう。夜の時間に呼んじゃってごめんね』

『なに言ってるの。ヘンな遠慮なんかしてないで、いつでも呼んでよ。それじゃあ、僕はこれで下がらせて――』

『待って』

　部屋を辞そうとするディルに、咄嗟に待ったをかけた。

『どうかした？』

　ディルが小首を傾げる。

『ねぇ、一緒に寝ない？』

　私は半身を起こすと潜り込んでいた掛布をめくり、ポンポンと叩いて少し空いた隣のスペースを示す。

『ハァッ!?』

　ディルが素っ頓狂な叫びをあげた。

『だって今夜はあまりにも寒いわ』

『な、なっ!?　年頃の娘が男を同じ布団に誘うなんて、どうかしてる！』

『なにを言っているの？　男といったって、相手はディルじゃないの』

　私の言葉に、なぜかディルはグッと唇を噛みしめた。

『それにほら、こっち側にはフェンだっているのよ。みんなで一緒に寝た方が絶対に温かいわ』

　私の部屋の大きな寝台は、ふたりと一匹だって余裕で寝られる広さなのだ。私はさらに掛布をめくり上げ、ディルに寝台の奥で丸まる真っ白なもふもふの背中を見せる。

　すでにうとうとしかけていたフェンは、煩わしそうに尻尾をひと振りした。

『ね？　お願いディル。それにほら、早くしないとお布団の中の熱が逃げちゃうわ？』

『……っ、分かったよ』

　私が体をブルリと震わせる真似をしてみせれば、ディルは覚悟を決めた様子でこちらに足を踏み出した。

『やった、そうこなくっちゃ』

『もう、アンジェには負けるよ』

　ディルが諦あきらめたようにため息をつき、寝台に乗り上がる。私はディルが寝ころぶとピタリと体を寄り添わせて、掛布を引き上げた。

『ふふっ、あったかい！　おやすみなさい、ディル』

『っ！　……おやすみ、アンジェ』

　ディルは一瞬体を強こわ張ばらせ、僅かに私との間に隙間をつくる。少しもぞもぞしていたけれど、やっと体の位置が定まったようで、そのまましばらくするとスゥスゥと寝息を立て始めた。

　……もふもふのフェンは文句なしにぬくぬくだけど、ディルも私よりも体温が高くてあったかいのよね。子供だからかしら？　それに、こうしてディルに引っついているとなんだか落ち着くわ。

　ディルが眠っているのをいいことに腕にキュッと抱きつく。

『ふふっ。あったかくって幸せ。ディル、これからもずっと一緒にいてね……ぐぅ』

　小さく囁いて、そのままディルの後を追うように眠りについた。




　――ふわり、ふわり。

　心地いい微睡まどろみの世界を揺蕩たゆたっていると、誰かが私の頭を撫でた。その手は優しく髪を梳き、耳にかけてくれる。

　……もう、ディルったら先に起きちゃったのね。

　そう、これは温かくて幸せな夢。まだ醒めないでほしい。

　私はやけに重く自由が利きにくい腕をなんとか持ち上げ、ディルの手をキュッと握る。

　あら？　ディルの手はこんなに大きくて骨ばっていたかしら。

　微かすかな疑問がよぎったが、すぐに流されてしまう。

「……ん。ディル、まだ早いわよ。もう少し、寝ていましょ」

　声にした瞬間、彼の手が異様なほどビクンと跳ねた。

　彼を安心させるように、私はさらに言葉を続ける。

「どうしたの？　大丈夫よ。私、なにかで読んだの。子供はね、寝ることで育つんですって。さぁ、ひと眠りしましょ……ほおら、ディル。ちゃんとくっついて？」

　固まったまま動こうとしないディルの手をクイッと引いて、寝台に引き入れる。ディルは逆らわずに、なされるがまま私の隣に横たわった。

　その時、ディルの香りがふわりと鼻腔を掠める。芽吹きを迎えた若木のような爽やかなその香りが、私は前から大好きだった。嗅いでいるとどこか懐かしくてホッとする。

　ディルの香りと触れ合う肌の温もりに、圧倒的な安心感を覚えた。なにより、私をすっぽりと包み込んでしまう広く逞しい胸は安らぎに満ちていて……逞しい？

「ん、あれ……？」

　しかし人肌の心地よさの前ではどうでもよくなってしまう。

　……あぁ、温かくて気持ちいい。それに、なんだかすごく眠……。

　私はここで僅かにあった現の感覚も完全に手放し、ただただ心地いい眠りの世界に沈み込んだのだった。




　私の熱が引いたのは五日後のことだった。

　その日は熱でぼんやりしていたこれまでが嘘のように、寝覚めから頭がスッキリしていた。

《お、もうすっかりいいのか？》

　寝台の下で毛繕いしていたフェンが、起き上がった私に気づいて念話で話しかけてきた。

「ええ。あなたにも心配かけちゃったわね、フェン」

《なーに。こうして元気になったんだ。いいってことよ》

　フェンは飄ひょう々ひょうと答え、また気ままに毛繕いをし始めた。十一年の空白をまるで感じさせない、自然体でフランクな態度がいかにもフェンらしく、心がほっこりと和んだ。

　五日前に倒れた後のことは少し記憶が曖昧だけれど、年嵩の女性が着替えや清拭、右足の湿布の交換などかいがいしく世話してくれていたのを覚えている。きっと彼女が、ディルが私のために手配してくれていたマーサさんだろう。

　そして枕辺にディルの気配があるのもたびたび感じていた。多忙だろうに、連日政務の合間を縫って訪れてくれていたようだ。ありがたいやら申し訳ないやら。

　……いずれにせよ、ずいぶん迷惑をかけてしまった。まずは、きちんとお礼を伝えないと。

　寝台から立ち上がり、寝衣からチェストに用意されていた服に着替えだす。

　マーサさんの丁寧な手当てのおかげだろう。右足で床を踏んでも僅かな違和感があるだけで痛みはない。目で見ても、湿布と包帯越しの足首に腫れなどはなく、ほとんど元通りだった。

　着替えが済むと手櫛で髪を整え、簡単に身支度を終えて、もう一度寝台の端に腰かける。ちょうどひと息ついたところで、部屋の扉が叩かれた。

「はい、どうぞ」

　私が返事した直後、扉が開く。

「起きていたのか」

　扉から顔を覗かせたのは、ディルだった。なぜか彼の腕には、見たこともないほど大きな花束が抱えられていた。

　目にした瞬間、私はバッと寝台から立ち上がり、頭を直角に下げて迷惑をかけた謝罪と感謝を伝える。

「これは、皇帝陛下。おはようございます。このたびは、すっかりご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ありませんでした。本当に、なんとお礼申し上げたらいいか」

　ディルからの反応はなかなか返ってこない。

　怪訝に思っていると、かなり長い間を置いてディルが低くつぶやく。

「……覚えていないのか」

「え？」

　どういう意味か掴みかね、思わず顔を上げてディルをうかがう。

「いや、なんでもない」

　ディルは一瞬考えるような素振りを見せたが、すぐに取り繕うように微笑んだ。

「ルーシー、体調の方はどうだ？　もう横になっていなくて大丈夫なのか？」

　柔和に問われ、恐縮しきりで答える。

「おかげさまで、すっかりよくなりました。頭痛や怠だるさもありません」

　ディルはひとつ頷き、大きく一歩踏み出して私との距離を近くする。持っていた花束を片手に持ち替え、腰を屈めたかと思うと――。

「……どれ？」

　え？　額と額がコツンとぶつかる。形のいい眉、半分伏せた睫毛から覗くエメラルドブルーの瞳、高い鼻梁と形のいい唇も、驚くくらいすぐそばにあった。

　嘘。なにが起こっているの？

　そうこうしているうちに、触れ合っていた彼の額がスッと離れていく。

「ああ、たしかに熱は下がったようだな。よかった」

　白い歯をこぼし無邪気な笑みを浮かべるディルを、私は呆ほうけたように見上げていた。

　十三歳のディルならまだしも、目の前のディルは二十四歳の立派な青年だ。しかも賢帝との呼び声高い、今の私にとっては雲の上のような存在で。

　その彼にこんなに打ち解けた態度で接してもらっていることに、戸惑いが隠せない。

　私の動揺を知ってか知らずか、ディルはなおも続ける。

「だが、君は丸五日も寝込んでいたんだ。無理はせず、ゆっくり行動範囲を広げていかなくてはダメだ。今日のところは、念のため寝台で横になっていてくれ。一応、後で医官もよこす。ベッドから出るのは明日以降だ」

「ですが……」

　それはさすがに過保護が過ぎるのではないだろうか。

　私はただの居候だ。体調が回復し、足首もほぼ完治しているのだから、動ける範囲で掃除や炊事洗濯など、マーサさんを手伝うつもりでいたのだが。

「俺が心配なんだ。どうか、そうしてほしい」

　ディルは眉根を寄せ、乞うように告げる。こんなふうに言われてしまえば、私は是と答えるしかない。

「は、はい。分かりました」

「いい子だ。それと、これを君に」

　目の前に差し出された花束の豪華さに息をのむ。明らかに、私がもらっていい品ではない。

「とても素敵なお花ですが、私などがいただいてしまってよろしいのですか？」

「君のために用意した。君にもらってほしい」

　グッと押しつけるようにされ、つい反射的に受け取ってしまう。

　花束が私の手に渡ると、ディルの表情が花束よりなお艶やかに、まるで大輪の花が咲き誇るように綻ぶ。思わず目が、彼に釘付けになった。

　ふわりと香る芳しい花の香気とディルの微笑みの甘さに、酔ってしまいそうだ。

「……あら？　サクラソウが入っているのね」

　ふいに花束の中に懐かしい花を見つけ、思わず声に出していた。

　サクラソウは可か憐れんな花だが華やかさには少し欠ける。贈り物の花束にこの花が選ばれるのは珍しかった。

　私のつぶやきを聞きつけて、ディルが部屋に来てからずっと我関せずのスタンスで毛繕いしていたフェンが、初めてピクンと体を揺らした。

　サクラソウはまさにフェンの花。聖獣フェンリルの特性のひとつに、雪の生成があげられる。だけどフェンは、なぜか雪の代わりに純白のサクラソウの花を降らせるのだ。

　私がアンジェリーナだった頃、雪の結晶のようにひらひらと空を舞うサクラソウを、ディルと一緒になって集めたのは一度や二度じゃない。

　サクラソウは私にとってフェンの象徴であると同時に、ディルとの幸せな思い出が詰まった花でもあった。

「その花が好きなのか？」

「はい、実は一番好きな花なんです」

　私の答えに、ディルは満足げに頬を緩める。

　その笑顔の甘さに、トクンと脈が跳ねた。

「今も――」

　ディルが口内でなにかつぶやいていたが、私に聞かせる意図はないようだった。私も、あえて尋ねることはしなかった。

「気に入ってくれてよかった。今度は鉢植えで持ってこよう」

「とんでもない。お花はもう、これで十分ですから。本当に綺麗なお花をありがとうございました」

　足が地につかないような、どこかふわふわした心地でお礼を伝えながら、ふと思う。

　ディルはこんなに表情豊かだったろうか？　……いや、最初からずっと過剰なくらい親切で、ずいぶんと甘やかされていたけれど、こんなふうに蕩とろけるような笑みを浮かべてはいなかった。

　それに私を見つめる彼の瞳の温度が明らかに高い気がする。どうしてそんな熱を孕んだ目で私を見つめるのだろう。

　十一年ぶりに再会し、私がディルに抱いた印象は〝大人になった〟このひと言に尽きる。彼の微笑みは明らかに外向きに作られたもので、当然、そこから心の内を読み解くことは難しかった。

　私の知っているディルは、笑顔の時は嬉しい時。膨れっ面の時は怒っている時。とても分かりやすかったから、彼の変化を少し残念に思った。自分が遠くに置き去りにされたような、そんな気分になってしまったのだ。

　もっとも私だって前世の教訓により、ずいぶんと慎重な性格になっている。自分自身が常に取り澄ました笑みを浮かべて生きてきたのを棚に上げるわけにはいかないのだが。

　それでも十代半ばまでの人生を二回繰り返し、精神的に大人になりきったとは言えない今の私と、アンジェリーナの死後も人生経験を積んで二十四歳の立派な大人の男性に成長したディル。ふたりの落差に戸惑いは拭えなかった。

　ディルとの立場逆転に心中は複雑だったが、一週間という時間をかけて、それも当然のことなのだと寂しくも理解したのだ。

　ところが、今日の彼は人が変わったように朗らか。笑顔も心からのものだと分かる。

　目の当たりにした差異に、まるで思考が追いつかない。

「ルーシー、少しぼーっとしているようだな。やはり病み上がりで無理はいけない」

「え？　いえ、体調はまったく問題なくて」

　ディルは私の腕から花束をサッと受け取り、反対の手で私の肩を抱いて寝台へと促す。

「さぁ、いいから横になるんだ。花は俺がいけておく」

　されるがまま寝台に横たわりながら、かいがいしすぎるディルの様子に私は目を白黒させた。

『ガーゥ』

　フェンが横で『ヤレヤレ』とでも言いたげなため息をついていたが、ディルに掛布を引き上げられ、愛おしげに髪を撫でられて私の内心はあっぷあっぷ。とてもじゃないが、フェンの真意にまで気を回す余裕はなかった。




　翌日。

「陛下!?　あの、……ちょ、ちょっ!?」

　神殿宮のリネン室の入り口で、私はディルに両脇の下を掴まれて、猫の子でも持ち上げるようにプラプラとぶら下げられた状態で声にならない叫びをあげていた。

　ひぃいっ。ディルの顔が、顔が近いっ！

　体を持ち上げられていることで、頭ひとつ半の身長差がなくなって、いつも見上げているエメラルドブルーの瞳が真正面にある。僅かにでも身じろげば、高い鼻梁の先と私の鼻先が触れ合ってしまいそうで、息を詰める。

　せめてもの抵抗でパタパタと足を振ってみるが、宙を蹴るばかりで地面は遠い。

「なぜ、病み上がりの君がこんな場所にいる？」

「なぜって、私はただ寝台のシーツを替え……きゃっ！」

　低く問われ、私がしどろもどろに答えていたら、ディルにヒョイと抱き直されて一瞬の浮遊感の後で彼の片腕に座らされていた。

　お尻に伝わる筋肉質な腕の感触、咄嗟に掴んだ肩の厚みと硬さ、背中にあてられた手の大きさも、私の知っている十三歳のディルとはあまりにも違っていて。

　……なんだか、ディルが私の知らない男の人みたい。

　けっして不快ではないのだ。ただ、そわそわして身の置き所がないような、この場から逃げ出したいような、そんな心地がする。

　十三歳のディルに対して、こんな気持ちを抱いたことはなかった。目の前にいる大人のディルが私の心を乱し、おかしくさせる。いったい、この感情はなんなのだろう。

「俺は君に『無理はダメだ』と言ったはずだ」

「無理なんてしていません。陛下のお気遣いは嬉しいですが、身の回りの雑用くらいもう自分でできます。なので、下ろしていただけますか」

　ディルの余裕たっぷりの態度が悔しくて、ちょっとの反骨心で反論すれば、ディルはムッと唇を尖とがらせた。

　……あら？　かつてのディルを思い出させる仕草に、思わず目が釘付けになる。

「まったく。熱が下がったばかりだというのに、なにを言いだすかと思えば。それは聞けない相談だ。君はまだ休むのが仕事だからな。……マーサ」

　ディルはそう言ってお尻を支えているのと逆の手で私の額をコツンと小突き、後ろを振り返ってマーサさんの名前を呼んだ。

　えっ？　驚いてディルの視線の先を追えば、いつからそこにいたのか。マーサさんが微笑ましそうに私たちを眺めながら廊下の端に立っていた。その手にはディルから託されたのだろう、鉢植えのサクラソウを抱えていた。

「えぇえぇ、お任せくださいな。こちらのお花も、お部屋に運び込んでおきますわ」

　嘘、いつの間に!?　ちっとも気づかなかった……っていうか、ディルとのさっきのやり取りも全部見られてたんじゃ……ひぃん。恥ずかしいっ。

「すまんな。俺たちは隣で休んでいるから急がんでいいぞ」

「あらあら。でしたらルーシー様が『お手伝いを』と働き出してしまいませんよう、掃除なども済ませてしまいましょうかね」

「頼んだ」

　ディルとマーサさんのやけに息の合ったやり取りをポカンと見つめていたら、いつの間にか会話を終えてディルが歩きだしていた。




　ディルが私を抱え真っ直ぐに足を向けたのは、なんと聖女の部屋だった。

　そういえば、呆気にとられてしまい話半分に聞いていたけれど、たしかディルはマーサさん相手に『隣で休んでいる』と言っていたかもしれない。

　懐かしい前世の自室。調度もなにもかも昔のまま綺麗に保たれていて、嬉しさと切なさで胸が詰まった。

「あの、ここはこの宮の主寝室に相当するお部屋ですよね。私が使ってしまっては、差し障りがあるのではありませんか？」

「差し障り？　そんなものはない」

　遠慮がちに問うが、ディルはまったく気にする様子もなく、私を奥の整えられた寝台の上に横たえる。

　大きな寝台はやわらかに私の体を受け止め、最上級の絹地の寝具はなめらかに肌を撫でた。

　……ふふっ。この寝台でディルとフェン、私、並んで眠ったこともあったわね。

　当時の記憶を懐かしく思い出していたら――。

「えっ!?　ちょっ、なんで……っ!?」

　ギシリと寝台が軋んだと思ったら、なぜかディルが私の隣に乗り上がってきて、ギョッと目をむいた。

「君の監視だ。安静にしていろと言っても君は聞かんからな。実力行使に出ることにした」

「えぇっ!?」

　ディルはしれっと口にして、ゴロンと横寝になる。そのまま長い腕を伸ばし、奥の方で身を縮める私を絡め取るみたいにして、自分の胸に抱き寄せてしまう。

　っ！　嘘でしょう!?

　密着した体勢に、顔から火が出そうになった。心臓は早鐘みたいに音を立て、横になっているというのにちっとも気が休まらない。

　だというのに、ディルは私とは対照的に寛くつろいだ様子で私の銀髪をサラサラと指に絡め、まるで今にも鼻歌でも歌い出しそうだ。

　神経など通っていないはずの髪がなぜか熱く感じ、彼の指先が耳殻や首筋を掠めるたびに、ビクンと体が跳ねそうになる。それをディルに知られぬよう、息を詰めてこらえていた。

　ふいにディルが私の髪を遊ばせていた手を止めて、思い出したように口を開いた。

「そういえば、君が心配していた生家のレアモルド伯爵家の件だが」

「まさか、父たちが私のことを捜して!?」

　ギョッとして尋ねると、ディルは首を横に振った。

「いや。伯爵が帝宮に君のことを尋ねてきた事実はない。現時点で捜索願も出されていないそうだ」

「そうでしたか。ならよかった」

　ディルの言葉にホッと安堵の息をつく。

「だが……」

「どうかしました？」

「いや、たとえ君が認知されておらず、一介の使用人の立場であったとしてもだ。人ひとりいなくなって捜す素振りもないなど、普通は考えられんぞ」

　ディルは不信に思っているようだが、そもそもレアモルド伯爵家を『普通』の常識に当てはめることに無理がある。

「管理がずさんな家でしたから。それに、正直なところ私はあの家では使用人以下の扱いでした。むしろ、あの家らしいとも思えます」

　ディルは苦虫を噛み潰したような顔をしていた。

「いずれにせよ、私のことを捜していないのならひと安心です。これなら私を保護してくださった陛下にご迷惑をおかけすることもなさそうです。本当によかった」

「……いつだって君は、自分のことより人の心配ばかりだな」

「え？」

　ディルの言葉の意味が分からずに首を傾げる。

「いや。なんでもない」

　ディルはそう言ってポンッと私の頭を撫でる。その目が、まるで愛しい人でも見つめているかのようで。

　もしかすると、彼は私を新たな恋の相手に望んでくれているのだろうか。

　だけど、ディルには想う女性がいるはずだ。彼が気軽に相手を替えて、恋愛を渡り歩くようなタイプだとは思えなかった。

　……ディルの大切な女性、か。いったいどんな人なんだろう。

　想像すれば、胸がツキリと痛んだ。










第五章　転生した罪悪の聖女に忍び寄る不穏な影




　私がディルに助けられ、神殿宮にやって来てから二十日が過ぎた。

　熱が下がって一週間が経ったが、ぶり返すこともなく体調も万全だった。

　ここでの暮らしは、ディルの異様な過保護とかいがいしさを除けばいたって平穏だった。

　レアモルド伯爵家では自室に下がっている時でも、常にイライザや義母の呼び出しに備えて気を張りつめていた。こんなふうになんにも怯えることなく寛いだ時間を過ごすのは初めてのことだった。

「なんだか贅沢すぎちゃうわ」

《なにが贅沢なものか。今まで苦労してきたんだろ？　その分ちょっとくらい、いい思いしたってバチは当たらないぞ》

　人目がないのをいいことに、フェンと会話しながら部屋を出てアーチ天井の回廊を進む。

「う～ん、果たして『ちょっと』の範はん疇ちゅうに収まっているかしら？」

　思わず首を傾げてしまうのは不可抗力だ。熱から目覚めた後、ディルの私への心遣いは急加速。とにかくすごいのだ。

　過剰なほど私の体調や暮らし向きに気を回し、いたわりの言葉をかけてくれるのはもちろん、贈り物の量も半端ない。最初は花をはじめ、高価なフルーツや菓子といった見舞いらしい品だったのが、熱も引き部屋を出て神殿宮の中を歩きだすようになってからはドレスだ靴だと身の回りの品が大量に届くようになった。たまたまだろうけれど、ディルの贈り物はすべて私の好みをばっちり捉えているから驚いてしまう。

　当然、過分な気遣いに恐縮して何度も「これ以上の気遣いはいらない」と伝えているが、そのたびにディルは笑顔で受け流し、まったく取り合ってくれないのだ。

《ははっ。ヤツはお前が可愛くて、なんとか気を引きたくて必死なのさ》

　中庭のエメラルドブルーの池がよく見えるベストポジションに着くと、白大理石の床にフェンと並んで腰かける。

「気を引きたいって、初対面の相手にそんな……。とにかく、ディルは甘やかしが過ぎるわ」

《初対面、ねえ？》

　やたら含みのある言い方が気になって視線を向けると、フェンがニヤニヤ顔でこちらを見ていた。尻尾もやたら楽しげにゆらゆらと揺れている。

「どうかした？」

《いや、べつに～》

「へんなフェン。……それにしても、ここは相変わらず綺麗ね」

　エメラルドブルーの池に視線を戻し、つぶやいた。

　陽光を受けキラキラ輝くこの池を望むのは十一年ぶり。当時の輝きをそのまま保った池に、ホゥッと感嘆の息が漏れた。

「ルーシー、ここにいたのか」

　背中からかかった声にビクッとして振り返ると――。

「皇帝陛下……！」

　ディルは政務が始まる前の比較的早い時間にほぼ毎日のようにやって来ていたが、日中に訪ねてくることは稀だった。

　……いけない。つい油断していたけれど、さっき言ったこと、聞かれていなかったかしら？　『相変わらず綺麗』だなんて、前に見たことがなければ言える台詞ではない。不審に思われていないといいが。

「政務はよろしいのですか？」

　内心の動揺を隠して問えば、ディルは自然な動作で私の隣に腰を下ろしながら答える。

「ああ、ちょうどひと区切りついてな」

　彼の反応を見る限り、どうやら聞こえていなかったようでホッとする。

　ディルの座り位置が存外に近く、ディルとフェンにピッタリ挟まれる格好になってしまう。ちょっと窮屈だが、まぁたいした問題ではない。触れ合う着衣越しに伝わるディルの体温や逞しい感触に落ち着かない心地になるのは……うん、これは気にしてはダメなやつだ。

「ここ数日、お疲れのようですね」

　彼の顔色がさえないことには気づいていた。つい心配になり、口にしていた。

「ああ、帝国西部で魔獣の出現が頻発していてな。その対策に追われていたんだ」

「魔獣の被害ですか!?　西部の人たちは、大丈夫なのでしょうか」

　西部は帝国建国時からの固有の領土で、炭鉱業が盛んだ。あまり裕福な地域ではないが、たくさんの町や村が存在し、そこに住まう人々が多くいた。

「早期に騎士たちを派遣し、被害は限定的に抑え込めた。現地からの一報だと新たな魔獣発生の兆しはなく、これでひと通り収束したとの見方が濃厚だ」

「そうでしたか。よかったです」

　胸を撫で下ろす私の横でディルは眠たそうに欠伸あくびして、そのままゴロンと後ろに寝転んだ。

　え!?　ギョッとして見ると、ディルは組んだ両手を頭の下に敷き、リラックスした表情で目を閉じている。

　とはいえ、下は固く冷たい白大理石。こんな場所で体がきちんと休まるのか疑問だ。

「あの、お休みになるのなら、こんな床ではなく寝台の上で横になられた方がいいのではありませんか？」

「寝台も悪くはないが、君の隣は不思議なくらい心が安らぐ。……五分でいい。君の隣で眠らせてくれないか」

「それはもちろんかまいませんが……あの、床だと固いですし、せめて枕代わりに膝をお貸ししましょうか？」

　少しでも快適に休んでもらいたい思いから、ついこんな提案をしてしまう。

　口にしてから、さすがに皇帝陛下相手に不敬だったと青くなる。

「いいのか!?」

　ところが、ディルは瞑っていた目をカッと見開き、予想以上の食いつきを見せた。

「え、ええ。どうぞ」

　今さら断ることもできず、ポンポンと膝を叩いてみせれば、ディルはすぐにくるりと体の向きを変えて私の太腿に頭をのせて寝そべった。

　彼の温もりと心地いい頭の重みが太腿に伝わって、ドキドキと胸が騒ぎだす。

「ああ、これは天国だ」

　下から私を見上げる彼の瞳の蕩けるような甘さに、落ち着かなくなる。

「五分経ったら、起こしてくれないか」

「分かりました」

　ディルはすぐにスッと瞼を閉じた。それからいくらもせずに、寝息が聞こえてくる。

　……相当疲れているみたい。

　本当なら今こうしている時間も朝の時間も、無理して私のところに来るより自分の部屋で休んだ方がよほどいいはずだ。それでも、きっと彼は来るのだろう。

　彼が、少なからず私に好意を寄せてくれているのは、たぶん間違いない。

　べつに私は、ひと目惚れや出会って間もなく恋に落ちるのを否定する気はない。心変わりそれ自体が悪だとも思っていない。けれど、彼が私に向ける熱量は、出会って間もない人間に向けるにはやたらと高いような気がするのだ。そこが少し腑に落ちない。

　いずれにせよ、私はディルの祖国を滅亡に追い込んだ仇かたきで、彼が殺したいほど憎んだ相手。私が彼の好意を受け入れる未来はあり得ないし、あってはいけない。

　考えごとに集中していれば時間はあっという間で、そろそろ約束の五分が過ぎる。

　声をかけようとしたら、悪夢にでもうなされているのか、ディルが苦しげに眉を寄せた。直後、彼の唇が薄く開き――。

「……違うんだ、アンジェ。殺す気なんてなかったんだ。俺は君を助けたくて……それなのに、気づいた時にはこの手で……っ」

　……どういうこと？

　苦渋に満ちた声で切れ切れに漏らされた寝言。その内容にギョッとして、ディルを凝視した。

　ディルはひどく歪んだ表情をしていた。けれど次の瞬間、ふわりと口もとを綻ばせた。

「おかしいな。地獄とは、こんなにも温かいのか？　……いや、ここがどこだろうとそんなことはどうでもよくて……やっと俺を迎えに来てくれたんだな、アンジェ」

　私の動揺をよそに、彼はさらに続ける。

「どんなに君に会いたかったか……。どれだけ年月が過ぎようと、俺が愛するのは君だけだ。俺にとって大切な女性は、今も昔もアンジェただひとり――」

　耳にして、魂が震えるような衝撃が走り抜けた。

　もっとなにか聞こえてこないかと耳を寄せてみるが、ディルはそれきり口を閉ざしてしまい、静かな寝息が微かに空気を揺らすだけ。

　心臓がずっと、バクバクと胸を突き破りそうな勢いで鳴っていた。

　彼の言葉は、夢の中で漏らされたうわごと。それをすべて鵜う呑のみにするほど素直でも、浅慮でもないつもりだ。

　それなのに、彼の声が泣きたくなるくらい甘く切ない響きをしていたから。だから私は愚かにも、彼の台詞に一いち縷るの望みをつないでしまう。

　それと同時に、私を殺したことでディルが負った心の傷の深さを思い知った。寝言の中でディルは『地獄』と、そして『やっと迎えに来てくれた』とも言っていた。もしかして彼は今もアンジェリーナ殺害を悔恨し、死にたがっているのだろうか。

　けれど、そんな馬鹿な話はない。人物兵器の罪悪の聖女は討たれて当然で、私はこれっぽっちだって彼を恨みに思ってはいないのだ。

　ディルにこれ以上、苦しんでほしくなかった。すべては終わったことなのだ。なにより、ディルの英断と行動によって帝国にとって最良の今があることを忘れてはいけない。

　なんとか彼の心を楽にしてあげたいと思った。あるいは、私が正体を打ち明けることでディルを解き放ってあげられるだろうか。

　これまでは考えたこともなかったけれど、今なお十一年前の呪縛にとらわれて苦悩するディルの現状を知り、ふいにそんな選択肢が脳裏をよぎった。

　……それに、打ち明けることで確かめられるかもしれない。

　私の死の裏にあったかもしれない誤解と、ディルが口走った『大切な女性は、今も昔もアンジェただひとり』という言葉の真意について。

　その時。慌ただしい足音が回廊に響く。

「ディルハイド陛下はこちらにいらっしゃいますか!?」

　焦った様子の声は、ディルの側近のベルフォードさんのもの。私は一昨日の朝、私の部屋にこれまでになく長居していたディルを呼び戻しに来た彼と初めて顔を合わせている。

　所作のひとつひとつが優雅で、洗練された印象の人だった。そんな彼の取り乱した声と様子に、ひどくいやな予感がした。

「回廊にいる。どうした？」

　私が答えるよりも先に、いつの間にか目を覚ましていたらしいディルが起き上がって返事をした。

「緊急事態です。先ほど第一報が入り、西部に魔獣が大量発生した模様。超災害級の被害が見込まれます」

　ベルフォードさんは息せき切って駆けてきて、ディルに報告した。

　今後の甚大な被害を想像し、ヒュッと喉の奥が鳴る。

「なに!?　動向を読み違えたか！　現地に派遣した部隊はどうなっている!?」

「すでに第一、第二共に現地から撤収しております。西部拠点より急ぎ戻るよう早馬が出されたようですが、帝都に向けて撤収を始めたのが昨日の未明。……初動の遅れは否めません」

　ディルは一拍の間を置いて、ベルフォードさんに端的に命じる。

「俺が出る。大至急準備を！」

「ハッ！」

　ベルフォードさんは踵きびすを返し、足早に駆けていった。

「ルーシー、すまんがそういうわけだ。俺は討伐隊を率いてこれから現地に向かう。君の介添えには引き続きマーサがつく。なにかあれば遠慮なく彼女に伝えてくれ」

　ディルが気遣ってくれるのはありがたいけど、安全な場所に残る私のことなんて今はどうでもいい。これから危険に立ち向かう自分自身のことだけ考えてくれたらいいのに。

　こんな時でも私に気を回すディルに、なんとも言えないもどかしい思いになる。

「ありがとうございます。私のことは大丈夫です。なんにも心配いりません。それより魔獣は単体でも脅威ですから、くれぐれもお気をつけて」

　本当はもっと伝えたいこと、伝えるべきことがあった。だけど、急なことで私自身動揺もあってこう告げるのがやっとだった。

「ああ、ありがとう。いってくる。フェン、ルーシーを頼んだぞ」

『ガウ《おう、任せとけ》』

　ベルフォードさんの後を追うように、ディルは慌ただしく走っていった。




◇◇◇




　魔獣の大量発生の一報を受け、王都を出立して三日目。

　俺は西部の町・ハイネールを目指し、騎士団の精鋭百五十の中隊を率いて馬を駆っていた。

　帝国西部は炭鉱で栄えている。ハイネールは坑道につながる複数の入り口のひとつ、坑口を囲うようにできた人口およそ二万人の町。坑口近くに形成された複数の町の中でもっとも規模が大きく、王都から本道でつながっていて往来の便もいいため、前皇帝ガストン政権下には炭鉱奴隷の受け入れ拠点にもなっていた。俺が施行した奴隷解放政策で奴隷制は廃止。炭鉱奴隷にも自由民の身分が与えられたが、行く先のない者はそのまま炭鉱労働者として残留している。

　……たしか、元神官長のライオネルもハイネールに送られたのではなかったか。

　頬で風切って進みながら、ふいにかつて同じ宮に暮らしていた男の顔が思い浮かんだ。

　奴はアンジェリーナ殺害を事前に食い止められなかったことで前皇帝ガストンの怒りを買い、聖人の名を奪われて奴隷に落とされたと聞いていた。いけ好かない男ではあったが、奴はあくまで聖女の衣食住を預かる責任者であり、アンジェリーナの能力の軍事利用や政治的な意思決定には関わっていなかった。そのため俺が政権を握った後、直接制裁を与えることはなかった。

　……そういえば、奴は奴隷解放の後どうしたのだろう。

　その後の動向を把握していないことが、なぜか気になった。

「陛下、間もなくハイネールの町に入ります！」

　此こ度たびの討伐で俺の副官を務めるデイボット正騎士長の声で、ライオネルのことはいったん忘れ、差し迫る魔獣との交戦に意識を向ける。

　今回、ベルフォードは帝宮で俺の政務の代行をしており、同行していない。

「これより先はいつ何時魔獣が現れるとも知れん。気を引きしめてかかるよう全隊員へ通達せよ！」

「ハッ！」

　そうして五分ほどで到着したハイネールの町は、昼だというのに人っ子ひとり往来を歩いておらず、町全体が静まり返っていた。一昨日のうちに、外出禁止令が出されたためだ。

　しかしよく見ると、各家々の窓から俺たちの進行を期待を込めて見つめる多くの目があることに気づく。中には、窮状や物資の不足などを紙に書いて窓越しに掲げ、俺たちに訴えようとする者もいた。

　魔獣によって破壊されたと思おぼしき家屋がいくつも散見されたから、負傷者も相当数いるのだろう。とはいえ今は魔獣討伐が最優先。個々の要望に取り合うことはできないが、紙に書かれた要望にザッと目を通しながら目的の場所を目指す。

　時折。静寂を破るように、魔獣の咆ほう哮こうがあがる。方角は伝令使が事前に伝えてきた通り、ハイネール大川の上流から。

　そこは二百年ほど前にも時空が裂け、魔獣が大量発生した場所だ。稀け有うな〝修復〟の能力を持っていた時の聖女が、その聖力で時空の裂け目を閉じた箇所でもあった。

　二百年前を生きたかの聖女は、ここ以外にも何カ所か同様の修復を施していた。だが、現在まで彼女の修復に綻びが生じた例は一例もなかった。それなのに、なぜここだけ綻びが生じたのか。

　……いや、今それを考えることに意味はない。

　俺は緩く首を振り、答えの出ない堂々巡りを中断し、現在の交戦状況に思考を傾けた。

　報告によれば、現在ハイネール大川上流の草原地帯で、第一、第二及び現地駐留の連合部隊三百人が約五十体の魔獣と交戦中だ。

　第一、第二部隊は騎士団の中でも若手の実力者が多く揃う。能力的にはＡ級の魔獣相手にも十分交戦可能だった。一方で、実務経験の浅さが否定できない。

　騎士によっては、対魔獣の交戦が初めての者もいた。魔獣は時に予期せぬ動きをする。それに対処するには経験則が物を言う。その点において若干憂慮があった。

　だが、なにより問題なのは現地駐留の部隊員だ。普段事務方を担うような騎士も駆り出されているというから、俺たちが到着次第撤収させなければならない。

　いずれにせよ大量発生からすでに丸三日。いまだ収束できていないことを考えると、かなりの苦戦が予想された。

　その時。

「来たぞ！　敵は鳥形の有翼魔獣一体！　計画通り三騎ひと組となり連携してかかれ！」

　前方から全長五メートルほどの有翼魔獣の飛来を確認。俺の指示と同時に、弓部隊の隊員が騎射で魔獣の風切り羽を射貫く。羽をやられてふらふらと高度を落とす有翼魔獣の正面に、即座に一騎が躍り出る。魔獣が目の前の騎士に気を取られている隙に別の一騎が死角から迫り、的確に心臓を仕留める。

　有翼魔獣は断末魔の悲鳴をあげながら核を残して消滅した。無駄のない計画通りの駆除。とはいえ今回は草原で仕留め損ねた一体が相手だったからスムーズに討てたが、複数体束になって来られたらかなり手強い。

「これだけ取りこぼしがあるとなると、かなり厳しい状況のようですね」

　交戦地の上流から飛来してくる五体目の魔獣を、自らの剣で倒し終えたデイボットが重く告げる。

「ああ。だが、俺たちがやって来たからには、これ以上魔獣の侵攻を許しはしない。なんとしても掃討する。全隊、これより先は草原まで鶴翼の陣列を崩さず進め！」

　そうしてたどり着いた草原で、俺は想像をはるかに超える魔獣との死闘を繰り広げることになるのだった。
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　ディルが西部に向けて出発してから五日が経った。いまだ、魔獣掃討完了の一報は届かない。

　私の過ごす神殿宮をはじめ、帝宮内の空気がどんよりと重い。詳細は分からないが、おそらく戦況が芳しくないのだ。

　私はこの日、マーサさんに頼み込み、ベルフォードさんとの面会を叶えていた。

「ベルフォードさん、お忙しいところお呼び立てして申し訳ありません」

　強引なのは自覚していた。けれど、ディルの窮状を想像すれば、居ても立ってもいられなかった。

「いえ、それで私にどのようなご用向きでしょうか」

　ベルフォードさんの顔色がさえない。この短い期間で、少しやつれたように見えた。

　多忙だけが理由ではないだろう。きっと、心労が大きいのだ。

　私は内心の緊張をひた隠し、努めて冷静に問いかける。

「端的に伺います。現在、西部の状況はどのようになっていますか？」

　ベルフォードさんが観察するようにジッと私を見つめていた。私は逸らさずに彼の目を見返した。

　ふたりの目線が絡み、ややあって彼が口を開いた。

「率直に申し上げると、かなり苦戦を強いられています。最新の伝書によれば陛下が援軍を率い合流してなお、新たな魔獣の発生もあり討伐が追いついていない」

「なんてこと！　……それであの、陛下はご無事なのでしょうか？」

「今のところは。ただしご存じの通り、あの方は後方の安全な場所で待っているような性格ではありませんからね。自ら最前線に立ち、指揮を執っておられるでしょう。そういう意味では、今この瞬間になにかあったとしても不思議はありません」

　私は今日までの六日間、なかなかもたらされない朗報を待ちながら考えに考えた。

　ディルのこと。私自身のこと。そして、私たちふたりのこれからの関係についても。

　ディルのために、私になにができるのか。そしてほかならぬ彼のために、私自身どうしたいのかを――。

「魔獣との交戦の場は、今もハイネールから移っていませんか？」

「ええ、現状ではそのようです」

「……ベルフォードさん、無理を承知でお願いします。魔獣の発生数とこれまでの討伐数、魔獣の形態なども分かる範囲でお聞かせ願えませんか」

「それは秘匿情報に該当します。あなたはなぜそれを知りたいのですか？　そして、それを知りどうなさるおつもりですか？」

　私の質問に、ベルフォードさんは質問で返した。

　その目がギラリと鈍く光る。まるで私の真意を探ろうとでもするように。

「今度こそ、後悔しない選択をするために知りたいのです。そして、私が選ぶのは彼にとって最善の道です」

　ひどく抽象的で曖昧な物言いに、ベルフォードさんは眉間に皺を寄せた。

　前世の私は、自分の絶対防御の能力が戦争に利用されていると想像すらしなかった。私が絶対防御の能力を付与した騎士たちは、魔獣の討伐に向かっているのだと疑っていなかったのだ。

　これも死後に知ったことだが、ディルはデアラルンブール帝国に滅ぼされたブローランス王国で唯一生き残った王子。私は彼の家族と祖国の仇だったのだ。

　そのディルに、中庭に面した神殿宮の回廊で『その能力は、本当に魔獣討伐に生かされているだけ？』と問われたことがあった。あの時、『それ以外いったいなにに使うっていうのよ』と無邪気に笑って答えた私に、彼はなにを思っていたのだろう……。

　転生後に、すべてが史実という形で突きつけられて。あの瞬間に時間を巻き戻せないことを心底嘆いた。傲慢で愚かだった己自身をどれほど恨み、後悔したか分からない。

　あんな思いをするのは二度とごめんだ。私はもう間違えない。過去を償うためにも、今度こそ人々を救うために自分の力を使うのだ。

　今世では封印していた絶対防御の力を今こそ解き放とう。ディルと彼の治める帝国を守るために――！

「ディルハイド皇帝陛下のために、そしてなによりデアラルンブール帝国のために、どうか教えてください」

　ベルフォードさんの鋭い眼差しを臆せずに受け止めて、もう一度静かに乞うた。




　最低限身の回りを整え、帝宮を飛び出してから一昼夜が経った。

「フェン、疲れていない？」

　同じ時間、ずっと背中に私を乗せて駆け通してくれているフェンに問いかける。

《フンッ。我を誰と思うておる》

「ふふっ、そうだったわね。ありがとう、フェン」

　すでに何度目とも知れぬ質問にフェンは呆れ顔で返し、私はもふもふの背中を撫でながら感謝を告げる。

　本来聖獣は、睡眠も食事も必要としない。となれば、当然肉体疲労の概念だってない。頭では分かっていても、つい気になって尋ねてしまう。

　ベルフォードさんから詳細な状況を聞いた私は、ハイネールまで乗合馬車を乗り継いで向かうつもりでいた。そこにフェンが《我に乗っていけばいい》と声をかけてくれた。フェンはポニーくらいのサイズ感。たしかに小柄な私なら移動手段として違和感なく乗れそうだった。

　とはいえ、これまで戯れにのしかかったり覆いかぶさったりしたことはあっても、背中に乗って移動するというのは考えたこともなく。おそるおそる跨またがってみたら、想像よりずっと安定感があって驚いた。

　ここでふと、気になった。

「ねぇ。もしかして、ディルのことも乗せていた？」

《馬鹿を言え。あんな大男を乗せられるわけ……いや、昔は何度か乗せたことがあったか》

「まぁ、やっぱり」

《ヤツが帝位を取って、帝宮に戻ってきた頃だな。ヤツは夜な夜な寝所を抜け出しては、お前の墓標の前で一睡もせず夜明けを迎えていた。とても見ちゃいられなかった。だから我が三日に一度は強引に寝所に連れ帰ってやっていた》

　もたらされた答えは、私が脳裏に思い描いた微笑ましい光景とは違っていた。

　これまでフェンから、アンジェリーナが死んだ後のディルの様子を聞いたことはなかった。一番近くで見守っていたフェンから知らされるディルの惨状はあまりに重く、胸が軋んだ。

　私の死から、ディルがガストン皇帝を討ち帝位に就くまで僅か一年。帝位に就いた時、ディルはまだたったの十四歳。幼い彼の心にどれほどの重圧があったのか。その苦悩を想像すれば、涙がこぼれそうになる。

《いや。当時のヤツはもう、お前が思うような子供じゃなかったぜ。体こそまだ大人になりきってはいなかったが、少なくとも新皇帝という重圧に怯ひるむようなタマじゃなかった》

「え？」

　念話にしたつもりはなかったが、心の声が漏れてしまったのだろう。フェンは、さらに続ける。

《周囲の大人たちの思惑はたしかにあった。だが、ヤツはそれに乗せられたかわいそうな傀かい儡らいなんかじゃない。不当な侵略戦争でデアラルンブール帝国に吸収されたのはなにもブローランス王国だけじゃなかった。そんな中で、ブローランス王家の血を引くヤツがすんなり新皇帝に認められたのは、ひとえにヤツ自身の類い稀な統率力によるところだ》

「……類い稀な統率力？」

　十四歳の少年を評するには、過称にも思える単語。

　私には想像も及ばないけれど、ディルは事実聖獣にそう言わしめるだけの働きをしてきたのだ。

《ああ。お前が死んだ後、ガストンを討ち帝位に就くまで僅か一年だ。常人ではなせん。ヤツは反体制派の連合軍の先陣に立ち誰よりもその手を血で濡らした》

　聞かされても、自ら剣を振るって戦いを指揮するディルの姿がなかなか想像できなかった。

《同時に知略を巡らせ味方を増やし、ガストンの政権下で腐敗しきった膿うみをすべて出しきった。新政権の癌がんとなりそうな奴らは、一片の慈悲もなく冷酷に切り捨てていたな。ある種の恐怖政治と言えなくもないが、最終的にはヤツほど新皇帝に相応しい男はいないと誰もが認めざるを得なかった》

　彼がたどった軌跡を思えば納得できるし、世間的な評価とも合致している。

　だけど私の知っているディルは、荒事とは無縁の心優しい少年で。さらに十一年ぶりに相対して抱いた印象も、フェンの語る人物像とは異なる。

　再会した直後の彼は絶対王者の気迫をまといながら、どこか儚げで危うさを感じた。神殿宮に引き取られて同じ時間を過ごすようになってからは、その甘さといっそ過保護なほどのかいがいしさに驚かされて。

「冷酷、恐怖政治……なんだか、あんまりディルと結びつかないわね。冷酷どころかいつだって笑顔で優しすぎるくらいだし、恐怖政治を敷いているより、むしろ側近のベルフォードさんにやり込められているようなイメージだわ」

《ハハッ。ヤツをそんなふうに評するのはお前だけだ。そもそもヤツの笑顔を見たことのある奴など、お前以外いやしない。我はヤツがいまだ笑い方を忘れていなかったことに驚いたぞ》

「……そんな」

《事実だ。お前が死んでからのヤツは、我がせっつかねば寝もしない食いもしない。ヤツはアンジェリーナへの贖しょく罪ざいを背負い、ずっと死に場所を探していた。あいつは自分の命なんて惜しんじゃいない、ただの死にたがりだ。それが強さの秘密でもあったわけだがな》

　フェンから聞かされた悲しすぎる真相に、喉もとに熱いものが込み上げる。

　……やはり、伝えなければ。

　今この瞬間も、ディルは魔獣相手に捨て身でぶつかっているかもしれない。正体を打ち明けないままディルが亡き人になってしまったら、悔やんでも悔やみきれない。

　まずは絶対防御で彼を助ける。そして私がアンジェリーナだと打ち明けて、傲慢で愚かだったかつての己を詫わびるのだ。その上で、ディルに殺されたことについてはなにも恨みには思っていないのだと。だから、なんら悔いる必要はないのだと、そう伝えるのだ。

《お、そろそろだぜ》

　遠く、魔獣の咆哮が耳を打つ。目指すハイネールの町はもう目前だった。

「フェン、予定通り炭鉱に向かって！」

《了解》

　私はいったん思考を切り替えて、きつく前方を見据えた。




　ハイネールの町に入ると、真っ直ぐに炭鉱を目指した。

　掘った石炭の搬出や鉱員の昇降に用いられているここの竪たて坑こう櫓やぐらが、この町で最も高い建物なのだ。

「ありがとう、フェン。ここからは、自分の足で行くわ」

《おう》

　フェンの背中から下りると、梯子で竪坑櫓の屋上に上る。今まさに交戦が繰り広げられているハイネール大川の上流に目を凝らせば、時空の裂け目から次々に湧いてくる魔獣と交戦する騎士たちの姿が見えた。

　圧倒的な魔獣の数と、縦横無尽な上空からの攻撃に騎士たちは苦しい戦いを強いられているようだった。到底個々の判別ができる距離ではないが、騎士たちの中にひと際異彩を放つ動きをする人物を認め、ドクンと鼓動が跳ねる。

　ほかの騎士が連携してやっと一体の魔獣を仕留める間に、その人は先陣切って流れるように大剣を振るい、二体目、三体目と次々に魔獣を討ち取っていく。

　……きっと、ディルだわ。

　鮮やかな手腕だが、躊躇なく誰よりも深く魔獣の懐に入り込んでいくその戦い方にキリリと胸が痛んだ。

　グッと唇を噛みしめて、交戦地の上空に向けて両手をかざした。目を瞑り、意識を集中させる。ベルフォードさんから得た情報をもとに、脳内でシミュレーションはできていた。

　まず、騎士たちの頭上に絶対防御を広域展開させる。同時に魔獣が出現する時空の裂け目を絶対防御で塞ぎ、新たな魔獣が湧くのを防ぐ。イメージすると、胸のあたりに熱がたまり全身へと巡っていく。そして熱はかざした手のひらに集まり、そこから大気に溶けだす。

　身の内から能力が解放されていく感覚を、私は十一年ぶりに体感していた。

　しばらくして身の内から熱が引く。

《見事だな》

　いつの間にかフェンが隣にいて、感嘆したようにつぶやいた。

　僅かな虚脱感を覚えながら閉じていた目を開いたら、戦況は一変していた。

　新たな魔獣の出現さえやんでしまえば、応戦している目の前の魔獣を倒すのは騎士たちにとってわけないこと。しかも魔獣からの攻撃は、私の絶対防御に阻まれて騎士たちに届かなくなっている。騎士たちが魔獣を掃討するのはあっという間だった。

「よかった。もう大丈夫そうね」

　収束を見届け、竪坑櫓を下りた。




　魔獣の脅威が去り、賑わいの戻ったハイネールの街路を進みながら、フェンが訝しげに尋ねてくる。

《ヤツと合流しなくてよかったのか？》

　本当は、そのつもりだった。そうしてディルにすべて打ち明けるつもりでいた。けれど、魔獣を討ち取った後も、彼の姿は常に人の輪の中心にあった。指揮官として隊員を束ねる立場にあるのだから、当然といえば当然なのだが。

「ええ。ディルは後処理で忙しそうだったもの。私がのこのこ顔を出しては迷惑になるわ」

　だから彼が帝宮に帰ってきたら、その時に改めて彼に明かそう。

　その時、フェンがピクンと耳を揺らした。

《……ルーシー、嫌な奴が来たぞ》

　フェンに低く唸るように告げられて、眉をひそめた。

「え？　嫌な奴？」

《ライオネルだ》

　っ！　フェンに聞かされた予想だにしない人物の名前に、ドクンと鼓動が跳ねる。

　私はさっき絶対防御の力を使っている。ディルやあの場にいた騎士たちが、どこまで気づいたかは分からない。

　ただし、感知能力を持つライオネルなら、間違いなく察知しているだろう。だが、そのライオネルがなぜこんなところにいるのか!?

　ひとまずフェンから下りて街路を外れ、ほど近くに建っていた無人の小屋に身を潜ませた。なんとなく、往来の真ん中で彼と対峙するのが憚はばかられたのもあったし、あわよくば私に気づかずに行ってくれないかという思いもあった。

《……来たか。奴は聖獣としてそなたと共にあった我のことを知り尽くしているからな。我が今のそなたと一緒にいるのはうまくないだろう。しばらく消えるぞ》

「あ……」

　私が待ったをかけるよりも先にフェンはくるりと身を翻し、くりぬき窓から小屋の外に出ていってしまう。

　その直後。

　――ガタン。

　ライオネルが建て付けの悪い戸を引き、中に顔を覗かせた。

　ずいぶんと老け込んだ印象だった。正直、フェンに事前に伝えられていなかったら、ライオネルだと気づかなかったかもしれない。

　十一年前は艶やかだった栗色の髪も、今は全体が真っ白になっていた。顔にも皺が深く刻まれ、五十手前という実年齢よりだいぶ上に見えた。

　私と目が合うと、ライオネルは胡散くさい笑みを浮かべて口を開く。その間も、彼は一歩、また一歩と距離を詰めてくる。

「おやおや、こんなところにおられましたか。そういえば、あなたは昔からかくれんぼがお好きでしたね」

　老いても、貼りつけたような胡散くさい笑い方とねっとりした話し口は当時のまま……ううん。当時よりもっと、食えない印象が強い。

「それにしても、以前とはずいぶんと見た目の印象が違うのですね」

　確信めいた口ぶりに内心で青くなる。

　ライオネルは私の真正面までやって来て足を止めた。かと思えば、突然ズイッと顔を突き出し、私の両目を覗き込む。

　ヒッ！　ビクッと肩を跳ねさせる私にかまわず、ライオネルは鼻先が触れそうな近さに顔を寄せてくる。距離の近さもさることながら、彼の舐なめ回すような目つきの気色悪さにぞわりと肌が粟立つ。

「おやおや！　瞳の色は同じなのですね。この世にふたつとない紫水晶のような目だ」

　反射的に彼の胸のあたりをドンッと押して距離を取る。

「っ、やめてください！　それにさっきから、いったいなにをおっしゃっているのか分かりません！」

「ハハハッ！　白々しいですよ。先ほど発動された絶対防御は、たしかにアンジェリーナ様のもの。私の感知はごまかせませんよ」

　白しらを切ろうとする私を、ライオネルは鼻で笑う。私は唇を噛みしめた。

「あなたの存在を確信したのは先ほど発現された能力によってですが、私はずっと訝しんでいたのですよ。どのような形であれ、あなたはこの世にいるのではないかと。……あぁ。この十一年、ずっと待っていた甲か斐いがありました」

「……なぜ？」

　震える声で問えば、ライオネルは笑みを深くして答える。

「アンジェリーナ様の聖獣、フェンリルの存在です。聖女と対なる存在の聖獣が、あなたが死んでも消えることがなかった。その理由は、あなたの魂がこの世にいまだとどまっているからではないかと、可能性のひとつとして考えていました。つまり、生まれ変わっていると。大当たりでしたね」

　私……いや、正確には『アンジェリーナ』への執着が前面に滲む、絡みつくような視線。怯みそうになるのをこらえて問いかける。

「なにが目的なの？」

「目的だなどと、人聞きの悪い。私はかつての主人であり、敬愛するアンジェリーナ様のお役に立ちたい一心でこうしてはせ参じたのです」

　……嘘だ。間違ったってライオネルはそんな忠義に篤あつい人物ではなかった。それに今、彼が私に向ける眼差しだって、到底敬愛する主人に向けるそれではない。

「なにより、私は薄汚い思惑に利用されようとしているあなたを助けて差し上げたいのですよ」

「薄汚い思惑？」

　いったいなんのことを言っているのか。

「私が言いたいのは、ディルハイドはとても狡こう猾かつな男だということ。あれはあなたの手に負える男ではありませんよ。彼にいいように利用され、打ち捨てられるあなたの姿など、私は見たくないのです」

「ディルが私をいいように利用？　馬鹿言わないで、まったく意味が分からないわ！」

　憤慨をあらわにする私に、ライオネルは憐みのこもった目を向ける。

「時にアンジェリーナ様。あなたは現在、ディルハイドの庇護下にあるのでしょう？」

　唐突な話題転換に、私は是とも否とも答えず、眉根を寄せてライオネルを見やる。

「しかし、あなたが忍ぶように竪坑櫓から能力を展開していたのを見るに、彼に自身が生まれ変わりである事実を伝えていないのでは？」

　私がディルと一緒にいることも、そして彼に生まれ変わりの事実を秘していることも知られている。その事実に、内心ひどく驚いていた。

　なんとも言えない薄気味悪さを感じながら、あえてごまかすことはせずなに食わぬ顔で答える。

「そうだけど、それがなにか？」

「この十一年、一度として能力を使ってこなかったあなたが能力を解放したのは、ディルハイドを助けたいがため。しかし、ディルハイドは本当にあなたが助けるに値する人物なのでしょうか？」

「どういう意味？」

　警戒する私に、ライオネルは訳知り顔で告げる。

「ディルハイドは、あなたがアンジェリーナ様の生まれ変わりだと知っていますよ」

「え？」

　ディルが、私の正体に気づいている？

　嘘だ。そんなこと、あるはずが……。

「ディルハイドは知りながら、あなたが己のもとから離れていかぬよう、甘い言葉や態度で懐柔しようとしている。どうですか、身に覚えがありませんか？」

「まさか、そんなはずは……」

　ディルが私を懐柔しようだなんて、そんなはずはないとキッパリ断言したいのに、わななく唇は自信なさげに語尾を曖昧にしてしまう。

　……ずっと、ディルが私に過剰なくらい甘く優しく接することを不思議に思っていた。それが思惑あってのことだなんて、そんなことがあるのだろうか。

　不安な内心を隠しきれない私を見て、ライオネルは痛ましそうに続ける。

「私は前皇帝ガストンに管理責任を問われ炭鉱奴隷としてこの地に送られて、今も炭鉱労働者としてここにいます。ディルハイドが皇帝に就任した直後から、何度も中央に戻してもらえるよう願い出ていましたがずっと聞き入れてもらえず……。ところが一カ月ほど前、突然彼の方から接触を持ってきました」

「一カ月前……？」

　ちょうど、私とディルが再会した頃だ。

　ドクンと脈が跳ね、うるさいくらいに心臓が鳴っていた。

「ディルハイドは『自分に協力するなら祭事官として復職させてやる』と伝えてきました。しかし、十年も経った今になっての手のひらを返したような態度に、私は躊躇しました」

　ディルがライオネルに協力の依頼を？　そんなことがあり得るだろうか。

「彼から『協力の詳細は極秘なので、受けるという返事をもらってから話す。話を聞いた後断る選択肢はない』とも言われており、決断には相当迷いました。けれど、復職の魅力は抗いがたく。私は愚かにもディルハイドの協力者になってしまった」

「そう。よく分からないけど、ディルに協力して中央に戻れるのならあなたにとってもよかったじゃない。これから祭事官として頑張って。私、もう行くわね」

　ディルが私の生まれ変わりの事実を知っていたというのは正直気になる。だけどそれは、私とディルの問題だ。

　不安に思うなら、それはディル本人にぶつけるべきで、そこにライオネルを介在させる余地はない。

　これ以上ライオネルの話を聞いていたくなくて、あえて軽い調子で告げて踵を返そうとする。

「お待ちください！」

　ライオネルに後ろから手首を取られ、ビクンと肩を跳ねさせて振り返る。

「ちょっ!?　なにを」

「悠長なことを言っている場合ですか!?　このままでは、あなたはディルハイドにいいように使われたあげく、殺されてしまう！　彼の狙いは、この世によみがえった罪悪の聖女を利用するだけ利用して、最後にもう一度殺すことなのですよ！」

　あげかけた抗議の声は、かぶせるように訴えてくるライオネルの勢いに押されて引っ込んだ。

「ディルハイドが私に持ちかけた協力の内容は、感知の力を用いてのあなたの監視です！　ディルハイドの最終的な狙いがあなたを再び殺すことだと知っていたら、私は絶対にこの話を受けたりしなかった！」

　あまりに馬鹿げた話だ。即座に切り捨てたいと思うのに、ライオネルが鬼気迫る形相で畳みかけてくるものだから、声をあげるタイミングを逃したまま黙り込む。

「私の話が信じられませんか？」

　ライオネルが傷ついたような目で、弱々しく尋ねてくる。哀れを誘うその様子に、少したじろぐ。

　しかし、そもそも私にはライオネルの手を取るという選択肢がないのだ。

　私は愚かだった己自身をどれほど恨み、後悔したか分からない。今度こそ、私は間違えない。私の選択は最初から決まっている。

「悪いけど、あなたの話は信じられない。私はディルを信じると決めているの」

　私が断言したら、ライオネルは唇を噛みしめてうつむいてしまった。

　現実問題、ディルがライオネルを協力者に立てたという部分からして、疑わしいと感じていた。

　私の側仕えをしていた当時、ディルはライオネルにあまりいい印象を持っていなかったはず。……いや、もしかしたら神官長としての管理能力を怪しく思ってはいたが、聖人としての感知能力について一定の評価をしていた可能性はある。それで、ライオネルに依頼をした……？

　ひとりぐるぐる考え込んでいたら、ライオネルがその様子をジッと見つめているのに気づく。慌てて物思いを打ち切り、ライオネルに視線を向ける。

「信じていただけず残念です。ですが、ディルハイドとあなたのかつての友好を考えれば、それもやむないのかもしれません」

　ライオネルはこれまでとは一転、寛容な態度で告げる。

「あなたにも考える時間が必要でしょうから、今はいったん引きますが、覚えておいてください。私はあなたを助けたいのです。そして私には、それを実行する秘策があります」

「秘策？　それ、どういう意味？」

　ひどく引っかかる言葉だった。

「一週間後にまた連絡します。秘策については、その時にでも」

「え、連絡？　って、困るわ……！」

　ライオネルは私の質問には答えず、言いたいことだけ言うとその場に私を残して小屋を出ていった。

　ライオネルに示した強気の態度とは裏腹、彼が言っていたことが頭にこびりついて離れない。フェンが戻ってくるまで、私は悶もん々もんと考えを巡らせながら立ち尽くしていた。










第六章　転生した罪悪の聖女に訪れる悲しい別れ




　倒しても倒しても、新たに湧いてくる魔獣。終わりの見えぬジリ貧の攻防に、騎士たちは疲弊していた。

　……クソッ！　いつになったらやむんだ!?

　上空から新たに湧き出た魔獣を見やり、内心で舌打ちする。

　打開の一手を見つけられぬまま、ギリギリのところで交戦地の外に魔獣が出ていかぬよう食い止めていた。

　そんな時。まるで天に俺の願いが届いたかのように、新たな魔獣の出現がピタリとやんだ。

　なんだ!?　いったいなにが起こった？

　さらに、見えざるなにかに阻まれるように、魔獣からの攻撃が俺たちに届かなくなった。

　これは、アンジェ……いや、ルーシーか――！

　すぐにピンときた。間違いようなどない、これはデアラルンブール帝国のかつての騎士たちが付与されていた絶対防御の力だと。

　刃が届かない。矢が弾かれる。素手で向かおうにも触れることすら許されない。祖国ブローランス王国の騎士たちを壊滅に追い込んだアンジェリーナの力。それが今、俺たちに付与されているのだ。

「怯むな！　この機を逃さず、一気に叩け!!」

　突然の事態にどよめく騎士たちを一喝し、目の前の魔獣を討ち取る。騎士たちも動揺したのは一瞬で、俺の声で即座に立て直して相対する魔獣を的確に討っていく。

　勝負がつくのはあっという間だった。

「神の所業だ」

　ひとりがポツリとつぶやいたのを皮切りに、騎士たちが興奮冷めやらぬ様子で口々に叫びだす。

「いや、これって聖力だろう!?　俺たちを守ってくれた聖女様がいるんだ！」

「けど、今のって罪悪の聖女と同じ能力だよな……？　前政権時代の悪夢の再来にならないよな？」

「能力が同じだろうが、俺たちが助けられたのは事実なんだ！　縁起でもないこと言うなよ！」

「静まれ！　今は無駄口を叩いている時ではない！　手の空いた者から、町を巡回し負傷者の救護にあたれ！」

　俺が一喝すれば、騎士たちは口をつぐんで指示通り動きだす。

　副官のデイボットを見ると、魔獣の核が地面のそこかしこに転がる草原と上空の絶対防御が張られたと思しき箇所を複雑な表情で交互に眺めていた。

「デイボット」

　俺の呼びかけにデイボットはハッとした様子で、こちらに視線を向けた。

「此度の一件、公表するには尚早だ。急ぎ箝かん口こう令れいを」

「ハッ！」

　俺の指示を受けて駆けていく後ろ姿を眺めながら、彼が侵略戦争でデアラルンブール帝国に吸収されたフリーデン国の出身であったことを思い出す。

　……なるほど。デイボットも罪悪の聖女に一物あるか。

　現実問題、今も罪悪の聖女にわだかまりを持つ者は少なくない。今回、その罪悪の聖女と同じ能力を発現させたルーシーに非難が向くことだけは、なんとしても避けなければ。

　現状では、ルーシーが聖女だと明らかになっていないが、彼女がここに向かった事実からベルフォードあたりはすぐに察しをつけるだろう。国民への公表いかんはともかく、最低限高官たちには明かす必要があるかもしれない。

　ルーシーの今後について考えていると、聞き慣れた足音が遠くから段々とこちらに近づいてくる。

「フェンか！　……ん？　ルーシーは一緒ではないのか？」

　現れたのは、なぜかフェンだけ。ルーシーの姿はなかった。

　フェンが少し困った様子で、鼻先でクイッと街路を示す。

　なんだ？　まさか、ルーシーになにかあったのか!?

　俺は近くにいた騎士に現場を離れる旨を手短に伝え、フェンにルーシーのもとまで案内を頼んだ。




　ルーシーの姿は街路を外れた小屋の中にあった。

　扉から現れた俺を見て、ルーシーはひどく驚いた様子だった。

「ルーシー！」

「えっ!?　陛下……！」

　フェンの様子から、もしかしてルーシーに危険が迫っているのではと思ったが、ザッと見てルーシーに怪我などはなさそうだ。ぐるり見回す小屋内に特に危険な物はなく、ルーシー以外の人影もない。

「無事か？　ここには君ひとりか？」

「……えっと、実はさっきまでライオネルがここにいました」

　逡巡の後、ルーシーが答えた。

「ライオネルだと!?」

　奴の名前を耳にした瞬間、二日前の出来事が脳裏に浮かんだ。

　俺が束の間前線基地に下がったタイミングで、たまたまライオネルが物資の補充にやって来た。その時雑務に奔走していた俺は、奴に気づきながらも声をかける余力がなかった。すると、恐れ知らずにも奴の方から俺に話しかけてきたのだ。

　奴の第一声は『聖女様は、お元気でらっしゃいますか？』とこうだった。なぜこいつが、アンジェリーナがルーシーとして生まれ変わっていることを知っているのか。ルーシーが聖力を使えばそれを感知できるだろうが、彼女は男たちに襲われた時ですら使おうとはしなかった。おそらく今世で、一度も聖力を使っていないはず。

　そんな状況でこいつはどうやって、そしてどこまで彼女の事情を知っているのかと訝る俺をジッと見つめていたが、突然ニヤリと不遜な笑みを浮かべた。

　勝ち誇ったようなその表情を前に、自分がカマかけに引っかかった可能性に思い至って愕然とした。なんとか取り繕おうとしたが、間が悪いことに戦況報告にやって来た騎士に声をかけられてしまい、その隙にライオネルは行ってしまったのだった。

「まさか、奴になにかされたのではあるまいな!?」

　俺は思わずルーシーの両肩を掴み、強い語気で問い質ただしていた。

　奴がこの場にたどり着いたのは、先ほど使われた絶対防御の聖力を追ってきたからだろうが、二日前の俺の態度がルーシーの存在を確信させてしまったのは間違いない。

　俺のせいで彼女が危険にさらされたと思えば、とてもじゃないが冷静ではいられなかった。

「大丈夫よ、なにもなかったわ。彼は私を懐かしんで挨拶に来ただけなの」

　ルーシーは俺の背中に腕を回し、落ち着かせるようにポンポンと叩く。

「だから落ち着いて、ディル？」

　不自然にビクンと体を硬直させた俺に、ルーシーもハッとした様子で手を止めた。耳にしたかつての愛称は、特別な感慨をもって俺の胸を震わせた。

「っ、申し訳ありません。陛下をぶしつけに呼び――」

「やめてくれ！」

「申し訳ございませんっ!!」

　咄嗟にかぶせるように制止してしまったら、彼女は青褪めた顔で膝に頭がつきそうなくらい腰を折って謝罪を口にした。

「違うんだ。そうじゃない！　どうか頭を上げてくれ」

　俺は慌てて弁解し、頭を上げるよう促す。

「俺のことを他人行儀に呼ばないでくれ。……君には『ディル』と呼んでほしいんだ」

　ルーシーが驚いたように目を瞠る。美しいすみれ色の瞳は、薄く涙の膜が張り、潤んでいた。

　彼女はなにか決意した様子で、重く口を開く。

「……ディル。私はあなたに伝えなければならないことが、たくさんあります。どうか聞いていただけますか？」

「ああ、聞かせてくれ。君の話が聞きたい。……こちらで座ろう」

　俺はルーシーを、小屋の奥に無造作に敷かれたラグの上に誘う。壁に背を預け、二メートル四方のラグにふたりで並んで座った。

　フェンは俺たちに気を利かせたのか、くりぬき窓からスルリと体をすべらせて小屋の外に出ていった。

「実は私、前世の記憶を持っています」

　腰を下ろしひと息ついたところで、ルーシーがポツリと切り出す。俺は小さく相づちを打ち、静かに彼女の言葉を待つ。

「私はかつて、アンジェリーナとして生きていました」

「知っていたよ」

　ルーシーは即座に頷いた俺に驚いたような目を向けた。

「厳密にいえば、最初は知らなかった。確信を得たのは、君が発熱した日だな。アンジェでなければ知り得ない内容を、君は口にしていた」

「そんなに早くから……。こんなに重大なことを黙っていて、ごめんなさい」

「謝る必要はない。重大だからこそ安易に打ち明けられなかったのだと、事情も分かる」

「……ディル。でも、これは謝らなくちゃならないわ。あなたのご両親も、国も、全部私が奪ってしまった」

　あふれ出る涙を拭おうともせず、ルーシーは静かに続ける。

「愚かな私はその罪業に思い至りもせず、知ろうともせず、守られた神殿宮の中で安穏と笑いながら人物兵器を量産していた。謝って許されることではないけれど、それでもっ……申し訳、ありませんでした」

　嗚お咽えつが交じる切れ切れの謝罪が胸を打つ。

　優しくて、柔軟で、正直で。そしてなにより、人の痛みに寄り添い共感する。……あぁ、同じだな。

　もちろん、俺は生まれ変わりの事実を疑っていなかったし、ルーシーとアンジェリーナを同一の存在と理解していた。

　しかしこの瞬間に、俺はアンジェリーナとルーシーがひとつの魂であると、頭ではなく、心で実感できた気がしていた。

「もともと君に奪われたとは思っていないが……。だが、そうだな。ひとつ言えることは、それ以上に多くのものを俺は君からもらったよ。優しさも、笑顔も、誰かを愛おしむ心も、俺は君から教わった」

「嘘よ。だって、優しいのも、無邪気な笑顔で心を癒やしてくれたのも、私が知らなかったきょうだいの絆も、全部ディルが私にくれたものだわ」

「ははっ。嘘とは心外だ。だったらまぁ、俺たちはお互いに優しさや愛情を与え合っていたということだろう」

　改めて、ルーシーの目を見て告げる。

「ルーシー、今回の君からの謝罪をすべて受け入れよう。だが、この上はどうか贖罪の念に心をとらわれないでくれ。俺は君の笑顔が見たい」

「……あなたがそれを望むなら」

　俺の言葉にルーシーがクシャリと微笑んだ。泣き笑いみたいなルーシーのその笑みの愛らしさにグッと胸が詰まった。

　愛しい想いのまま、そっと細い肩を抱き寄せた。彼女は逆らわず、そのままコテンと俺の肩に頭を預けてくる。微かな重みと体温が心地よかった。

「ほかに話しておきたいことはあるかい？」

　少しの間を置いて、ルーシーが緩く首を振る。

「ならばルーシー。今度は俺の話を聞いてくれるか？」

「もちろんです」

「君の最期の瞬間のことだ。俺は――」

　言葉の途中、戸口の外に第三者の気配を感じて口をつぐむ。表にいるはずのフェンがなんらアクションを起こさなかったことは不可解だが、即座にルーシーの前に身を乗り出して背中にかばう。

　その直後――。




◇◇◇




　ライオネルが去った後、なんとフェンがディルを伴って小屋に戻ってきた。

　そこで私は、彼に生まれ変わりの事実を打ち明け、かつての罪業を詫びた。ライオネルとの会話の子細を、咄嗟に『懐かしんで挨拶に来ただけ』とごまかしてしまったのは、単に激昂するディルを落ち着かせようと慌てていたからで特段意図したものではない。

　ライオネルの言っていたことが気にならないと言ったら嘘だが、それはおいおい確認すればいいこと。それよりも私の中では、転生の事実や謝罪を伝える方がずっと重要度が高かった。

　私の一世一代の告白。それに対するディルの反応は、私への思いやりと慈しみに満ちたもので。

　……あぁ、変わっていないな。

　今も昔も変わらないディルの優しさに触れ、心の澱おりがスーッと晴れていくのを感じた。ほかに話しておきたいことを問われたが、心地いいこの空気を壊してしまうのが嫌で、静かに首を横に振った。

　そうして会話の主導権がディルに移った、その直後。

　――ガタン。

　建て付けの悪い戸が引き開けられ、スラリとした長身痩躯のシルエットが浮かび上がる。

「ベルフォードか！」

「お犬様が表にいたので、よもやと思いましたが。まさか、本当にこんな場所にいらっしゃるとは」

　戸口から姿を現したのは、なんと帝都にいるはずのベルフォードさん。そして、彼の後ろから朗らかな笑みを浮かべた女性が、ひょっこり顔を覗かせた。

「なっ！　マーサまで一緒なのか!?」

「えっ!?　マーサさん!?」

　ディルと私の声が重なった。

「事後処理にはしばらく時間がかかるかと思いまして。その間のルーシー様の介助にお連れしました」

「え？　時間がかかるって……待ってください、ベルフォードさん。ディルは、いえ、陛下はそうかもしれませんが、私はこのままひとりで帰れますから」

　だから「介助はいらない」と続けようとしたら、ベルフォードさんが呆れたように私を見て、特大のため息をついた。

「あなたをひとりで帰らせるなど、陛下が了承するわけがない。ここはおとなしく後処理が終わるのを待ち、陛下の部隊と共に帰路に就かれるが吉かと」

　ベルフォードさんの横で、ディルが当然だというように首を縦に振っている。

「そもそも！　あなたとの面会の後、私がハイネールに向かう馬車の準備を進めている最中、あなたはまさかの単身で帝宮を飛び出してしまうのですから。本当に肝を冷やしましたよ！」

　冷静沈着なベルフォードさんが語気を強くしていた。どうやら、かなり心配をかけたらしい。

「それは……すみませんでした」

　謝罪を口にしながら、私は内心でベルフォードさんの周到さに舌を巻いていた。

　彼は私が帝宮からここに向かった時点で、魔獣被害の収束とその後のハイネール滞在まで見越して、マーサさんを伴ってやって来たことになる。

　……ある意味、ライオネルの感知以上の状況把握能力だ。

「ルーシー様。緊急だった行きの件はともかく、脅威が去ったこの状況で女の子をひとり帰らせるなんて、私だって到底了承できませんよ。陛下の部隊が後処理を終えて帰路に就かれるまで、私と一緒にこちらで羽を伸ばしませんか。ハイネールの南地区に、いい宿がありますの」

　肩を縮める私にマーサさんが歩み寄り、やわらかな声音で語りだす。

「……マーサさん。ありがとうございます、お言葉に甘えてお世話になります」

「おそらく十日程度の滞在になるのではないでしょうかね。宿で一番眺望のいいお部屋を手配していますの。可愛らしい庭もありますから、楽しみにしておいてくださいませ」

　朗らかなマーサさんの笑顔にホッとする。自ずと私の顔にも笑みが浮かんでいた。

　……もしかしたら、自分で思う以上に気が張りつめていたのかもしれない。

「陛下。おおよその状況は途中で街の巡回にあたっていた騎士から聞きましたが、現在、核の回収はどの程度お済みですか？」

「八割方回収を終えている。今日中に完了する見込みだな。それよりも問題は、町の物的被害だ。幸いにも人的被害は僅かだ。まだ俺のもとにもすべての報告が出揃っていないが、東地区が――」

　私とマーサさんの後ろで、ディルとベルフォードさんは情報共有に忙しそうだった。

　その後、ディルは慌ただしく部隊の指揮に戻り、私はマーサさんと共に宿に移動した。ディルの話が聞けずじまいになってしまったのは残念だったが、魔獣被害を免れた南地区はのどかな様相で心が綻んだ。

　案内された客室は宿の三階で、入り口を入ってすぐに応接間と、奥に二間の客室を備えたゆったりとした空間だった。そしてマーサさんの言葉通り天地に広がる大きな窓からの景観が素晴らしかった。

「ね？　美しいでしょう」

　ハイネールは炭鉱の町として有名だけれど、新緑がまぶしい山や涼やかな川に恵まれて、四季折々の景色がこの地に来る人々の目を楽しませた。

「はい、本当に。それに、なんだか時間の流れがゆっくりに感じます」

「そうね。土地もそうだし、ここに暮らす人たちもおおらかな人が多いわ」

　マーサさんは私を窓の前に残し、室内に備えつけのミニキッチンの方に消えた。

「さぁ、こちらでお茶でも飲んでひと息つきましょう」

　しばらくして、マーサさんから声をかけられて振り返ると、応接セットのローテーブルに温かな湯気が立つ紅茶が置かれていた。

「ありがとうございます、いただきます」

　マーサさんと向かい合ってソファにかけ、さっそくお茶をいただく。

「とってもおいしいです……！」

「よかったわ。おいしいお茶の淹いれ方には自信があるの。ちょっとしたコツなんだけれど」

「わぁ、すごい！」

「よかったら今度お教えしますわ」

　にこにことマーサさんが微笑む。

「いいんですか？」

「もちろんよ。それでぜひ陛下に淹れてあげてくださいませ。きっと喜びますわ」

「……えっ？　喜びますかね？」

　ディルが紅茶を飲んでいる場面があまり思い浮かばない。

　そういえば、前世でもディルと親密に過ごしていたけれど、主従という壁もあって同じテーブルについたことはなかった。ルーシーとして再会してからもディルは多忙で、神殿宮で食事をしていったことはない。

「ふふふっ、好きな人が手ずから淹れてくれて、嬉しくないはずがないわ」

　マーサさんが悪戯っぽく微笑む。

「っ、好きな人ってそんな！　違います！」

「あら、違っていた？」

　慌てて否定する私に、マーサさんは意外そうに首を傾げる。

「はい。だって、彼には大切な女性がいて……」

　ここでふと、ディルが魔獣討伐に出発する直前、私の膝枕で漏らした『大切な女性は、今も昔もアンジェただひとり』という寝言が脳裏をよぎった。

「あの、マーサさん。本人のいないところでこんなことを聞くのはマナー違反だと思うんですが……、その。陛下には懇意にしている女性がいますよね？」

「ええ、いるわ！」

「っ！」

　マーサさんに断言されて、鈍器で頭をガンッと打たれたような衝撃が走る。

　想像以上にダメージを受けている自分がいた。

「その女性が現れたのは、一カ月前くらいね。これまでいっさい女性を寄せつけなかった陛下が、わざわざ帝宮に呼び寄せて、彼女の身の回りの細々とした品まで自らかいがいしく揃えるほどの入れ込みようで」

　……ん？

「そうそう！　陛下はその方にだけ、愛称呼びを許しておられるみたいね。先ほどの会話で女性が『ディル』と言いかけたのを『陛下』と訂正したら、ムッとした顔をしていて……もう、私は噴き出したいのをこらえるのに必死だったんだから」

「あのマーサさん。それって、私のことですか？」

「ふふっ、ほかに誰がいるというの。少なくとも私は陛下の周りにルーシー様以外の女性など、見たことも聞いたこともありませんわ」

「……マーサさん」

　かなわない。マーサさんは全部、お見通しだ。

「ルーシー様、私は陛下本人ではありませんから、その心を代弁することはできません。ですから、私が言えることはひとつだけ。周囲の騒音に惑わされることほど愚かなことはありません。ルーシー様の目で見た陛下を信じるのが一番ですわ」

　……そうか。なにも迷うことなんてない。私が今日まで見てきたディルを信じたらいいのだ。

　マーサさんの言葉に光明を見たような気がした。

　この瞬間に、僅かに胸にくすぶっていた疑念も不安もすべてが溶けて消えていったのを感じた。

「マーサさんって、すごいです」

「あら嬉しい。年の功ってやつかしら？」

　その後はマーサさんと取り留めのない会話をしながら、ゆったりとした時間を楽しんだ。




　あれから三日が経った。

「ルーシー、今日まで顔を出せずすまなかった！」

　この日は、宿に身を寄せて初めてディルが私のもとを訪ねてきた。

「いいえ。ディルがどんなに忙しくしていたか、ベルフォードさんから聞いています。お疲れさまです」

　討伐完了直後は壊滅的な被害を負ったハイネールの東部の復興支援で、そして現在は魔獣の出口となっていた時空の裂け目の修復箇所が綻びた原因の究明で寝る間もない状況らしい。

「待て。ベルフォードがここに来たのか!?」

「はい。一昨日、様子を見に来てくださいました」

「あいつっ……俺を差し置いて！」

「あの……」

　憤るディルに怯んでいると、見兼ねた様子でマーサさんが横からスッとやって来る。

「はいはい、陛下。男の嫉妬は見苦しいですわよ。あまりお時間もないのでしょう？　いつまでも部屋の入り口でぐずぐずしておりませんで、お茶でも飲んでいかれませんか」

「あ、ああ。そうしよう」

　ディルはマーサさんの勢いに押されるように、いそいそとソファに腰かけた。

　そのディルに向かって、マーサさんが告げる。

「陛下。すみませんが、少々お使いがございまして。席を外させていただきますね」

　えっ？

「ん？　そうか。まだ混乱している場所もある。気をつけていってこい」

「はい、いってまいります」

　え、えっ？　ぇええっ!?

　マーサさんは私にウインクを残し、するりと部屋を出ていった。

　私はマーサさんが消えた扉をちょっぴり恨めしく眺めながら、備えつけのミニキッチンに向かう。

　マーサさんがわざわざディルに『お茶でも飲んでいかれませんか』と言い残して出かけたのは、……うん。きっとそういうことなのだろう。

「お待たせしました」

　トレーにお茶をのせて現れた私に、ディルは目を丸くした。そしてハッとした様子ですぐに立ち上がると、私の手からトレーを受け取ってくれる。

　……ふふっ。側仕えならいざ知らず、今は皇帝陛下だというのに、飾らない気さくな人だ。

「君が淹れてくれたのか？」

「はい。まだ、マーサさんほど上手ではありませんが」

　ディルの手でトレーから紅茶がローテーブルに移される。

　二客のカップが並んで置かれたのを見て、私は対面のソファではなく、ディルの隣に並んで腰を下ろした。

「さっそくいただこう」

　ディルはカップを掴むと口もとに寄せて、香りを楽しむように少しの間を置いてから、そっと含んだ。

「ん！　うまいな！」

「本当ですか？」

「ああ。苦みやえぐみもなく、スッキリ飲める。香りもいい」

「よかった」

　私もカップを取り、そっと口に含む。

　すると、なるほど。マーサさんとの練習の甲斐あって、なかなか上手に淹れられていた。

「不自由はないか？」

「ええ、ここは本当にいいところで。マーサさんとふたりで目いっぱい満喫しています」

「そうか」

　ディルはもうひと口紅茶を飲んでから、そっとカップをソーサーに戻して切り出した。

「三日前、俺が『今度は俺の話を聞いてくれるか？』とそう言ったのを覚えているか」

「もちろん覚えています。あの時、私の『最期の瞬間』とそう言いかけていましたよね。実は私、以前あなたが夢現で『殺す気なんてなかったんだ。俺は君を助けたくて』と言っているのを聞いています。……教えてください。私の最期の日のことを」

「そうか、そんなことを口走っていたのか。俺は――」

　そうしてディルの口から語られたのは、ある意味私の想像通りで。

　やはりディルは、私を殺そうとしていたのではなく、むしろ私の死を願う支援者たちの手から守ろうとしてくれていた。不運にも、どさくさの中でディルが私を刺すという最悪の結果になってしまったが。

「言い訳はできない。結果的に、忠臣から取り上げた短剣で、俺が君の胸を刺し貫いた。君の命を奪ったのは俺だ。詫びようもない……すまなかった」

「ディル、謝らないで。私は嬉しいの」

　事実、ディル本人の口から聞かされた真実は、私を喜びに震わせた。

「嬉しい、だと」

「ディルが私を助けようと動いてくれた、その事実で救われたわ。私、あなたに殺したいほど憎まれているとずっと思っていたから」

「馬鹿な。愛する君を憎むはずがない」

「えっ？」

　目を見開いて固まる私に、ディルはさらに言葉を重ねる。

「ましてや、君の死を望むなどあり得ない。いや、最初に俺が神殿宮に潜入した経緯はそれだったから強くは言えんのだが。だが、共に過ごす中で君を愛おしく、なによりも大切に思っていたその心に嘘はない」

　私の目を真っ直ぐに見つめ、ディルはゆっくりと語る。

「ルーシーとして生きる今の君も、アンジェリーナだった前世の君も、どちらの君も愛している。俺にとって大切な女性は、今も昔もアンジェただひとりだ」

　……嘘。ディルの『大切な女性』は私だった……？

　一拍の間を置いてディルの言葉をのみ込むと、じわじわと喜びが満ち、深い歓喜が全身を満たす。

　幸福で胸が詰まり、なかなか返事ができないでいる私になにを思ったか、ディルが少し焦ったように付け加える。

「いや、すまん。今はルーシーただひとりというのが正解かもしれん」

「そこは、どっちでも。アンジェリーナもルーシーも、私だもの」

　ディルがふわりと目を細め、私の肩を抱き寄せる。

「……ルーシー」

　えっ？

　ディルの整った顔が近づき、形のいい唇が私のそれに迫り――。

　――ガタン。

「ただいま戻り……あら？」

　ディルの唇が触れる直前、朗らかな声と共にマーサさんが扉を開け放ち。私たちを見て、固まった。

　私たちは弾かれたようにパッと離れ、しどろもどろにマーサさんを出迎える。

「お、おかえりなさいっ！」

「っ！　マーサ、早かったな」

「えぇ、少々早かったようで。次はもう少し長めにお使いに行ってまいりますのでご容赦くださいませ」

「そんな余計な気回しは不要だ」

　まったく動じないマーサさんに、ディルは苦笑していた。

　そうして私に視線を戻すと、ディルはこれまでになく甘い眼差しで名残惜しそうに告げる。

「……ルーシー、すまないがそろそろ行かなくては。お茶、ごちそうさま。また、淹れてくれ」

「はい、必ず。お仕事、頑張ってください」

「ああ、また顔を出す。いってくる」

　私の頭をさらりとひと撫でし、ディルは部屋を後にした。

　ディルの気持ちを知り、心と体が舞い上がりそうになるくらい嬉しかった。だけど、私は罪悪の聖女の生まれ変わりだ。その私が、皇帝という立場の彼の隣にいて迷惑にならないか。彼の気持ちを受け入れることに躊躇があった。

　触れ合う直前で中断された口づけ。ディルは明らかに残念そうだった。けれど私は今、少しだけホッとしていた。




　その日の夕方、私はライオネルに宛てて手紙をしたためていた。

　内容は至極シンプルで『私に助けは不要』『もう二度と接触してこないでくれ』とこの二点だけ。

　私は当初ハイネールの町に滞在する予定はなく、帝都に帰るつもりでいた。ライオネルが神殿宮に帰った後の私とどんな手段で連絡を取る気だったのか考えれば、少し薄ら寒い気分になった。

　ライオネルは私がディルの庇護下にあることを知っていたし、甘やかされているだとかそういった事情も把握しているような口ぶりだった。もしかすると、ライオネルには帝宮内に協力者がいるのかもしれない。

　さらに気がかりなのは、ライオネルが最後に口にした『秘策』のこと。

　ライオネルは、いったいなにをたくらんでいるの？

　彼の魂胆には、皆目見当がつかない。ただ、聖人の名と身分を失ったライオネルは現在いち炭鉱労働者にすぎず、現実問題、たくさんの人を従えられるほどの人望があるとは思えなかった。

　おそらく、彼自身にできることはそう多くない。なにか事を起こすにしても、それはきっと私の絶対防御での協力ありき。だから彼の言う秘策も、私さえ首を縦に振らなければ、不発に終わるのではないか。

　いずれにせよ、私がライオネルの手を取ることは絶対にあり得ない。いまだディル本人に尋ねられてはいないが、そもそも彼に疑いを向ける余地などないのだ。たとえ、本当にディルが再びの私の死を願っているのだとしても……ううん、私には分かっている。今もアンジェリーナを殺してしまった贖罪に生きる彼に限ってそれはあり得ないことだと。

　この話はライオネルの戯ざれ言ごとだ。ディルがルーシーに見せた優しさに裏なんてない。

　ならば、彼が指定した一週間を兢きょう々きょうとしながら待つ必要はなく、さっそく鉱員組合に問い合わせたら、宿舎に彼の居住があることが分かった。

　私は迷わず、断りの手紙を書くことにした。

　そうして書き上がった手紙はマーサさんに託した。

「マーサさん、これが鉱員宿舎の住所に届くように手配してもらえますか」

「はい、たしかに承知しました」

　折を見てディルには相談するとして、ひとまずの対応はこれでいいだろう。手紙を送ったことで、私の中でライオネルの一件に区切りがついた。

　ひとつ肩の荷が下り、私の心は晴れやかだった。




　翌日は、なんと朝からディルが私のもとを訪ねてきた。『また顔を出す』とは言っていたけれど、多忙な彼が昨日の今日で現れるとは思っておらず、驚きを持って出迎える。

「ディル！　また来てくれたのね」

「どうしても君に会いたくてな。勤務前に時間がつくれたから、顔だけ見にきた。連日でやって来て、迷惑ではなかったか？」

「なに言ってるの！　来てくれて嬉しいわ」

「そうか」

　ディルは私の答えに、はにかんだような笑みをこぼして頷いた。

「ねぇディル、すぐ部隊の方に向かうのなら玄関まで送らせてちょうだい」

「これは嬉しい申し出だ。庭を少し歩くくらいの時間はある。庭に寄ってもいいか？」

「もちろんよ！　ちょっと待っていて」

　私が室内に取って返し、外がい套とうを羽織って戻ると、目の前に厚みのある大きな手が差し出される。ディルの意図に気づき、高鳴る鼓動を抑え、おずおずと手を重ねる。

　前世を含め、ディルと手をつないだのはこれが初めてだった。

　キュッと握り込まれ、ディルの手のひらの温もりに包まれる。心臓までが握り込まれてしまったみたいに、きゅーっと縮んで苦しくなった。

　……うぅ、なんだろう。これ、すごくドキドキする。

「行こうか」

「ええ」

　私はディルと手つなぎで庭に繰り出した。

　宿の庭は、帝宮の庭園のような幾何学的な美しさとは違い、自然の風景がそのまま活いかされた素朴で可愛らしい印象の庭だ。

　可憐に咲く草花や膨らみ始めた実をつけた果樹を眺めながら、ディルと石畳の小道を歩く。

　ゆったりと並んで歩くだけの時間がこんなにも楽しいだなんて知らなかった。だけど、ひとりではきっとこうはならない。ディルとだから、こんなにも楽しいのだ。

　その時、一陣の風が吹き抜けて、背中に下ろしたままの私の髪をふわりと乱す。

　私は慌てて押さえたけれど、舞い上がった髪のひと房がすぐ横の果樹の枝に絡んでしまったようで、クツンと引っ張られる感触に僅かに眉を寄せる。

「んっ」

「ルーシー。動かないで」

　私が手を伸ばすよりも先、ディルが枝に手をかけて絡んだ髪をほどきだす。つないでいた手はいったん離れたけれど、ふたりの立ち位置はまるで抱き合っているみたいな近さだ。むしろ手つなぎより密着度が高くなっている。

　早鐘みたいに打ちつける心臓の音が聞こえてしまわないように祈りながら、真剣な表情で解き進めていくディルを眺める。

　……ディルって、すごく綺麗な顔をしているわよね。

　でも、だからといって女性的なわけじゃない。スッと通った鼻梁に秀でた額、シャープなラインの頬に、喉ぼとけが浮かぶ太い首も、全部が男性を感じさせた。

　今度は視線をディルの手もとに移す。長い指は剣を扱うせいか、節くれ立って少しゴツゴツして見えた。手の甲に浮かぶ筋と袖から覗く骨ばった手首も……うん、どこも私とは全然違う。

　それにさっきつないだ時、私の手をすっぽり覆ってしまうくらい大きくて、温かかったな。

「ルーシー、取れたぞ」

「え？　あ、ありがとう！」

　ディルに声をかけられて、ハッとしてお礼を言う。

「どういたしまして。あんまりジッと見られるものだから、指が震えそうになったが、無事にほどけてよかった」

　苦笑いで告げられて、ビクンと肩が跳ねる。

　ひぃっ、ぶしつけに眺めていたのがバレていた！

「っ、ごめんなさい。……あの、ディルの真剣な横顔があんまり綺麗で、……手も男らしくて素敵だなって。……つい、いっぱい見ちゃって、ゴメンナサイ」

　私がしどろもどろに白状したら、ディルは目を丸くして、すぐに手のひらで顔を覆った。どうしたのか。

　……あら？　ディルの顔が赤い？

　指の隙間から覗くディルの目もとや頬が朱色に染まって見えるのは気のせいか。

「ルーシー、俺じゃない」

「え？」

　なぞの台詞に首を捻った。直後、クイッと腕が引かれ、そのままディルの胸の中にポフンと抱き留められる。

「綺麗なのは……君だ」

　甘さと熱を含んだ低いバリトンの囁きを聞くのとほぼ同時、形のいい唇が私の口もとに近づく。

　え、嘘っ!?　咄嗟にギュッと目を閉じて、拳を握りしめて身を縮めた。

「っ!?」

　……あれ？　唇じゃ、なかった？

　予想に反し、ディルの唇は私の鼻先にチョンと触れて離れていった。

　おそるおそる目を開けたら、啄ついばむようにチュッと目尻に口づけられた。

「んっ！」

「これに懲りたら男を煽るようなことは言わないことだ。……次は遠慮しない」

　遠慮って……もしかして、ディルは私がガチガチに固まっているのを見て、今回はやめてくれた？

　けっしてディルと口づけるのが嫌だったわけではないのだ。ただ、緊張してしまって……。

「あの……っ」

　言いよどむ私にディルはフッと微笑んだ。

「ここまで十一年待ったんだ。君のペースでのんびりいくさ。ただし、今度焚たきつけるようなことを言ったら、俺の理性が持つかは約束できないぞ」

　焚きつける？　ディルはなにを言っているのか。

　きょとんと見返す私に、ディルは苦笑した。

「まぁ、今はいい。すまんが、俺はもう行かなければ。ひとりで部屋に戻れるか？」

「もちろん戻れます。気をつけていってらっしゃい！」

「ああ、いってくる」

　やわらかな抱擁を残し、ディルは門に続く小道を小走りで駆けていった。




　ディルが行ってしまった後も、まだ頬が火照っているように感じた。

　全身には、ふわふわした余韻が残る。少し熱を冷ましてから部屋に戻ろうと、私はひとり庭の散策を続けることにした。

　そうして小道の突き当りを曲がった時、いきなり目の前にライオネルが現れた。

「きゃっ!?」

　驚いて後ろにたたらを踏んだ。

「人が下手に出ていれば、あんな手紙を送りつけてきて。どういうつもりです？」

　突然のことに呆気にとられていると、ライオネルが私に向かって荒々しく腕を伸ばしてくる。

　その手が触れる直前で、私はハッとして自身に絶対防御をかける。

「いや！　来ないで……痛っ!!」

　私は絶対防御を発動し、ライオネルの腕を弾いた……はずだった。

　……嘘！　なんで!?

　ところが、実際にはライオネルの手をかわせてはおらず、軟弱な見た目からは想像できないくらいの力で手首を握り込まれてしまっていた。

《すぐにディルハイドを呼び戻す！　待っていろ！》

　少し離れた場所からフェンの念話を拾い、若干心に余裕が出る。

　フェンが行ってくれたから、すぐにディルが戻ってきてくれる。だから少しの時間、この場をしのげば大丈夫。

「いっ！」

　強く掴まれた手首がギリリと軋みをあげる。

「私に絶対防御を張ろうとするなんていけませんね。少々、おいたが過ぎます」

「っ、どうして……？」

　どうして、絶対防御が効かないの!?　こんな事態は今まで一度だってなかった。

　体がカタカタと小刻みに震える。さらに、不思議なほどの虚脱感に見舞われていた。

　絶対防御を展開し損ねたせいだろうか。

「ははっ、不思議そうですね。あなたにだけは教えてあげましょう」

　ライオネルは、私の手首を掴むのと逆の手で懐から直径五センチほどのなにかを取り出す。

　彼が見せつけるように目の前にかざしてきたのは、黒光りする石ころだった。

「……石？」

　たしかに艶やかな黒色ではある。けれど、しょせんただの石。それがいったい、なんだというのか。

「あなたの絶対防御が機能しなかったのは、これのせいです。これは、ただの石ころではありません。聖力を無効化する鉱石です」

　ライオネルは特に隠す気もないようで、怪訝そうに見つめる私にあっさりと打ち明けた。

「無効化ですって!?」

　本当にそんな物があるの!?　にわかには信じがたいが、事実、私の絶対防御は封じられた。

　ライオネルは奪われるのを警戒してか、石をすぐに懐に戻していた。

「驚きはもっともです。私も炭鉱労働の最中、これを感知した時は驚きましたよ。あの瞬間は、炭鉱奴隷に落とされた悔しさも憎しみも吹き飛ぶほどの興奮と高揚を覚えました。これを得るための炭鉱労働であったと考えれば、あなたへの積年の恨みだって昇華させることができた」

「……恨み？」

　敬った態度の裏で小娘と侮られているのは感じていたが、恨まれているとは思っていなかった。

　パチパチと目を瞬く私を、ライオネルは冷ややかに見下ろす。

「意外、といった顔ですね。十一年前、あなたは側仕えを装って潜伏していたディルハイドに殺された。悲惨な最期だったかもしれないが、それによって残された私の人生だって狂わされてしまったのです」

　当時の苦渋を思い出しているのか、ライオネルはとつとつと語る。

「私はガストンにあなたの死について管理責任を問われ、炭鉱奴隷に落とされた。すべての元凶はあなただ。恨みに思わないわけがないでしょう」

　私の困惑に気づいているのかいないのか。ライオネルはかまわずに続ける。

「ですが、炭鉱労働の最中この石を得たからにはすべて水に流しましょう」

「……あなたが言っていた〝秘策〟はその石？」

「厳密には、この石は秘策を実行するための鍵です。端的に申します。私と手を組みなさい。あなたと私が組めば、天下が取れる」

　ライオネルはさらに言葉を重ねた。

「絶対に悪いようにはしませんよ。それに私とてあなたを力で従属させるのは本意でないのですよ。ですから、ぜひあなたから私の手を取ってほしい」

「いいえ、あなたは嘘つきだわ！　あなたの甘言には惑わされない！　私は、ディルを信じている！」

　私がキッパリと言いきると、ライオネルの見せかけだけの笑みは消え、ギラギラとした攻撃的な眼差しを向けてくる。

「おやおや、よもや無理やり屈服させられるのがお好みとは。そういう嗜し好こうでいくのなら、荒くれどもの巣窟に奴隷として送り込まれた私がどれほどの屈辱を味わったか、あなたにも同じ思いを味わってもらいましょうか」

「いったい、なにを言っているの？」

「ははっ。私がここで男どもからどんな洗礼を受けたか、お綺麗なあなたには想像すらできないようだ。いっさい女気がない中で鬱憤をため込んだ獣どもにとって、私は欲望のはけ口に格好のカモだったということです」

　ライオネルは嘲るように吐き捨て、掴んだままの私の手首をグイッと引いた。

「ヒッ！」

　絶対防御を封じられた状態では、男女の力の差はいかんともしがたく。どんなに身を捩っても、ライオネルの拘束から逃れることができない。

「なに、苦しいのは最初だけ。どんなに抵抗してもままならないと分かれば、いずれ諦めと共に屈服するしかなくなりますよ。そうなると、さして苦とも感じなくなる。私もそうでしたからね、よく分かります」

　顔を寄せられて、唇同士が触れ合いそうになる。

「っ、やめて……！」

　咄嗟に顔を背けたが、ライオネルはかまわずにそのまま私の頬をベロリと舐め上げた。気色悪さに鳥肌が立ち、歯の根がガチガチと音を立てた。

　いったん顔を離したライオネルは、そんな私の反応を楽しむように見下ろし、舌なめずりをする。それはさながら、獲物を前にした捕食動物のようだ。

「けれど男の私とあなたには、ひとつだけ決定的な違いがある。女のあなたはいつか私の子を孕む。……知っていますか？　聖女と聖人の子は、これ以上ない最強のかけ合わせであると。さて、私たちの子はどんな能力を持って生まれてくるのでしょう……はははっ！　楽しみだ！」

　……狂っている！　耳もとで囁かれたのは、かつて聖職にあった者の言葉とは思えない下劣な台詞。おぞましさに吐き気がした。

　私はライオネルに掴まれているのと逆の手を外套の下に忍ばせた。震える指先で触れたのはドレスや小物類と共にディルから贈られた物のひとつ……護身用の短剣。

　実際に使う気はなく、あくまで用心として念のため携帯していた物だった。しかし今、ライオネル相手に振るうことに躊躇はなかった。

「離してっ!!」

　ひと息で鞘から刀身を抜き払い、シュンッと振り上げながら叫ぶ。私の放った渾身の一いっ閃せんはライオネルの胸のあたりを掠め、チュニックを裂いて朱色の滴りを滲ませた。

「来ないで！　私は絶対にあなたの言いなりになんてならない！」

　私は両手で短剣を握りしめ、ライオネルを威嚇しながら叫んだ。

　対峙するライオネルは先ほどまでの穏やかな仮面を剥ぎ取り、ついにその本性を現して私に鋭く牙をむく。

「このクソアマ！　人が下手に出て優しくしてやってりゃあ、つけ上がりやがって！」

　怒声が空気を揺らし、同時にみぞおちのあたりを蹴り上げられる。

「っぁあ!!」

　私は衝撃で掴んでいた短剣を取り落として吹き飛び、そのまま石畳にしたたかに背中を打ちつける。

「……ぅぐっ」

　苦しさに呻きが漏れる。

　生理的な涙が滲んだ目を向ければ、ライオネルが私が落とした短剣を拾い上げてこちらに迫る。

「なにがお偉い聖女だ！　ずっと人を小馬鹿にした態度をしやがって！　顔だけはいいから生かして俺の女にしてやろうかと思ったが、この石があれば過去に修復した時空の裂け目を全部開いて、国中を魔獣だらけにだってしてやれる！　国は俺に逆らえない！　俺の天下だ！」

「や、やめ……て」

　尋常ではない怒気に染まった瞳。歪みきった顔。本能的な恐怖に震えた。

「そんなに死にたいなら望み通り殺してやる！　死ね!!」

　ライオネルが短剣を振りかぶる。

「っ、いや！　助けて、ディル――!!」

「ルーシー!!」

　大好きなバリトンが私の名前を呼ぶ。直後に横から弾丸のように駆けてきた大きな背中が、私とライオネルとの間に割り込んでくる。目の前で艶やかな黒髪がふわりと舞うのを見た。

　……ディルっっ!!

　待ち望んだ愛しい人の登場に歓喜したのも束の間。ディルの厚い体越しになにかがぶち当たった衝撃を感じる。

　え？　刃が肉を抉る鈍い音を耳で、さらに脳内で低い呻き声を聞いた気がした。




◇◇◇




　必死の形相で俺を追ってきたフェンに先導されて戻った宿の庭。そこで目に飛び込んできた光景は、俺にとってまさに恐怖以外のなにものでもなく。

「助けて、ディル――!!」

「ルーシー!!」

　ルーシー目がけて振り下ろされる短剣が、陽光を受けてギラリと鈍く光を放つのをスローモーションに見ながら、石畳を蹴ってルーシーとライオネルの間に体をすべり込ませる。

　刃が届くより先に、背中にルーシーをかばうことができた。

　……間に合った！

　彼女を守れたことでやりきった思いだった。この後は、我が身がどうなろうと正直どうでもよかった。

　深い安堵に満たされながら、間もなく襲いくるであろう衝撃に備え、グッと唇を引き結ぶ。ぶざまな喘ぎ声を彼女に聞かせるわけにはいかない。

　刃が俺の心臓を刺し貫く直前。斜め前方から、光の速さで純白のなにかがこちらに向かってくるのが視界に映り――。

　――ズンッ!!

　俺の心臓を貫くかに見えた刃。しかし、実際に俺に刺さることはなく。

　俺がルーシーを背にかばった後、コンマ数秒の間に起こった出来事は、にわかには信じられぬもの。

　俺の代わりに刃を受けたのは、俺の胸に閃光のごとく飛び込んできた真っ白な巨体……フェンだった。

　っ、なぜ……!?

　内心の動揺は激しかったが、長年染みついた習性で体が自然と動いてくれた。反射的に、短剣を突き刺した体勢のまま不格好に固まるライオネルの喉に肘を突き入れる。

「ァガッ!!」

　ライオネルを一撃で昏倒させ振り返った先で、刺された胸のあたりから淡い光を放出し、段々と体の輪郭を薄くしていくフェンを見て息をのむ。

　フェンにすがって、ルーシーが哀れなほど泣いていた。俺はルーシーの隣に片膝を突くと、すでに体の向こう側が透けて見えるようになっているフェンを覗き込み、その頭に手を置いた。

　手のひらに伝わるやわらかく温かな感触。だが、その感触は徐々に希薄になっていき、迫る別れを痛感させる。切なさに胸が詰まった。

「っ、フェン。どうして……？」

　嗚咽しながらルーシーが問えば、フェンが慰めるように鼻先を彼女の頬に寄せる。

《ルーシー、ディルハイド、あまり時間がないから手短に言うぞ》

　頭の中に直接響くように聞こえてきた男の声に、一瞬なにが起こっているのか分からず、きょろきょろと周囲を見回す。

「なぁに、フェン」

　ルーシーの言葉で、これが彼女とフェンが意思疎通に使っている念話というやつだと気づく。これまで鳴き声としてしか認識したことのなかったフェンの声を、俺は初めて意味ある言葉として聞いていた。

　しかも彼は、俺にも語りかけている。驚きを持ってフェンを見つめた。

《ルーシー。我はお前の願い通り、十一年も腑抜けたディルハイドを守ってやった。もうこれ以上は面倒を見きれない。せっかく転生したんだ、これからはお前が自分で面倒を見ろ。でもって、今度こそふたりで幸せになれよ》

　フェンは穏やかな表情で告げ、最後にルーシーから俺に視線を移す。俺はその目をしっかりと見据えて答える。

「任せておけ。彼女は俺が幸せにする」

《ヤレヤレ、お前自身も幸せにならんでどうする。この阿呆が》

　呆れたような叱咤の声も、その眼差しも、どこまでも慈愛に満ちて。

　これまで何度となくフェンに励まされ、助けられ、生かされた。アンジェと三人で過ごした一年、そしてアンジェ亡き後、共に過ごした十一年間の日々が、当時の熱量を伴って克明に思い出された。

「訂正しよう。俺自身、ルーシーと共に幸せになる」

　大恩ある尊い聖獣に誓う。フェンは満足げに頷いて、再びルーシーに目を向けた。

《フッ、それがいい。……ルーシー、我が半身よ。どうか、幸せに――》

　それきり念話がプツリと途切れ、ルーシーの腕が大気をかく。

　まばゆい光の残滓を置き去りに、フェンは完全に宙に溶けて消えた。

「……フェンっ！」

　半身の消失に、悲愴な表情で泣き叫ぶルーシーの肩を俺はきつく抱きしめた。




◇◇◇




　フェンが消えてから、十日が経った。

　ディルたちの部隊と共にハイネールの町から帝都に戻った後、私は再び神殿宮に身を寄せていた。

「ルーシー、ここにいたのか」

　中庭に面した回廊に腰かけ、ぼんやりと池を眺めていたら、後ろから声をかけられた。

　振り返ると、ディルがこちらに歩いてくるところだった。

「ディル」

「体調はどうだ？」

　私のもとまでやって来たディルは、隣にピッタリ寄り添うように座る。

　少し前までは、どぎまぎして落ち着かなかったこの距離感も、今ではずいぶんと慣れてしまった。間近に彼の温もりを感じることを心地いいとすら思うようになっている。

　この十日間で、私とディルの距離はずいぶんと近づいて……いや、アンジェリーナだった頃の距離感に戻ったというのが正解かもしれない。ディルたっての希望で口調も砕けたものに変えた。

　十一年の時を経て、私とディルは以前のような親密な時間を取り戻していた。ただし、全部が全部当時と同じかといえばそうではなく。

　ディルといる時の私の心の温度が、当時よりも上がっていた。

「おかげさまで、もうすっかりよくなったわ。体の感覚にも、だいぶ慣れてきたみたい」

　実はフェンが消えるのと同時に、私の絶対防御の能力も消えた。前世からずっと共にあった聖力の消失は、私の体内バランスを著しく乱した。

　これにフェンを失った精神的なダメージも加わって、一週間ほどは微熱と耐えがたいほどの怠さが続いた。

　ディルは帝都までの帰路、そんな私を宝物を運ぶような慎重さでずっと腕に抱いていた。休憩で立ち寄った先々でも、彼は私のそばを片時も離れようとしなかった。帝宮に戻ってからも変わらず、時間の許す限り私のそばにいてくれた。

　フェンの思い出話に明け暮れ、お互い涙で頬を濡らしながら朝を迎えたことも一度や二度ではない。彼は私と痛みを共有し、いつだって同じ温度で心に寄り添ってくれた。

　寂しい思いは今も消えないけれど、彼の献身のおかげでやっと自分なりにフェンがいない現実を受け入れられるようになってきていた。

「そうか。無理はするなよ」

「うん」

　ディルは優しい目で私を見下ろし、ポンポンと頭を撫でる。

　猫の子のように目を細め、大きくて温かい手のひらの感触を堪能する。私はディルからされるこの〝ポンポン〟が大好きだった。

　前世でも今世でも、私は親というものに縁が薄く、こんなふうに撫でられる機会に乏しかった。もしかしたら、父親に甘やかされる子というのは、こんな気持ちなのだろうか。

　……うん。ディルが与えてくれる絶対的な安心感と包容力はまさにそんな感じかも。

　ディルの腕にコテンと頭を寄せながら疑似的に父子愛を体感し、満足げに頬を緩ませた。

「うむ。……なんとなく君の考えていることが分かるぞ。安心しきって身を預けられるのも悪くはないが……いや、俺はけっしてルーシーの保護者に立候補したいわけではなくてだな」

　私がうっとりと身を任せていると、小さな唸り声の後、ディルがゴニョゴニョとつぶやいている。

「なあにディル。聞こえないわよ。フェンがいなくなった後、ふたりで話して決めたでしょう？　もう、隠しごとはなしにしましょうって」

　この十日間、フェンを偲ぶのはもちろん、私たちは多くのことを話し、そして多くのことを聞いた。大切なことも、一見些さ細さいに思えることも、私たちは今度こそ胸の内を余すところなく全部打ち明け合った。

「だから、なんでも話してちょうだいね」

「君にはかなわない」

　ほんの小さなボタンのかけ違いが、大きな誤解を生むことがある。それを防ぐために、言葉にして思いを伝え合うことの大切さを痛感していた。

「……ねぇ、ところでディルはいつからアンジェリーナのことを慕ってくれていたの？　いえ、けっしてあなたの気持ちを疑うわけじゃないんだけど。でも、十代前半の三歳差はけっこう大きい気がするのよね。きっかけとか、ちょっと気になっちゃって」

　ふと、前から気になっていたことを尋ねてみた。

「いつと聞かれれば、側仕えになる直前だ。『家族も友人もおらず、いつもひとりで寂しい』と弱音をこぼす君を見て『守ってやりたい』と思ったのがきっかけだな」

「えっ!?　それってかなり最初の頃よね？」

「その通り。俺の日常は、いつも煩悩と理性のせめぎ合いだ。側仕えの立場でありながら懸想する主に不ふ埒らちな思いを抱いたこととて一度や二度ではなかった。もちろん夜の静寂にひとりそれを思うだけで、行動に移す気などさらさらなかった。恋い慕う愛しい女性でもあったが、同時に君は俺にとって不可侵の女神にも等しかったからな」

　すらすらと語られて、私は目を白黒させた。

「ちょっ、ディル！　今となっては私だって年頃の少年がそういう衝動を抱くのに一定の理解はできるけど、でもそんな踏み込んだ話は聞かせてくれなくても大丈夫というか……。そもそも、私のことを神聖視しすぎよ！」

　恥ずかしすぎるカミングアウトにあたふたする私を見て、ディルは悪戯っぽく口角を上げた。

「おかしいな。隠しごとはなしだと言ったのは君だろうに」

「……大人になったディルは、ちょっと意地悪だわ」

「おっと、それはいけない。君を困らせるのも、それで嫌われてしまうのも本意ではない。自重しよう」

　私がわざと頬を膨らませてプイッと顔を背けてみせれば、ディルは破顔して私の頭をクシャクシャとかき混ぜた。

　少年めいたその笑みがひどく目にまぶしくて、思わずぺしゃんと頬の空気が抜ける。

「どうかしたか？」

　ぽかんと見上げる私に、ディルは怪訝そうに首を傾げた。

「なんでもないわ。……ところで、炭鉱の捜索はどうなったの？　たしか、昨日で終わったのよね」

　ディルに見惚れていたのだとは言えず、曖昧に微笑んで話題を変えた。

「ああ。捜索を終えて、今日からは通常通りの採掘作業に戻っている。ライオネルが担当していた区画を中心に坑内を隈くまなく調べたが、奴が保有していた石らしき鉱床は見つからなかった」

　ライオネルが保有していた石は没収されて、今は軍務宮内で厳重に保管されている。私が絶対防御の能力をなくしてしまった今、石の効力を証明する手段はないが、その効力は半永久的なものだと思われた。そんな石がほかにもあるとすれば問題で、人員を割いてその調査が行われていたのだ。

「ライオネルは私にあの石を『感知した』と言っていたわ。ほかにも感知できれば彼がすでに採掘して保持していただろうし、石はたまたま形成されたあの一個だけなんじゃないかしら」

　私自身、直感的にではあるが、この世に何個もあるものではないような気がしていた。

　それに、どこまで信用していいのかは悩ましいが『石は天が私に授けてくれたあのひとつのみ。ふたつとあるものではない』というライオネルの証言もあった。

　フェンが消えたあの後。ライオネルは駆けつけたディルの部下たちの手で拘束された。石を没収されそうになった際、ライオネルは気が狂ったように暴れて抵抗したそうだ。石が没収されると一転、すっかり打ちしおれて抜け殻状態に。ぶつぶつと独り言を繰り返し、目の焦点すら合わぬありさまで、尋問どころでなかったという。

　それが一週間ほど過ぎた一昨日あたりから、いよいよ正気を手放したのか、はたまた単純に自暴自棄になったのか、今度は取調官相手に聞かれてもいないことまで壊れたように話しだしたというのだが……。

「ああ、議会でもそう判断された。これ以上、石の探索は行わない。聖女や聖人を有する他国との軋あつ轢れきのもとにならぬよう、没収した石は今後も厳重に管理していく」

「それがいいわね」

　ライオネルが企てたのは、私の予想をはるかに超える復讐劇だった。

　なんと、魔獣の大量発生はライオネルによる作為的なものだったのだ。私は後になって知ったのだが、ハイネールの町は過去にも魔獣の襲来を受けており、その時の時空の裂け目を〝修復〟の能力を持つ聖女が塞いだ過去があった。それをライオネルが石を使い修復を無効にし、時空を裂いて魔獣を呼び込んだという。

　到底理解しえぬ、国を壊乱に陥れようとする許されざる所業。彼をそこへと突き動かしたのは、己を貶めたすべてに対する怒りだ。そこには私への憎しみや嫉み、成功者であるディルへの拗らせた劣等感なども含まれる。今もライオネルは、牢ろう屋やで口汚く怨嗟を叫んでいるという。

　ちなみに、私の危惧した通りライオネルには帝宮内に協力者がいた。祭事官の職にあぶれた元下級神官で、やむなく帝宮で厩番として働いていたらしい。ただ、ライオネルの境遇に同情して情報を与えていただけで、陰謀には関わっていなかったという。その男は『皇帝が囲っている女』として、私のことをライオネルに知らせていたそうだ。

　おそらくディルと再会した初日に、厩でディルの愛馬を預かってくれた男だろうが、私は顔までは覚えていなかった。前世で顔を合わせている可能性も高いのだが、やはり思い出すには至らなかった。ディルの方は、男が下級神官として勤めていた時代から、存在を把握していたようだけれど。

　そして、私の処遇についても決まった。

　私がアンジェリーナの生まれ変わりであることはディル以外に明かしていないし、今後も明かす気はない。絶対防御の能力で魔獣掃討を援助したことは、ベルフォードさんはじめ宰相や大臣といった高官らには情報共有がされた。一部からこの事実を公表すべきとの意見もあったが、私が聖力を失っていることもあり最終的には公表しない方向で合意した。

　そうなれば、ライオネルの私への暴行や国家転覆の罪についても公に裁かれることはなく、秘密裏に処理されることとなる。

　私はあえて、今後の彼の処遇について尋ねることはしない。ずるいかもしれないが、それを聞く覚悟がなかった。ディルもそれを私に伝える気はないようだった。

　ともあれ坑道の捜索も終わり、この一件にひとまず決着がついたと言えそうだ。

「……ルーシー、すまなかった」

　突然、ディルに頭を下げられて面食らう。

「え、待って。それは、なんに対する謝罪？」

「俺の迂う闊かつさがライオネルに君の存在を確信させてしまった。謝って済むことではないが、ずっと詫びを伝えたいと思っていた」

「やめて、ディル。本を正せば、ライオネルが前世の私に対して怨嗟を募らせたことで起こった事件よ。これについてあなたに謝ってもらう必要なんてない。私はあなたに助けられたわ」

「俺はなにもしちゃいない。最終的に君を助けたのは……フェンだ」

　ディルは苦渋に満ちた表情で拳を握りしめている。

「そうね、フェンに助けられたわ。そして今日まで、ふたりでいっぱい泣いてきたわね。だからディル、これをひとつの区切りにしない？」

　私もディルも、今日まで何度となく涙で頬を濡らしてきた。私が今は乾いたその頬にそっと手を添えると、彼はピクンと体を跳ねさせてうかがうように私を見た。

「これからはふたりで一緒に前を向きましょう。フェンは最後に私たちの『幸せ』を願ってくれた。私の幸せはね、今も昔もただひとつ。あなたが笑顔でいてくれること――きゃっ」

　横から腕が伸びてきて、気づいた時にはディルの厚い胸にすっぽりと抱きしめられていた。

　驚いて見上げると、真摯な光を湛えたエメラルドブルーの瞳とぶつかった。

「ルーシー、苦しいほどに君が愛しいよ」

　熱のこもる囁きを耳にして、まるで時が止まったかのように錯覚した。

　目を見開いて固まる私にディルはさらに言葉を重ねる。

「今も昔も、そして未来も、君だけが俺のただ唯一だ。どうか俺の妻になってほしい」

　示された真っ直ぐな愛が、私の胸を震わせる。歓喜が全身に巡り、心と体の温度を上げた。同時に、さっきディルに頭を撫でられながら抱いた感情は誤りだったと気づく。

　……私はディルに父親になってほしいわけじゃない。ましてや、前世のように姉を気取りたいわけでもなく。

　私が望むのは――。

「私でいいの？　あなたの妻なら、それは一国の皇妃様だわ」

　すぐにでも彼の手を取りたいのをこらえて問うたのは、私の身分が足枷になると容易に想像できたから。

　ディルにただ唯一の最愛と望まれる。そのことにあふれるほどの喜びを感じ、胸が詰まった。一方で、私が罪悪の聖女だった事実がどうしても影を落とす。自分が彼の地位を揺るがす存在になってしまうのが怖くもあり、申し訳なくもあり。

「国のことは関係ない。俺が君でないとダメなんだ。もし、それを理由に君が俺の愛を拒むなら、俺は国など――」

　私は慌てて彼の唇に立てた人さし指をスッとあて、続く言葉を封じる。

「待って、その先は言わなくていいわ」

「ルーシー？」

　不安そうに見下ろすディルに、微笑んで口を開く。

「今のあなたの言葉で私も覚悟が決まったわ。……あなたのことが好きよ。弟でも父親でもない、ひとりの男性としてあなたを愛してる。だから、私の旦那様になってくれる？」

「ああっ、ルーシー！　喜んで！」

　意図せず逆プロポーズのようになってしまったが、ディルは丸くした目に涙を潤ませてそれはそれは嬉しそうに答えてくれた。そうして喜びがこらえきれないといった様子で、私をヒョイと横抱きにして立ち上がると、くるくると回りだす。

「きゃあっ？」

「君が俺の想いを受け入れてくれた。今日は人生で最良の日だ！」

　少年のようなその笑みと行動に、愛しい想いが募る。

「ふふっ。きっとこれから先の未来は、もっと多くの幸せが待っているわ。ありがとうね、ディル。前世でも、今世でも、あなたと出会えたことこそ、私の人生最大の幸福……ちょっ、ディル？」

　抱きしめる腕がギュッと強くなったと思ったら、ふいにディルの美貌がアップに迫り――。

「君が悪い。そんな可愛いことを言われたら、我慢できなくなる」

「んっ！」

　彼の形のいい唇が私のそれにしっとりと重なって、やわらかな感触と温もりを残して離れていく。

　……嘘。今の、ファーストキス！

　十三年越しに実を結んだふたりの恋はどこまでも甘い。こそばゆくて、それでもやっぱり喜びが大きくて。

　顔を真っ赤にしてうつむく私を、ディルが愛おしそうな目で見下ろしていた。

「もうっ、ディルったら」

「嫌だった？　でも、謝らないよ」

　私が恥ずかしさに耐えかねてスッと顔を背ければ、ディルが少しすねたように口にした。

「馬鹿ね、謝ってなんてほしくないわ。……その。私も、嬉しかったから」

「そうか！」

「えっ？　……ぁんっ！」

　満面の笑みで仕掛けられた再びの口づけは、先ほどのそれより長く互いの温もりを伝え合う。ディルと触れ合った部分から、熱く蕩けてしまいそうな心地がした。

　そっと唇が離れた時は、遠ざかっていく温もりを寂しいと感じる自分がいた。ディルもまた、熱のこもった目で私の唇を名残惜しそうに見つめていた。

「君に結婚の承諾をもらったことをベルフォードに報告しないとな」

「ええ。……これから忙しくなりそうね」

　いったん床に下ろしてもらい、再びディルと横並びに腰かけながらこぼした。

「それは、俺に愛されるのに忙しいということか？」

　真顔で告げられた冗談は、しかしそれを語る眼差しの真剣度がすさまじく……え。もしかして今の、冗談じゃなくて本気？

「もう、そんなわけないでしょう。今世の私は認知すらされていない伯爵家の妾子よ。根回しはもちろん、あなたの隣に立つのに恥ずかしくないように、マナーだって身につけなくちゃならないわ。そういう意味の『忙しい』よ」

　横から指を伸ばし、ディルの高い鼻梁をツンとつついて指摘する。ディルはパチパチと目を瞬いて、離れていく私の指先を見つめていた。

「なんだ、そんなことか。君の養子先についてはすでにあてがある。それに、君のマナーは完璧だ。それこそ、君自身が手本になれそうなほどだ」

　存外に用意周到で驚かされる。賢帝と評される所以はこういったところなのか。

　その一方で、ディルは明らかに私を見る目が曇っている。そういえば、前世の私のことを『不可侵の女神』などと、とち狂ったことを言っていなかったか……。

「さすがに買いかぶりすぎよ」

「謙遜だ。ルーシーになり、君はずいぶん謙虚になったようだ」

「あなただって、別人のように甘くなったわ」

　かつてのディルは懐っこいところがあって、どちらかといえば私が甘えるより甘やかしていた印象だ。

「愛する人を甘やかしたいのは当然だ。以前とて、自重していたにすぎない。本当はずっと、こうしたかった」

「あっ」

　ヒョイと抱き寄せられて、ディルの足の間に座り位置を変えられてしまう。背中側からすっぽりと覆いかぶさるように抱きしめられ、ディルの温もりと香りに包まれる。

　密着度の高さに、カァッと頬が熱くなる。胸がドキドキと、早鐘みたいに打ちつける。

　うぅっ、心臓がもたないわ。

　明らかにディルの愛情表現が急加速している。今後に一抹の不安を覚えつつ、心を通じ合わせ同じ未来に向けて歩みだせたことに喜びは隠せない。

　……フェン。おかげさまで今世は、ディルとふたりで幸せになれそうよ。

　愛し愛される喜びを噛みしめながら、心の中でフェンに報告した。










第七章　転生した罪悪の聖女、家族の愛を知る




　あれから一週間が経ち、ルーシーとの挙式が一年後に決定した。

　これまでいっさい女を寄せつけなかった俺が結婚の意思を示すと、宰相はじめ高官らは狂喜乱舞し、とんとん拍子で話が進んだ。一方で、勢力としては少数だが、騎士団に所属する一部の騎士たちから反対の声があがっていた。

　その一部とは、先の魔獣討伐で俺に帯同した騎士たちの中の数人で、ルーシーの展開した絶対防御をその身で体感した者たちだ。

　討伐に参加した騎士たちは、帰路の部隊に合流したルーシーが絶対防御を発動した聖女だと知っている。ルーシーに好意的な騎士たちが多かったが、道中で罪悪の聖女と同じ能力を持つルーシーに厳しい目を向ける者がいたことは俺も把握していた。

　……さて、どう対処するのが最善か。

　挙式までのスケジュールがどんどん組まれ、今日は彼女の生家であるレアモルド伯爵家と話し合いが予定されていた。

　その移動中の馬車の車内、俺は今度の対策を思案していた。

「陛下。間もなく到着いたします」

「ああ、分かった」

　同乗するベルフォードに声をかけられて物思いをやめ、車窓越しのレアモルド伯爵邸をきつく見据えた。




「なんですと！　ルーシーを陛下のお妃に!?　そのために他家の養子に出すと!?」

　俺が最後まで話し終えるよりも前。そう広くもないレアモルド伯爵邸の応接間で卓を挟んで向かいに座っていたレアモルド伯爵が、前のめりに身を乗り出して裏返った声をあげた。

「なにか問題があるか？　貴殿はルーシーを認知していなかったはず。加えて、所在不明になっていた彼女を捜すことすらしていなかったのは把握している」

　俺の質問には伯爵の隣に座っていた夫人から答えが返った。

「お待ちくださいませ。あの子を捜さなかったのには理由があります。あまり声を大にしては言えないのですが、もともとあまり素行のよくない子で。家出をしょっちゅう繰り返していましたから、心配ではありましたが今回も気が済んで帰ってくるのを待っていましたの」

　ルーシーの素行が悪いとは、よく言ったものだ！　横からしゃしゃり出てきて嘘八百を並べる毒婦を殴り倒したい衝動に駆られる。ギリリと拳を握りしめ、噴き出しそうになる怒りをこらえた。

　夫人はそんな俺の様子に気づきもせず、好き勝手に続ける。

「それに、認知こそしておりませんでしたけれど夫の子ですから、反抗的で育てにくいあの子を十六年間忍耐強く育ててまいりましたわ。僭せん越えつながら、それをおいそれと他家に渡すわけにはまいりませんわ」

「家内も申しております通り、ルーシーは私の子として我がレアモルド伯爵家から直接嫁に出したらよろしいのではありませんか？　タイミングを逃していただけで、いつか正式に認知をして私の娘として嫁に出そうと思っていたのです。これを機に私が認知をいたしますので！」

　よくも、ぬけぬけと……。妻からの援護射撃で弾みをつけ、憚らず厚顔無恥な主張を展開する伯爵には、怒りを通り越して呆れ果てる。

　本来、こいつらのルーシーへのこれまでの所業を思えば、俺が説明に来ずとも代理を立てればそれで十分だった。今、俺の隣で貼りつけたような笑みを浮かべて座っているベルフォードなどは、俺が直接行くといった時かなり驚いていた。

　しかし、こんな男でもルーシーの実の親には違いない。俺なりにけじめをつけておきたい思いもあったし、もしかしたらひと言でもルーシーを祝う言葉が出てくるかもしれないとの期待もあって、直々に訪ねてきたのだが……。どうやら完全にあてが外れたらしい。

「ところで、失礼ながら陛下は本当にルーシーでよろしいのですか？」

　俺の内心の怒りに気づこうともせず、科しなを作って夫人が尋ねてくる。

「どういう意味だ？」

「いえね、親の私から言うのもなんですが、あの子は気も利かぬ無作法者で陛下の妃は荷が重いのではないかと。それで、当家にはイライザというあの子の姉にあたる娘がおりますの！　実に気立てのいい娘で、一度会ってみてはいかがでしょうか!?」

　タイミングを計ったように、応接間の続きの部屋から小さな物音があがる。

　……まさか、皇帝と接見する部屋の隣に件くだんの娘を待機させていようとは。

　俺がルーシーを妃に望んでいると知った途端の、夫妻の手のひらを返したような立ち回りに憤り、呆れ果てた。その上別の娘を押しつけようとするなど、それこそ想像の斜め上をいく愚行であり、俺に手討ちにされても文句を言えないとんでもない暴挙だ。夫妻がそのことに思い至らないというのも、俺には到底信じがたい。

　この女のイカれた思考回路は、理解の範疇を超えている。切れ者のベルフォードの頭脳をもってしても理解はできぬようで、奴も隣で眉間を指で揉もんでいた。

「よろしかったら、娘をさっそくこちらに――」

「黙れ」

　これ以上こいつらの馬鹿げた主張に耳を傾けてやる義理はない。俺はさらになにか言ってこようとする女をピシャリと切り捨てた。

「へ、陛下？」

　スッと席を立ち上がり、阿呆面をさらす夫妻を見下ろす。

　今となっては、僅かにでもレアモルド伯爵に期待した自分が馬鹿らしい。とんだ見当違いであった。

「貴様らがこれまでルーシーにどんな仕打ちをしてきたのか忘れたとは言わせんぞ！」

「ヒィッ!!」

　俺の一喝に、夫妻は腰を抜かして震え上がった。隣室からもガタンという音が響く。聞き耳を立てていた娘も、扉の向こうで親と同じように戦慄しているのだろう。

　ここで、これまで黙していたベルフォードが初めて口を開いた。

「レアモルド伯爵、本来ルーシー嬢はこの屋敷で侍女をしていた女性の私生児にすぎず、陛下が直々に話をする必要などどこにもなかったのです。それでも、陛下は貴殿がルーシー嬢の御父上と思えばこそ、これまでの所業に目を瞑り義理を通そうとなさったのですよ。それを、貴殿はなにを勘違いしている」

　ベルフォードは氷点下の眼差しで夫妻をさらに糾弾する。

「おふたりのご結婚はすでに議会で内定し、ルーシー嬢は事実上陛下の婚約者と位置づけられています。それを先ほどから聞いていれば、貴殿らの発言は不敬極まりない！　婚約者様への侮辱罪で、即刻収監することとてできるのですよ！」

「ヒィッ!!」

　ベルフォードが口にした『侮辱罪』の一語にふたりは縮み上がり、座っていた椅子から転がり落ちて床に尻もちをついた。

「これ以上、貴様らにかまうのも馬鹿らしい。侮辱罪については見逃してやる」

「ほ、本当でございますか!?」

「その代わり、今後はいっさいルーシーに関わるな。親だと主張することはもちろん、彼女への接近も禁止する。金輪際、ルーシーに近づくことは許さん。契約不履行が発覚したその時は、収監どころでは済ません。手討ちにしてくれるから忘れるな」

「ヒッ!!　お、お約束いたします！　金輪際、ルーシーに……いえ、陛下の婚約者様に近づくことはいたしません！」

　ガクガクと壊れたように首を縦に振る夫妻を妙に冷めた思いで眺める。なんとぶざまなことか。だが、こいつらの本性をこの目で見たことで、割り切れたことも事実。

　実は、俺がレアモルド伯爵家を訪問すると伝えた時、ルーシーは強固に反対した。それを一応筋を通したいからと押しきったのは俺で、ルーシーは最後までそれには及ばないとレアモルド伯爵家への訪問に否定的だったのだ。

　結果的には彼女の言っていた通り。夫妻は義理を通す通さない以前に、話し合いにもならない非常識な奴らだった。

　ルーシーはこんな環境の中、過ごしてきたのか……。彼女の苦労を思うと胸が痛んだ。

　ルーシーの心を煩わせるだけのこんな奴らに、もう二度と会う必要はない。こうして俺はなんとも後味の悪い思いでレアモルド伯爵邸を後にした。




　翌日は、ルーシーと養子先のバリューダ侯こう爵しゃく夫妻との顔合わせの予定が組まれていた。

「ルーシー？　相手はバリューダ侯爵夫妻だぞ。そんなに硬くならずとも大丈夫だ」

　夕刻。俺が神殿宮に迎えに行くと、身支度を済ませたルーシーが緊張の面持ちで待っていた。

「ディルはバリューダ侯爵夫妻を知っているからそう言うけど、私は初めてお会いするんだもの。緊張くらいするわよ。しかも、書面上のこととはいえ、私の養父母になってくださる方よ。失礼があってはいけないわ」

　今さらバリューダ侯爵家の面々との顔合わせに、そんなに構える必要などないだろうに。怪訝に思いつつ、そういうものかと納得して中央宮の接見室までルーシーをエスコートする。

「初めてと言われれば、まぁ、たしかに侯爵と会うのは初めてか。息子とは違い、癖のない温和な男だから心配はいらない」

　ガチガチのルーシーは俺の言葉もろくすっぽ耳に入らぬ様子で、準備していたらしい挨拶の口上をブツブツと唱えていた。

　接見室に着くと、侍従の手で扉が開かれる。

　まずは俺が入室し、後ろにルーシーが続く。背後の彼女が不自然に足を止めたと思ったら、素っ頓狂な叫びをあげた。

「え！　なんでマーサさん……!?」

　振り返ると、ルーシーが目を真ん丸にしてマーサを凝視していた。

「あらあら、どうぞこれからはお母さんと呼んでちょうだいな」

　マーサがニコニコと微笑んで促すが、ルーシーは困惑しきりといった様子で額に手をあてて一度ギュッと目を閉じた。

「えぇっと、待ってください。ちょっと頭が混乱して……あの。もしかして、バリューダ侯爵夫人って、マーサさんだったりします？」

「ええ、そうですわ。……よもや、ご存じでなかった？」

「っ、知りませんでした！　今の今まで、これっぽっちも！」

　マーサがコテンと首を傾げて問えば、ルーシーが食い気味に答えた。

「なんだって!?」

　ルーシーの言葉にギョッとして、思わず声をあげた。

　それを聞きつけたマーサが、俺に責めるような目を向ける。

「陛下、こんな肝心なことをお伝えしていなかったのですか？」

「いや。てっきり、知っているものだとばかり……」

　俺は歯切れ悪く答えるのが精いっぱい。

　マーサにはルーシーの意識が熱で朦朧としている時から身体介助を含めて世話を任せていた。どうやらふたりは、きちんと名乗り合う前に関係性ができあがってしまったらしい。要は、家名まで聞くような正式な挨拶は省略されてしまっていたのだ。

　当然俺自身も、マーサの身の上についてわざわざ話して聞かせたことはない。

「ルーシー、すまなかった。俺の勘違いで、君への説明を省いてしまったようだ」

　バリューダ侯爵夫人マーサは、もともとブローランス王国で俺の母であった王妃付きの筆頭女官をしていた女性だ。結婚出産後は、俺の乳母としても仕えてくれた。

　そしてバリューダ侯爵家というのは、祖国が戦争に敗れデアラルンブール帝国に吸収された際、俺を除けば唯一残った王家の外戚でもあった。現在は祖国での爵位をそのまま名乗らせ、かつてのブローランス王国の領土だった帝国南部の統治を任せていた。

「いいえ。私もさっきの会話で気づくべきだったわ。なんだかあなたと噛み合っていないような気がしたのに、そのままにしちゃったから……。おふたりにはお恥ずかしいところをお見せしてしまい、大変失礼いたしました」

　ルーシーは俺の謝罪に首を横に振って答え、バリューダ侯爵夫妻に向き直ると優雅な礼と共に腰を折った。

　バリューダ侯爵がすぐに歩み寄り、そっとルーシーに語りかける。

「頭を上げておくれ、ルーシー。私たちは君を歓迎するよ。私はね、これもなにかの縁だと思っているんだ。すぐには難しいかもしれないが、いずれ私のことを父と思ってもらえたら嬉しいよ」

「ありがとうございます、バリューダ侯爵様。お言葉とても嬉しく思います。今後はぜひ、お義と父う様さまと呼ばせてくださいませ」

　温和な笑顔で告げる侯爵に、ルーシーは感激した様子で答えた。

「ああ、こんなに嬉しいことはない。なぁ、マーサ」

「ええ、本当に。ルーシー様のような可愛い娘を持てて、私たちは果報者ですわ」

「マーサさんも、私のことはどうかルーシーと呼んでください。私もこれからはお義か母あ様さまと呼ばせていただきますから」

「そうね、これから母子になるのだものね。そうさせてもらうわね、ルーシー」

「はいっ！」

　横から見ているだけでも三人の良好な関係が想像できて、自然と頬が緩んだ。

　ここで廊下から扉がノックされ、ベルフォードが顔を覗かせた。

「すみません、遅くなりました。大使との会談が少々長引いてしまいまして」

「いや、ご苦労だった」

　ベルフォードがカツカツと歩いてきて、ルーシーの前で足を止める。

「ルーシー嬢、バリューダ侯爵家にあなたを迎えられること、光栄に思います」

「え？」

　キョトンと見上げるルーシーに、さらにベルフォードは続ける。

「これから、皇妃教育も始まります。幸い、私は同じ帝宮内に部屋を賜っておりますから、困った時は実の兄と思い遠慮なく頼っていただけたら嬉しいです。なにかと相談に乗れると思いますよ」

「……ベルフォードさんは、バリューダ侯爵家のご子息でらっしゃったのですね」

「なっ!?」

「まさか、ご存じなかったのですか!?」

　ルーシーが口もとを引きつらせながらつぶやき、それを聞きつけた全員の驚きの声が重なった。

　っ、なんてことだ！　これについても当然知っているものだとばかり……。

　ベルフォードの呆れたような視線が突き刺さる。

「すまん。これもすでに知っていると思い込んでいた」

　すっかり肩身を狭くして謝罪する俺に、ルーシーはちょっと困ったように笑って首を振った。

　その時、横から見ていたマーサが朗らかな笑い声をあげた。

「えぇえぇ、そうでしたわ。本来、陛下はこういう大雑把なところがおありだったの。それが、国の事情で人が変わったように一気になんでもそつなくこなすつまらない大人になられてしまって。心配しておりましたが、なんだかホッといたしましたわ」

「そう言われてみれば、たしかにそうでしたね。昔の陛下は事前準備というのができず、なにをするにも漏れがあって、最後はいつも私に泣きついてきていましたっけ。最近はすっかり可愛げがなくなったと思っていましたが、いやはやルーシー嬢の前ではずいぶんと気を抜いて過ごせているようでなによりです」

　どちらもひどい言いようだが、俺の乳母をしていたマーサと赤ん坊の頃からきょうだいのように育ってきたベルフォードに言われては返す言葉がない。

　同時に俺は思うのだ。ベルフォードの性格はマーサによく似ていると。

「お前たち、ルーシーの前でいらぬことを言うな」

「おやおや。格好つけのところも変わっておられない」

　なおも俺をからかうベルフォードをギロリとひと睨みし、ルーシーに視線を戻す。

「ルーシー、とにかくそんなわけで君は今日からマーサの娘で、ベルフォードの妹だ。母子は少々難ありだが、おそらく父はまともだから心配はいらないだろう」

　気を取り直しルーシーに伝えると、彼女はちょっと悪戯っぽい笑みを返し、ベルフォードに向き直る。

「改めてベルフォードさん……いえ、今後はお義兄様と呼ばせていただきますね。これから、どうぞよろしくお願いします」

「では、私も今後はルーシーと呼ばせていただきましょう。可愛い妹ができて嬉しいです、こちらこそよろしくルーシー」

「はいっ！　お義兄様、お義母様。今度ぜひ幼い頃のディルの話を聞かせてくださいね」

　なっ!?　まさか、大事なことを伝え漏らした俺への意趣返しではあるまいな!?

　彼女からの不満も非難も甘んじて受け入れるつもりでいたが……。

「えぇえぇ、喜んで！　いくらでもお話ししますわ」

「さて、どの話をお教えしましょうかねえ」

　人の悪い笑みを交わし合う母子に目め眩まいを覚える。

　このふたりを好き勝手にさせておけば、なにを吹き込まれるか分かったものではない。

「お前たち、あることないことルーシーに吹き込んでくれるなよ。ルーシーもだ、俺の幼少期の話が聞きたいのなら直接俺に聞けばいい」

　ふたりに釘を刺し、ルーシーの肩を抱き寄せて吐息が耳朶を掠める近さで囁けば、彼女は頬を真っ赤に染めてうつむく。

　その様子があまりに愛らしくて、思わず色づく頬に口づけていた。

「……母さん、こんなゲロ甘な陛下を見たことがありましたか？」

「いいえ、青天の霹へき靂れきよ。ここだけの話、潔癖なくらい女性を遠ざけてらっしゃったから、私はてっきり――ぶっ！」

「こらこら、マーサ。余計なことは言うんじゃないよ。ベルフォードもだ。……ディルハイド陛下、仲睦まじくてなによりです。それから、いささか口の軽いこのふたりのことは心配なさいませんよう。この私が責任を持って監視しておきますので」

　俺がたしなめるより一瞬早く、バリューダ侯爵がマーサの口をバフッと塞ぐ。侯爵はマーサの口を塞いだまま俺に向き直り、にこにこと語りかけてくる。

　そんな侯爵の姿を眺めながら、この母子をうまいこと操縦できているあたり、この男も只ただ者ものではないかもしれないと、そう思い直すのだった。

「ねぇディル、とても素敵なご家族ね。私、こんなふうに仲のいい家族にずっと憧れていたから嬉しくって」

　クイクイと袖を引かれて目線を向けたら、ルーシーが満面の笑みで告げた。

「……君が新しい家族を気に入ってくれたようでなによりだ」

　若干口もとが引きつりそうになるが、ともあれルーシーが喜んでくれたことにホッとする。

　その後はバリューダ侯爵らと結婚までのおおよその流れを確認し、円満に顔合わせは終了した。




「うまくやっていけそうかい？」

「もちろんよ！　素晴らしい縁を結んでくれてありがとう！」

　神殿宮に戻る道すがら改めて尋ねれば、ルーシーが興奮気味に答えた。

　実際のところ、問うまでもなくルーシーは彼らと実の家族のように打ち解けて、終始楽しそうにしていた。

「うまくやっていけそうでよかった」

　一陣の風が吹き、彼女の銀糸のような髪をサラリと揺らす。

　俺は彼女の頬にかかった髪を手櫛で撫で、そっと耳にかけてやる。彼女は俺の手が心地いいのか、子猫のように頭をすり寄せた。

「ふふっ、ありがとう」

「ああ」

　俺だけに許した親密な態度に、ちくちくと疼いていた独占欲が満たされる。

　虐げられていた生家から神殿宮に身を寄せた時、寄る辺ない彼女にとって拠り所は俺だけだった。

　そんな彼女の世界が今日新たに広がって、そしてこれからますます広がっていくのだろう。そのことが嬉しいはずなのに、少し寂しいと感じてしまうのは俺のエゴだ。

　深く愛することは、心を豊かにもするけれど、狭量にもさせてしまうのかもしれない。

「ディル？　どうかした？」

　気づけば、いつの間にか神殿宮のルーシーの部屋の前までたどり着いていた。扉の前で、彼女が小首を傾げる。

「いいや、君が嬉しそうで俺も嬉しい。今日はいい時間を過ごせたな」

　余裕のない内心をひた隠し、鷹揚に振る舞ってしまうのもまた俺のエゴ。愚かな男の性さがだ。

「そうね。これ以上ないくらい、充実の時間だったわ」

「そうか。だが、今後は君が望めばいつだって彼らと同じ時間を過ごせるぞ。彼らと君は家族なのだから」

「ディル、素敵な家族ができて嬉しいの。でもね、同じくらい……ううん、それ以上に私は一年後、あなたと家族になれる日が待ち遠しいわ」

　耳にした瞬間、あふれるほどの愛おしさに突き動かされ、かき抱くように胸に彼女を抱きしめていた。

「俺もだよ。早く君と家族になりたい」

　心通じ合わせ、結婚を了承してもらったことに歓喜した。十二年想い続け、ついに成就した恋に心満たされたはずだった。けれどひとたび想いが満たされると、欲張りにも今度はさらにその先が欲しくなる。

　腕の中の愛しい温もりを離したくない。このまま彼女とひとつの部屋で朝まで同じ時間を過ごせたら――。

「えっと……」

　彼女が困ったように眉を下げているのに気づき、こらえ性のない自分自身にフッと自嘲の笑みをこぼして抱擁を解く。

　……いかんな。今さら事を急いてどうする。彼女とのゴールはもう、見えているというのに。

「この後、俺は地方領主らを招いての晩餐がある。すまないが今夜は夕食を一緒にとれない。酒宴になりそうだから就寝前の挨拶も、今夜は省略させてもらうよ」

「分かったわ」

　ルーシーは俺の言葉に、ホッとした様子で頷いた。その反応に、勇み足だったと反省する。

「ゆっくりおやすみ」

「ええ、おやすみなさい」

　いつもしているように額におやすみのキスをして、彼女が扉の向こうに消えるのを見守ってから踵を返す。

　……結婚式まであと一年。嬉しくも忍耐が試される、長い時間になりそうだ。

　回廊をひとり闊歩しながら青い自分自身に嘆息する。回廊の向こうに、呆れたような眼差しで『結婚まで〝待て〟もできんのか』と言いたげに吠えるフェンの幻影が見えたような気がした。










第八章　転生した罪悪の聖女、結婚反対の声に向き合う




　ルーシーとの結婚式まであと三カ月。そんな中、順風満帆かと思えた結婚準備に思わぬ横やりが入った。

　軍事畑で俺たちの結婚に反対する署名運動が起こっている事実は、国内外の各所に潜む専属の諜ちょう報ほう部員からの報告で事前に把握していた。署名という非暴力な活動内容、かつ、その活動範囲が限定的であったこと。また、力で押さえつけることで起こる反発への警戒もあり、結果的にベルフォードらと協議の上で監視を継続しつつ事態を静観していた事案だった。当然、首謀者の存在も承知していた。

　しかし、前皇帝ガストン政権の打倒を掲げ連合軍を立ち上げた当時から力を合わせて戦ってきた盟友から、いざ正面切って結婚反対の意思を突きつけられた衝撃は大きかった。

「よりにもよって、なぜそなたが？」

　俺は謁見の間で、手の中の署名の束と目の前で床に右膝を突いて敬礼するデイボットを交互に見て、唸るように尋ねた。

　抜刀に適したのは、左膝を突いて右膝を立てた姿勢。デイボットの取った体勢はその逆で、俺に武力行使の意思がないことを暗に伝えていた。

　デイボットはハイネールの魔獣討伐で俺の副官を務めていた。その際に、彼が絶対防御の展開された上空を複雑な目で見上げていたことには気づいていた。彼の出自や境遇から、罪悪の聖女にいい感情を持っていないことも想像できた。

　ただし、ハイネールからの帰路でも部隊に同行するルーシーに対し直接敵意をぶつけるような行動はなく、罪悪の聖女とルーシーをきちんと切り離して理解できているのだと思っていたが。

「なぜ、ですか。では、逆に陛下にお伺いしたい。陛下は、祖国を破滅に追い込んだ罪悪の聖女についてどうお思いですか？」

　質問に質問で返され、一瞬答えに詰まった。その隙にデイボットがさらに続ける。

「私はかつてのデアラルンブール帝国が仕掛けた最後の戦で滅ぼされた北のフリーデン国の出身です。私は今も罪悪の聖女を……いえ、厳密には罪悪の聖女の能力を恨んでいます。〝絶対防御〟などというおぞましい能力が、愚帝ガストンを狂わせたのです」

「そなたの言い分は分かる。だが、そもそもルーシーは罪悪の聖女とは違う」

「それは承知しています。もちろん、ルーシー様のお人柄が悪とも思っていません。けれど今は失っている力が、また突然使えるようになることだってあり得るのではないでしょうか。罪悪の聖女と同じ聖力を有する方を皇妃として戴くことには反対です」

　ルーシーは先週から義父母であるバリューダ侯爵夫妻のもとに身を寄せており、あちらで婚前最後となる親子水入らずの時を過ごしていた。このタイミングで訴えてきたのは、デイボットなりの配慮なのか。あるいは単なる偶然か。

　いずれにせよ、よき皇妃を目指し皇家のしきたりや慣習を身につけるべく必死の努力を重ねるルーシーの耳に入れずに済んだ一点に、内心で感謝する。

「デイボットよ。そなた自身も言っているではないか。絶対防御を利用した戦争戦略は、愚帝ガストンによって引き起こされたことだ。俺はガストンとは違う。また、俺ひとりに権力が集中しないよう、現在は権限分散のための法改正にも着手している。ゆえに、今後ルーシーが聖力を取り戻したとしても、同じ悲劇が繰り返されることはない。彼女を皇妃に据えることにも問題はない」

「……そんなのは綺麗ごとです」

　ギリリと拳を握りしめ、デイボットが俺を見据える。そういうことではないのだと、彼の目が告げていた。

　当時まだ幼かった俺とは違い、デイボットは祖国を守るために戦場に出ていた。絶対防御を付与されたデアラルンブール帝国の騎士らによって同胞が散るのを実際に戦場で見てきているのだ。

　理性ではそうと分かっていても、感情が追いついていかないというのは十分に察しがついた。だからといって、この件に関して俺が折れることは絶対にあり得ぬこと。

「そなたは罪悪の聖女についてどう思っているかと聞いたな。罪悪の聖女は……俺が実際に接してきた聖女アンジェリーナはけっして悪しき存在ではなかった。個人的なことを言えば、純真で心優しいあの方をお慕いしていた」

「っ、祖国の仇を愛していたと言うのですか!?」

　デイボットが噛みつくように声をあげる。

「その通りだ。祖国への裏切りと言われれば、返す言葉もない。だが、実際にそばで仕え、俺の目で見た彼女は善良でか弱いひとりの少女だった」

「私には信じがたい」

「いいや、デイボット。お前は信じたくないだけで、本当は分かっているはずだ。絶対防御それ自体は悪ではない。課題はそれをどう使い、どう活かすのか。それに尽きる」

　デイボットは渋面のままだ。しかし、道理の分からぬ男ではない。俺はなおも重ねる。

「ハイネールの町で俺たちを窮地から救い、帝国を魔獣の脅威から守ったルーシーの力は本当に『おぞましい能力』だったか？　あの瞬間、奇跡の御業に声をなくし、畏敬の念をもって天を仰いだのは俺だけではなかったはずだ」

　俺の言葉に、デイボットはなにかをこらえるようにグッと唇を噛みしめた。

「デイボット。ただひとつ言えることは、俺にとってルーシーはなくてはならない唯一だということ。彼女だけは手放せん。皇帝として今後も国を守るために、ルーシーを妃にするのだ」

「……それはまさか、ルーシー様の立后が認められなければ皇帝の地位を降りると、そうおっしゃっているのですか!?」

　最終手段として、たしかにそれも考えている。ただしそれは、本当に最後の最後に取る手段だ。

　結婚反対の声を受けて俺が帝位を退いたら、ルーシーは自分を責めて苦しむだろう。

　だからこそ俺は、帝位もルーシーも手に入れる！　彼女を妃にすることを皆に納得させてみせる――！

「そう取ってもらってもかまわん。もし、そなたが署名の次なる手に出る準備があるならば、行動に移る前に言ってくれ。その時は――」

「おやめください！　私はあなたが反体制派の連合軍の先陣に立たれた時、その背に光明を見たのです。そうして己の胸に、どこまでもついていこうと誓った。それは私だけではありません。今回署名に参加した騎士たちの総意でもあります。それを、無下になさるおつもりですか!?」

　署名に参加した騎士らの顔が浮かぶ。その多くが、帝位簒奪のために共に戦った仲間たちだ。彼らの心を思えば、胸が痛まないはずがない。

　なにより俺の目の前で悲痛な表情で肩を震わせる盟友に対し、申し訳ないとも思う。だが――。

「先の言葉は撤回せん」

「っ！」

　デイボットは力なくガクンと床に項垂れた。

　せめてもの誠意として署名の束を放り出すことはせず、手にしたままデイボットの横を通り過ぎる。噛み殺した嗚咽を聞くともなしに耳にしながら、ひとり謁見の間を後にした。

　それから三日後。この日は、ルーシーが帰城する予定の日だった。

　あれ以来、デイボットらの動向を注視していたが、彼らが次なる行動に移る気配はなかった。

　代わりにデイボットが急ピッチで進めたのは、同じ正騎士長クラスの騎士への業務権限の移譲。明らかに引継ぎと取れる行動だった。

　……やはり、帝国騎士団を去る気でいるか。

　間もなくデイボットが騎士団長に対し辞表を提出するだろうという諜報部隊からの最新報告に、ため息が漏れる。

　失うには惜しい男。彼の抜ける穴はあまりに大きい。だが、俺には譲れないものがある。両方を掴み取れないのなら、俺が選ぶのは――。

「陛下、ご報告いたします。帝国北部で魔獣発生の一報がございました」

　ノックとほぼ同時、政務室に入室しながら報告をあげてきたのはベルフォード。耳にして、俺の眉間に険しく皺が寄る。

「北だと？」

「はい。発生場所はフリーデン領内。報告によりますと、これまでに確認された魔獣は十体。現在、現地在留の騎士たちが応戦中で、討伐完遂の見込み。援軍の必要なしとのこと。……ただ、九カ月前にハイネールで起こった魔獣被害の件もございます。私としては、現地からの報を安易に信用するのは危険かと」

「……ハイネールの時のように、今後被害規模が拡大する可能性があるということか」

「あくまで可能性ではありますが」

　逡巡はほんの一瞬。

「援軍を出そう」

　派兵に迷いはなかった。ただ、問題はどの部隊を出すか。

　差し迫った状況にあった前回とは違い、今回俺が自ら出陣することは難しい。平時であれば無理を押せなくもないが、結婚式まで三カ月を切り、各地の領主や各国大使から祝いのための訪問と面会の予定がすし詰めになっていた。それらの予定に穴を開けることはできなかった。

　今は援軍の指揮をほかの者に任せるしかないが……さて、誰を行かせるか。

　――バタンッ。

「陛下。突然入室する無礼をお許しください！」

「デイボット？」

　なぜ、こいつがここにいる？

　扉前には衛兵が立っている。ベルフォードをはじめとする顔パスの数人を除き、通常は入室の伺いもしないまま部屋の扉を開けるなど、そんな非礼を彼らが許すはずはないのだが。

　怪訝に思いつつも、相手は既知のデイボット。その訴えに耳を傾けた。

「先ほどの援軍の件、どうか私に指揮を任せていただけないでしょうか！　なにとぞ、お願いいたします！」

　デイボットが床に片膝を突いたことで、その巨躯の後ろから新たな人影が浮かび上がる。

　……なんだ？　デイボットはひとりでここまで来たのではなかったのか？

「私からも、彼の部隊の派遣をお願いします。そして、それとは別にもう一点、どうか聞き届けていただきたいお願いがございます！」

　頭を下げるデイボットの後ろから現れて口添えしてきたのは、まさかの――。

「ルーシー!?　帰っていたのか!?」

　帰城の報告を受けるより先に、姿を見せた彼女に驚く。しかし、驚きはほんの一瞬。目の前のあり得ぬ組み合わせと彼女からの謎の懇願に、俺は困惑の眼差しを向けるのだった。




◇◇◇




　お義父様の領地での滞在を終え、私は実に十日間ぶりに帝都に戻ってきていた。

　長距離の移動を考慮し、いったん帝都にあるバリューダ侯爵家の別邸に寄り、ひと息ついてから帝宮までお義父様の愛馬に相乗りで送ってもらう。

「馬車でなくてよかったのかい？」

　私の背中側から手綱を握ったお義父様が問う。

「ええ、帝都の風を直接肌で感じたくて。お義父様には、お疲れのところに無理を言ってごめんなさい」

　お義母様とは、領地の屋敷で別れを済ませている。次に会う時は、私の結婚式になりそうだ。

　最近発覚したのだが、お義母様の普段の居住実態は領地の本宅にある。それをディルが私を神殿宮に引き取った際に、わざわざ呼びつける格好で身辺介助を任せた。そんな経緯があった。

　私としては、気がよくて優しいお義母様に侍女としてついてもらったことに感謝しかないが、事情を知った時は本当に申し訳なく思ったものだ。

　今は新たに選ばれた数人の女官が皇妃付きとして交代で控えてくれているから、お義母様には引退してゆっくり過ごしてもらうことにした。領地の本宅で再び夫婦で過ごせるようになり、お義父様はとても嬉しそうだった。

「なに。私もかつては馬を駆って戦場を走り抜けた騎士だった。当時より年を取ったとはいえ、君ひとり乗せて街を流すくらいは朝飯前さ」

「ふふっ。ありがとう。それから、お義父様はお年を召してもいっそう素敵だから自信を持って」

「おやおや、嬉しいことを」

　お義父様と談笑していれば、帝宮まではあっという間だ。

　たどり着いたのは、普段ほとんど使うことがない軍務宮に近い北門だった。バリューダ侯爵家の別邸からだとこの門に続く道が一番近いのだ。

　お義父様は門の前で先に馬を下りると、私のウエストをヒョイと掴んで下ろしてくれる。

「お義父様、待って。送りはここまででいいわ」

　馬を守衛の騎士に預けようとしているお義父様に待ったをかける。

「ん？　中央宮まで送らなくっていいのかい？」

「ええ。ここからはひとりで大丈夫。少し歩きたい気分なの」

「そうか。帝宮の敷地内なら安全だし、それもいいだろう。……君、一応ルーシーが無事に帰宮したことだけ陛下に伝言を頼めるかい？」

　お義父様の言付けを受け、守衛のひとりがすぐに中王宮の方向に消えていった。

「お義父様、ありがとう。領地での滞在はとても楽しくて、本当にあっという間だったわ。あちらに戻られたら、お義母様にもよろしく伝えてね」

「ああ、必ず伝えよう。充実の時間を過ごせたようで、私としても嬉しい限りだ。私は来月も帝都に来る予定がある。その時に、また顔を出させてもらうよ」

「ええ、また」

　名残は尽きないが、別れを告げて抱擁を交わす。ヒラリと馬に跨り、来た道を戻っていくお義父様の背中を見送った。

　お義父様の姿が見えなくなると、軍務宮を横目に見つつ中央宮に続く歩行路を歩きだした。

「ルーシー様、お待ちください！」

　しばらく行ったところで呼び止められ、声のした方を振り向く。

「あなたは……」

　小走りで私に歩み寄ってくるのは、ハイネールの魔獣討伐でディルの部隊にいた騎士のひとりだった。ただし、私が部隊に同行したハイネールからの帰路で、彼が私に話しかけてきたことは一度もなかった。それどころか、いつも私のことを睨むような目で見ていたから、できるだけ近づかないように気をつけていたほど。

　そんな彼が私に声をかけてくるなど、いったいどんな風の吹き回しだろうか。

「急に呼び止めてしまい、すみません！　実は、お願いがございましてっ！」

　騎士はひどく急いでいる様子だった。

「なにかしら？」

「これを軍務宮に届けていただきたいのです」

　これと言われて差し出されたのは、革製のフォルダーだった。きっと中に資料が入っているのだろう。

　騎士団の資料だと、その内容によって軍事機密とかいろいろありそうだ。

「それはもちろんかまわないけれど。……でも、あなたが届けなくて大丈夫なの？　というか、私が預かってしまって問題にならないかしら？」

「間もなく皇妃となられるルーシー様であれば、なんら問題ありません。むしろ、これは重要資料で、往来で行き合う騎士仲間には頼めず困り果てていたら、ちょうどルーシー様をお見かけして！　あなた以外には託せないんです！」

　なんと、ほかの騎士に頼めないほど重要な資料だとは。

　私が驚いて固まっていると、騎士はなおも続ける。

「本来は私が届けなければならないのですが、今しがた妻が事故に遭い救護所に運ばれたと連絡があって……、それでっ」

「なんですって、奥様が!?　そういうことなら、早く行ってあげて！　この書類は私が責任を持って届けます！　それで、軍務宮のどこに届ければいいの？」

　私は慌てて騎士の手から革製のフォルダーを受け取った。

「ありがとうございます！　地下の金庫室の中にいる金庫番に渡していただければ大丈夫です！」

「金庫室の中？　そこは私が入れるの？」

「ルーシー様に入れない場所はありませんよ！」

「分かったわ。とにかくあなたは行ってちょうだい」

「すみません！　恩に着ます！」

　騎士は礼を叫んで、取る物も取りあえずといった様子で駆けていった。

　騎士を見送った私は預かったフォルダーを小脇に抱え、行き先を中央宮から軍務宮に変えて歩きだす。

　真正面に見える堅固な造りの軍務宮を見上げる。

　……前世も含め、ここに来るのは初めてね。

　前世で騎士たちに絶対防御を付与する際は、いつも騎士たちが神殿宮の私のもとを訪れていた。出立前の騎士たちを激励しに軍務宮に行きたいと申し出ても、なにかと理由をつけて断られていたっけ。今ならば、ガストンがなぜ私をここに寄りつかせなかったのか察しもつく。侵略戦争を仕掛ける準備を進めているところを私に見せるわけにはいかなかったのだろう。

　今世では、ディルに中を見学したいと言えば止められることはなかったはずだが、皇妃教育にてんてこ舞いで、直接関係のないこの場所にまで足を踏み入れる余裕がなかった。せっかくだから、この書類を届けるついでに中を見学させてもらうのもいいかもしれない。

　正面玄関で私に気づいた守衛騎士が直角に腰を折る。

「こんにちは。届け物があって来たのだけど、入らせてもらっていいかしら」

「はい、もちろんです！　誰か案内役をお付けした方がよろしいでしょうか」

　僅かな逡巡の後、首を横に振った。

「いえ、案内は不要です。よかったらひとりで見せていただいてもいいかしら？」

「もちろん、ゆっくり見学なさってください。もし、途中で不明点や質問などあれば、中の騎士に遠慮なくお声がけを」

「ありがとう」

　守衛騎士に礼を告げて別れ、私はひとり初めての軍務宮の中に足を踏み入れた。

　そうして進む宮内は、優美な内装の中央宮や神殿宮とは対照的。堅固な外観を裏切らない質実な造りで、ひどく無機質な印象だった。さらに私語禁止のルールでもあるのか、室内外に併設された訓練場から時折聞こえてくる剣けん戟げきの音と掛け声以外、無駄話の類いもいっさい聞こえてこない。

　たまに行き合う騎士たちは私を認識するや、足を止めて敬礼で見送ってくれる。けれど一様に醸す雰囲気は固く、気さくに声をかけてくるような騎士はいない。

　……ひどく排他的で寒々しい。軍事施設とはこういうものなのだろうか？

　不気味なくらい静まり返った廊下を歩いていると、遠巻きにあちこちから視線を感じた。好意的なものもあれば、そうでないものもある。

　中央宮やほかの場所にいる時よりも私に対する目が厳しいことは、ここに入ってわりと早くに気づいていた。皆に好かれようなどと思っているわけではないが、それでも敵てき愾がい心しんがむき出しの視線には胸が痛んだ。

　気が滅入りそうになりながら、真っ直ぐに地下の金庫室を目指す。

　私は幹部以外の立ち入りが固く禁じられている最重要区画のさらに奥にある金庫室の前までやって来ていた。

　扉の前で立番をしていた騎士が、私を見るや直角に腰を折る。

「この中に届け物があって来たんだけれど、開けてもらえるかしら」

「ハッ。少々お待ちください」

　騎士は一瞬訝しげな顔をしたが、すぐに思い直した様子で解錠し始める。

「どうぞ」

「ありがとう」

　騎士に厳重な二重扉を開けてもらい、ひとり室内へと踏み出した。

　……なにかしら？

　窓のない堅牢な部屋に入ってすぐ、胸のあたりに微かに熱がたまるような感覚があった。まるで大気から私の胸にじんわりと力が染み込んでくるような……え!?　これって……！

　ほんの微弱な反応だが、私にはこの感覚に馴染みがあった。厳密には、この逆の感覚を私は知っていた。

　……これって、絶対防御を解放する時の、真逆の感覚なんじゃ!?

　部屋の中央の台座に置かれた物を目にした瞬間、心臓がドクンと脈打った。そうして私の疑念は確信に変わる。そこから、私の聖力が僅かにだが流れてきているのだ。

　台座に鎮座するそれは、ライオネルが発見した〝聖力を無効化する石〟。だが、私は認識違いに気づいていた。

　きっと、聖力を失っている今だからこそ、微弱な反応を掴むことができたのだろう。この石は、〝聖力を無効化する石〟ではない。

　石から感じるのは、〝無〟ではなく〝有〟。放たれた聖力を石が吸い上げることで、表面上、効果を無効にしているように見せているにすぎない。

　この石の本質は、聖力の吸収だ。今も石には、ライオネルがハイネールの宿の庭で吸収させた私の聖力がこもっている。

　そして私の感覚に間違いがなければ、この石にこもる聖力は再放出ができる――！

　震える手を石に向かって伸ばしかけた、その時。

「なにをなさっておいでですか？」

　背後からかけられた厳しい声に、ビクンと肩を揺らして振り返る。

「デイボット正騎士長！」

　驚きはほんの一瞬。私は見知った顔にすっかり安堵して、事の次第を伝えようとはやる心を抑えて口を開く。

「いえ、私はけっしてこの石になにかしようと思っていたわけでなくて……あの！　それより、デイボット正騎士長！　私、気づいたことがあるんです！」

　ところが、デイボット正騎士長の反応は予想したものとは違っていた。彼が私に向ける眼差しの凍いてつくような鋭さに身が縮む。

「ルーシー様、まずは私の質問にお答えください。あなたはこの場所に、なんの目的でやって来られたのですか？」

「あ。届け物を頼まれて、……これです！」

　私は脇に抱えていたフォルダーを差し出した。

　デイボット正騎士長は険しい表情で受け取って、パラパラと中をめくりだす。

「なにも書いてありませんが」

　えっ？　慌ててデイボット正騎士長の手もとを覗き込む。

「真っ白!?　嘘、そんなはずは……っ」

　そんなはずはないと言おうとして、けれどすぐにひとつの可能性に思い至る。

　あの騎士は、もともと私に友好的ではなかった。もしかすると、私は彼に嵌はめられたのかもしれない。

「……申し訳ありません。目的なくこの部屋に入った私は、なにか罰を受けることになりますか？」

　私が告げた瞬間、デイボット正騎士長は眉間にクッキリ皺を寄せた。

「……己を嵌めた騎士の存在を訴えないとは、ずいぶんと奇特な人だ。どういう思考をすればその発言となるのか、逆に興味深い気もしますが」

「え？」

「おそらく、あなたを嵌めようとした騎士は知らなかったのでしょう。婚姻成立前ではありますが、あなたには陛下が皇妃と同等の権限を与えています。帝宮内であなたが出入りできない場所はありません。ゆえに、当然罰もありません。たとえこの書類が真っ白でも」

「……なぜ？」

　私の疑問の声に、デイボット正騎士長は顔をしかめた。

「今の『なぜ』が、『なぜ私が嵌められたと分かったのか』という質問ならば、それを尋ねるあなたは愚かだ」

「どういう意味ですか？」

「騎士たちの恨みを買っているあなたが、嵌められたり、嫌がらせをされたり、そんな可能性は容易に想像できる。むしろ、なぜ思い至らないのです？　そもそも、届け物の件があったにしても、よくもぬけぬけとこの場所に顔を出せたものです。よほど面の皮が厚いと見える」

　私の理解力が悪いのだろうか。ここまで悪しざまに言われるわけが私には分からなかった。

　そんな私の内心を読んだように、デイボット正騎士長は口を開く。

「ここには、かつて罪悪の聖女の絶対防御によって生き地獄を見た亡国の騎士たちが今も多くいます。……ここまで言って、お分かりになりませんか？　その罪悪の聖女と同じ能力を有するあなたが皇妃として立つことに、私も、そして彼らも、強い憤りを感じています」

「っ！」

　真正面からぶつけられた敵意に慄おののく。

　同時に、浅慮だった自分自身を殴りたくなった。

　なにが、ひどく排他的で寒々しい？　なにが、軍事施設とはこういうものなのだろうか!?　……違う。フォルダーの件も、騎士たちの硬い態度も、すべて私への反感から起こった反応だったのだ。

　震えそうになる唇を開こうとした。直後――。

「デイボット正騎士長！　大変です！」

　見知った顔の騎士がひどく慌てた様子で室内に飛び込んできた。彼はたしかデイボット正騎士長付きの補佐官で、デイボット正騎士長とは同郷だと聞いたことがあった。

「どうした？」

「我らが祖国の地、フリーデン領に魔獣が発生したとの一報が入りました」

「なんだと!?」

　……現フリーデン領。それはかつてのデアラルンブール帝国が最後に仕掛けた侵略戦争で敗れ、併合された永世中立の国があった場所だ。

　あぁ、そうか。デイボット正騎士長は、フリーデン国の騎士だったのか。ならば、どんなにかアンジェリーナを……そして、アンジェリーナと同じ能力を持つ私のことを嫌悪していることだろう。

　己の罪業を改めて知らしめられた思いだった。

「ただし確認された魔獣は十体程度。現地在留の騎士たちで討伐完遂の見込みとのことで、あまり心配はいらないかと。これは独自ルートで得た最新の情報です。同様の内容が、間もなく陛下にも報告されると思われます」

　魔獣発生の規模としては小さい。けれど、ハイネールの例もある。楽観せず、被害拡大を警戒しておいた方がいい。

　そして根本解決を図るなら、魔獣の出口ともいえる時空の裂け目を塞ぐことだ。

　今の私にはその力がない。けれど、石が吸収している私の聖力を再度放出すれば、おそらくかなう。そして私なら、きっとそれを再放出させることができる！

「心配いらない!?　馬鹿を言うな！　被害がそれで収束するとは限らんぞ。祖国の地が無事で済む確証はどこにもない……っ！」

　ハイネールの状況を身をもって知っているデイボット正騎士長も、私と同じ懸念を抱いている。

　しかも、魔獣発生地は彼の祖国の地だ。彼の心境は察するに余りあった。

　私はゴクリとひとつ喉を鳴らし、意を決してデイボット正騎士長に切り出した。

「デイボット正騎士長、どうか私に手を貸してください。あなたに助力いただけたら、きっとフリーデン領が守れます。……いえ、私が必ず守ってみせます！」

「なにを言っている!?」

「あなたの祖国の地を魔獣被害から守ります。そのための策が私にはあります。ただ、陛下はきっとそれを了承なさらない。だから説得を手伝っていただけませんか。そして許可が得られたその時には、私をフリーデン領に連れていってください」

「なっ、……なにを？」

　困惑の眼差しを向けてくるデイボット正騎士長に、私はひと呼吸置いてから、可能な限り感情を排除して話しだした。

　この石には、私の聖力がこもっていること。そして、石にこもる聖力を私に戻せば、絶対防御が展開できること。これらを分かりやすく伝えていく。

　説明の最中、彼の表情が驚愕から、希望のこもるそれへと変わる。そして、私がすべて話し終えた時、彼は私に対し直角に腰を折って頭を下げた。

　デイボット正騎士長はよほど曲がったことを嫌う質のようで、私が何度頭を上げるように取りなしてもなかなか頭を上げようとはしなかった。先の侮蔑の言葉への謝罪から始まり、自分自身の虫のよさに呆れると、しきりに都合よく頼ろうとすることを詫びていた。

「デイボット正騎士長、謝っていただくことなどありません。むしろ、あなたは祖国の地を守るために存分に私を利用してくれていいんです。私の力は、そのために授かった力だと思っています」

「……ルーシー様」

　私は必死に懇願して、なんとか頭を上げてもらうことに成功した。

「もっとも、聖力を失っている今は石に残留している力だけが頼りですから、あまり偉そうなことは言えないのですが」

「いえ、けっしてそんなことは……！　私は今、陛下の『絶対防御それ自体は悪ではない。課題はそれをどう使い、どう活かすのか。それに尽きる』という言葉を身に染みて感じております」

「デイボット正騎士長、必ずフリーデン領の時空の裂け目を塞いで帰ってきましょうね！」

「はい、私が必ずや御身をお守りいたします。あなたの温情に感謝いたします」

　この時には、私とデイボット正騎士長は同じ目的の完遂を目指す同志になっていた。




　その後は、デイボット正騎士長とふたりがかりでディルの説得にあたった。一昼夜の説得でついにディルの承諾を得て、私はデイボット正騎士長の部隊と共に石を持ってフリーデン領に旅立つことが決まった。

　出立の朝はディルと固く抱き合って、私は彼の胸の中で誓いを新たにした。

「ルーシー、くれぐれも無事で」

「ええ、絶対に無茶はしない。必ず、十日後にあなたの腕の中に戻ってくるわ」

　実は出立に際し、私はディルとふたつの約束をしていた。

　ひとつ目は、身の安全を第一に、けっして無理はしないこと。ふたつ目は、十日という期限。万が一、その期間内に時空の裂け目を塞いで戻ることが困難と判断されたら、即刻撤退すること。フリーデン領までは騎馬で片道四日はかかる。往復の時間を考えれば十日というのはギリギリの日程だが、迷いなく同意した。

　ディルが苦渋の決断で折れてくれたことは分かっていた。だから私も誠心でもって応え、ふたつの約束の厳守を彼に誓った。

　ここでデイボット正騎士長がスッとディルの御前に進み出て、低頭して告げる。

「陛下。我が命に代えましても、必ずや妃殿下を無事に御身のもとにお返しいたします」

　私は、彼が当たり前のように口にした『妃殿下』の一語に内心で驚いていた。

　……だって彼は、私とディルの結婚に反対の立場を取っていたはずで。

　認められた嬉しさに胸が熱くなる。同時に、必ず彼の期待に応えてみせようという決意を固くした。

「ほざけ。俺はお前の命など欲しくもない。ただし捨てる気なら、生涯を賭して仕えよ。そして我が治世のために存分に働くがいい。当然、ルーシーのことは、傷ひとつつけずに返せ！」

　ディルはデイボット正騎士長に対し、相当思うところがあるようで、吐き捨てるように返した。けれどディルの言葉の端々からは、彼への深い信頼が滲んでいた。

「陛下と妃殿下の御世に生涯の忠誠をお誓いいたします」

　そう言って深々と頭を下げたデイボット正騎士長の目には、薄っすら光る物が見えた。

「それじゃあディル、いってくるわね」

「ああ、いってこい。俺はここで君の帰りを待っている」

　私を見送るディルの声は、微かに震えていた。私は僅かな逡巡の後トンッと伸び上がり、初めて自分から彼の頬にキスを贈った。

　ディルは驚いたように目を瞠り、フッと表情をやわらかにした。一気に険が取れた彼を見れば、恥ずかしさに耐えた甲斐があったというものだ。衆人の目もあって穴があったら入りたいくらいだが、悔いはない。

　こうして各々の思いを胸に、私たちは一路フリーデン領へと旅立った。




◇◇◇




　ルーシーがデイボットと共にフリーデン領に出発して六日目。

　ルーシーが旅立ってから、俺は今日まで一睡もできぬ日が続いていた。

　目を瞑っても、浮かんでくるのはルーシーのことばかり。不自由を強いられていないだろうか。怪我はないだろうか。恐い思いをしていないだろうか。

　心配は尽きることがなかった。

　彼女は俺の掌中の珠。

　ほんの少しでも傷つく姿は見たくない。そばにいれば、彼女を脅かすすべてから俺がこの手で守ってやれるのに。離れている今はそれもできない。

　ただ彼女の無事を祈るだけ、そのことが身がちぎれるくらいつらく苦しい。

　……ルーシー、君の顔が見たい。君に会いたい。

　窓の向こうに広がる白み始めた空に切なく息をこぼし、眠ることを諦めて寝台から身を起こす。

　ルーシーと再会してから人並みに睡眠が取れるようになっていた中での五晩の完徹。さすがに体が悲鳴をあげているようで、立ち上がるとくらりと目眩を覚えた。

　頭に手をあててしのぎ、政務机に移動しようとして。

　――コンコン。

　その時。廊下から小さく扉が叩かれた。

「誰だ？」

「ベルフォードです」

「入れ」

　明け方の非常識な来訪者は、その手にワインボトルと二客のグラスを持って現れた。

「陛下、朗報です！」

　扉を閉めた瞬間、ベルフォードがいつになく興奮気味に叫ぶ。

「どうした？」

「ルーシーが石の聖力を利用して絶対防御を展開し、時空の裂け目を塞いだと！　たった今、伝書鳩で一報が入りました！」

「そうか！　ついにルーシーがやってくれたか！」

　感極まった俺は、ほとんど無意識にガッとベルフォードを抱き込んでいた。

「グェッ！」

　ベルフォードは俺に抱きつかれる直前、持っていたグラスとワインボトルがつぶれぬように持ち上げ、バンザイの体勢になっていた。

　俺は歓喜と興奮のまま、その胴体をギリギリと締め上げる。

「それで!?　ルーシーに怪我はないのだろうな!?　ルーシーはもうフリーデン領から撤収しているのか!?　ルーシーの体調など問題はないのだろうな!?　ほかにどんな情報が書かれていた!?　おいっ、ベルフォード！」

　ベルフォードを問い質すが、一向に答えが返る気配がない。

　怪訝に思って俺よりも低い位置にあるベルフォードの顔を見下ろすと、異常な赤さになっている。

　ん？　もしかして、少しばかり腕の力が強かったか？

　俺が腕を緩めてやったら、ベルフォードが呻きながら肘で俺の胸を押しやった。

「苦し……っ、死ぬ！　あなたの馬鹿力で締め上げられたら、本気で死にますっ!!」

「おっと、それはすまなかったな」

「……ゲホッ、ゴホッ。……っ！　なにが『すまなかったな』ですか!?　こっちは本気で三途の川に片足突っ込みかけましたからね!?　それから、小さな伝書紙にそんなに多くの情報が書かれているわけがありませんからっ！」

「それもそうか。……いずれにせよ、これでもうじきルーシーが帰ってくるな。あぁ、なんて待ち遠しいんだ」

　しみじみ語る俺に、ベルフォードは特大のため息をついた。

「まったく、ルーシーが絡むと賢帝が見る影もありませんね」

「ベルフォード、そうキリキリするな。この上はルーシーの一刻も早い帰還を祈り、一杯傾けるとしよう」

　一気に気分がよくなった俺は、ベルフォードの手からグラスとボトルを取り上げると栓を抜いて注ぎだした。

　朝焼けの下、乳兄弟と酒を酌くみ交わす。

「……ま、嬉しい限りですよ」

「なにがだ？」

　嬉しい報告に、うまい酒も入り、この日ばかりはふたりともいつになく饒じょう舌ぜつだった。

「あなたに大切な女性ができたことですよ。そのうち魔法使いになってしまうんじゃないかと、わりと本気で心配してたんですから」

「魔法使い……？」

「あ、ご存じないです？　男が童貞のまま三十になるとなれるそうですよ」

「フンッ。くだらんことを言ってないで、お前こそサッサと身を固めたらどうだ。俺よりふたつも上だろうが」

　ポーカーフェイスで受け流しつつ、内心で冷や汗をかいた。

　そうか。ルーシーと再会しなかったら、俺は魔法使いになっていたのか。

「……そうですね。あなたの結婚を見届けてから検討しましょう」

「お前には心配をかけたな」

「フッ、本当ですよ。ずいぶんと気を揉まされましたが、まぁ結果オーライというところですかね」

　やがてボトルが空になると、俺たちはどちらからともなく絨じゅう毯たんに寝転がる。そのままベルフォードとふたり、政務が始まる時刻まで久方ぶりの眠りを貪るのだった。




　その四日後。フリーデン領に出立した日から数え、きっかり十日目の夕方。

　俺のルーシーが、フリーデン領から帰還した。

「ルーシー！」

　隊列を目にした瞬間、駆けだしていた。

　そうしてデイボットの馬に同乗していた彼女をさらうように下ろし、俺の腕に抱き留める。

「無事でよかった！　この十日、指折りして君の帰還を待っていた！」

「っ、ディル。……ただいま戻りました。私も、あなたが恋しかった」

　俺の腕にすっぽり納まる愛おしい温もりに、涙がこぼれそうになる。

「おかえり、俺の最愛。今回は本当によくやってくれた。だが、もう二度と離さない……いや、離せない」

「ええ、こんな我わが儘ままは最初で最後よ。許してくれてありがとう。これからは、あなたの奥様として頑張るわ」

「……ルーシー、愛してる」

　愛しい想いに突き動かされ、サクランボのように色づく唇に口づける。

　今ばかりは、ここが衆人環視の帝宮前庭であることも、この後の歓迎式典のことも、すべてどうでもよかった。

　俺の妻に愛を伝えるのに、誰に憚ることもない。

「ディル、私も愛してます……」

　茜あかね色いろの空の下に、歓喜と祝福の声、そして少しばかりの羨望の声が響き渡っていた――。










第九章　転生した罪悪の聖女は、皇帝陛下と最良の結婚式を迎える




　駆け足みたいな速さで結婚準備の一年が過ぎた。

　そうして迎えた結婚式の日は、朝から青空が広がっていた。

　式は中王宮の大広間で正午から執り行われる。

　私が身支度を終えて控室で待機していると扉がノックされ、両親が訪ねてきた。ふたりは入室するや、私を眺めて感嘆の声をあげる。

「これは驚いた！　なんて素敵な花嫁さんだ。陛下相手とはいえ、これでは嫁に出すのが惜しくなってしまうな」

「まぁまぁ！　本当に美しいこと……！」

「ありがとう、お義父様、お義母様。来てくださって嬉しいわ」

　腰かけていた椅子からスッと立ち上がり、愛すべき両親を微笑んで出迎える。

　書類上の体裁を整えるために組まれた養子縁組は、その名目にとどまらず、私に愛情あふれる両親と兄を与えてくれた。前世でも今世でも経験しえなかった家庭の温かさというものを、私はこの一年で彼らから身をもって教わった。

　……よき妻として、母として、私はちゃんと立ち振る舞えるのか。

　これはディルとの結婚に際し、私の心にずっと影を落としていた憂慮だった。生い立ちもあり、私にとって結婚も、その先にある出産や子育ても、すべてが未知で。

　それゆえに大好きなディルとの結婚なのに、不安も大きかった。結婚が決まって間もない頃、ディルが一度だけそれとなく性的な欲求をほのめかしてきたことがあった。私は大きく動揺し、その反応でディルは即座に引いた。そうして忍耐強く優しいディルは、それ以降やわらかなキスと抱擁以上を求めず、紳士的な婚約者に徹してくれた。

　あの時、ディルに求められてあんなにも動揺したのは、結婚前だからまだ早いとかそういう次元のものではなかった。私はその行為によって自分が母親になってしまうのが怖かったのだ。

　だけど、今は寸分の不安もない。この一年で家庭の温かさと家族のありがたみを知った。私はディルといずれ出会う我が子に、大好きな両親と兄が教えてくれたたくさんの優しさを自信を持って伝えてゆける。

「結婚式に白いお衣装は珍しいと思ったけれど、なんて綺麗なのかしら」

　お義母様が私のドレスのスカートのドレープを整えながら、うっとりとこぼした。

　真っ白なドレスは私が希望したものだ。

　これからどんな色にも染まっていける白は、まさに今の私。

　私はまだまだ皇妃としてディルの隣に立つには未熟で、婚約期間中も彼に助けられてばかりだった。けれどこれからより多くを学び、見識を深め、いつか必ずディルの重荷を分かち合えるような皇妃になる――。

　白を選んだのは、そんな私なりの決意表明でもあった。そうしてもうひとつ。

「大好きなあの子の色を選びました」

　フェンが最後に願ったのは私たちの幸せ。最高に幸せな今日という晴れ舞台。本当ならフェンと一緒に臨みたかったけれど、それは叶わないことだから、せめて彼を身近に感じられるこの色でと、そう思ったのだ。

「そうだったわね。ルーシーは陛下の愛犬をとても可愛がっていたものね。きっと、空からあなたたちの晴れの姿を見ているに違いないわ」

　在りし日のフェンを偲ぶように、お義母様が優しい目をして告げた。

　フェンは大気に溶けるように消えてしまったから、埋葬をした事実はない。

　飼い犬の中には、死期が近くなると飼い主から隠れたり離れようとする個体もいるという。ディルがフェンの不在についてひと言も口を開かないのもあって、お義母様や周囲の人たちには長く皇帝に添っていたフェンも死期が近づき姿をくらましたのだと理解されていた。

「ところでルーシー、陛下はそれをご存じなの？」

「そういえば、特に伝えてはいませんね」

　ただ、あえて言葉にしなくとも私がこの色のドレスを選んだ理由も、きっとディルにはお見通しなんじゃないだろうか。なんとなく、そんな気がした。

「なら、陛下には伝えない方がいいわね。ほかの男性の色を選んだと知ったら、陛下は絶対に妬やくわよ」

「あの、お義母様。フェンはたしかに雄ですが、動物ですよ。さすがにそれはないと……」

　本当は動物ではなく聖獣だけれど。

「ふむ、たしかに。陛下は私とルーシーが楽しげにしていると、私のことまで嫉妬心むき出しの目で見てくるからなぁ」

「え？　本当ですか」

　賛同を示すように告げられたお義父様の言葉は、にわかには信じがたい。たしかにディルは私に対して甘く過保護なところがあるけれど、周囲には完全無欠の皇帝陛下で通っているはず。そのディルが、本当にそんな態度を取るのかしら？

「本当ですとも、ルーシーは基本的に陛下に対する認識が甘くってよ！　最近の陛下は、あなたが声をかけて微笑みかけた男たちを端から睨みつけて威嚇しているんだから。先日の隣国大使との懇談会など、あなたが大使のご子息の頭を撫でているのをものすごい形相で見ていたのよ。あの陛下なら雄犬とてライバル認定すること間違いなしよ」

「えぇっ!?」

　大使のご子息は八歳の子供だ。ただ年齢よりも体格に恵まれていて、出会った頃のディルを彷彿とさせた。

　同席していた私は、難しい話をする大人たちの横でつまらなそうにしている彼に気づき話しかけたのだけど……。

「母上、ルーシー、面白い話をしていますね」

　すぐ横からあがった声にギョッとする。

「お義兄様！」

「あら、ベルフォード。来ていたのね」

　すっかりおしゃべりに夢中になってしまっていたらしい。入室に気づきもしないとは、とんだうっかりだ。

「あぁ、これは美しい……！　さすがは我が妹、今日のあなたは女神のようだ。帝国中があなたの虜とりこになってしまいますね」

「褒めすぎだわ、お義兄様。でも、ありがとう」

　最近気づいた。クールで少し皮肉屋なところのあるお義兄様だけど、実は女子供相手にはかなり優しい。そしてその優しさは、妹の私にも惜しみなく向けられる。

「ちなみに先ほどの懇談会の話には続きがあるのですよ」

「え？　そうなんですか？」

「あら、そうなの？」

　私とお義母様の声がかぶった。お義父様は苦笑しているから、もしかしたら知っているのかもしれない。

「母上やルーシーがひと足先に退席した後のことです。あなたのことをいたく気に入ったご子息が、大使に『僕のお嫁さんにしたい』と訴えたのです。そうしたら、それを横で聞いていた陛下が大人げなくも『彼女は俺の妻になる女性だから諦めろ。お前の嫁にはやらん』と言い放ち、ご子息は大泣き。それはもうなだめるのが大変で――」

「ベルフォード、いい加減なことを言うな。俺はそんな言い方はしていない」

　背後からあがった声に振り返ると、ディルが扉に手をかけて呆れたように見ていた。

「ディル！」

　どうやらお義兄様が部屋に入った後、扉が薄く開いたままになっていたらしい。

　私と揃いの白の正装に身を包んだディルはいつもにも増して凛々しくて、思わず息をのんだ。

「俺はただ『彼女は俺の妻になる女性だから諦めろ。お前はお前だけの女性を別に探すことだ』とそう助言してやっただけだ」

「八歳の子供にとってはどちらも大差ないように思いますがね」

　ヒョイと肩をそびやかすお義兄様の前を素通りし、ディルがゆっくりと私のもとにやって来る。

　彼は私の前で足を止めると、まぶしそうに目を細くした。

「ルーシー、なんて綺麗なんだ。普段も美しいが、今日の君は一段と美しい」

　ディルは私をそっと抱き寄せ、結い上げた髪を崩さぬよう、こめかみあたりに軽く唇を寄せた。

「ディルも。素敵すぎて、驚いちゃったわ」

　当たり前だが、十一年の間にディルと私の身長は逆転し、今ではディルの方が頭ひとつ半は背が高い。

　私は見上げる位置にあるディルの頬に手を伸ばし、シャープな輪郭を指先でたどる。ディルはおとなしく私のするに任せ、少しくすぐったそうに首を竦めていた。

　……こんなに凛々しく成長したディルと結婚する日がくるなんて、前世の私が知ったらきっと腰を抜かすわね。

　心と体がふわふわして、なんだか夢でも見ているみたい。けれど、指先に伝わる人肌の温もりは現実のもので――。

　その時。頬にあてた手がギュッと握り込まれたと思ったら、その指先に口づけられてビクッと体が跳ねる。

　やわらかで少し湿った艶めかしい感触にドキドキした。まるですべての神経が、その一点に集ってしまったみたいだった。

「こうして今日という日を迎えられて嬉しいよ。こんなに美しい君を妻に迎えられるなんて、夢でも見ているようだ」

　指先に唇を寄せたまま熱い吐息と共に告げられたのは、私の心の内を読んだみたいな台詞。

　ディルと同じ感覚を共有していたことに喜びが込み上げる。

「私もよ。夢みたいって、まさにそう思っていたの」

　広い背中に腕を回して懐に飛び込むと、ディルが大切な宝物を包み込むみたいにそっと私を抱きしめる。大好きなディルの胸の中は幸せの匂いがした。

「それじゃあ、私たちは先に親族席の方に行っているわね。行きましょう、あなた、ベルフォード」

「ではルーシー、陛下、また後ほど」

　甘い雰囲気の私たちに気を使ったのだろう。お義母様がお義父様とお義兄様を引き連れてそそくさと控室を後にして、室内には私とディルが残された。

　改めてふたりきりにされると途端に意識してしまい、乾いた喉にゴクリと唾をのみ込んだ。ディルも少し緊張しているように見えた。

　ディルはふたりの間に隙間をつくり、上から熱のこもった瞳を向けた。

「ルーシー、これから皇妃として立てば華やかなばかりでなく、苦労をかけることもあるだろう。だが、そんな時は必ず俺が助ける。きっと、苦労以上に多くの幸せで君を満たしてみせる。だから……」

　ディルはここでいったん言葉を途切れさせる。

「ディル……？」

　頼もしい言葉をもらって嬉しいはずなのに、なぜか覚えたのは微かな違和感。

　小首を傾げて見上げる私に、ディルは一拍の間を置いて口を開いた。

「だからルーシー、どうか俺に愛想をつかしてくれるな」

「やあね。私があなたに愛想をつかすなんて、天地が引っくり返ったってあり得ない。それは不要の心配だから、安心していいわ。……でも、急にどうしちゃったの？」

「急にではないよ、俺は君が思うより情けない男なんだ。大の男がなにをと思われるかもしれないが、俺は事君に関してはいつだって自信がない。政治的な事柄ならおおよその正解の行動が見通せるのに、君の心をつなぎ止めるための最善には迷ってばかりだ。それに俺は昔から君に情けないところばかり見せてきたからな。君にこれ以上醜態をさらし、呆れられ、嫌われてしまう未来にいつも怯えている」

　ディルの心の吐露に、目を瞠る。

　……まさか。ディルはなにを言っているのか。

　私は前世の記憶をそのまま引き継いで転生している。前世と今世で生きた年数を単純に足せば、私の方がディルより三年長く生きていることになる。だけど、私がレアモルド伯爵家で息を潜め、隠れるように二度目の少女時代を過ごしている間に、絶対皇帝として君臨し一国を率いてきたディルとの経験値の差は大きく広がった。

　今では私がディルにおんぶに抱っこの状態で寄りかかりきりのありさまだ。ディルが抱く不安は、むしろ私の不安そのもの。

「それなら同じよ、ディル」

「ん？」

「私も今、あなたに呆れられないように、あなたの隣に並ぶに相応しい自分になろうと必死でもがいているところなの」

　私たちはふたりして同じ不安に怯えている。つまるところ、似た者同士なのだろう。

「馬鹿な。君はこれ以上なくよくやってくれている。俺が君に呆れるわけがない」

「そう見える？　それなら私の振る舞いは大成功と言えるかも。本当の私はね、あなたの前で格好悪いところを見せたくなくて、そつなくこなせているふりをしてるの。ふふふ、見栄っ張りでしょう？」

「俺の知っている君は控えめで謙虚で。だが、ここぞという時の行動力と決断力は目を瞠るものがあって。そんな君と見栄っ張りという単語がどうにも結びつかないが……」

　ディルは信じがたいというように私を見て、選ぶように言葉を続ける。

「ただひとつ言えるのは、君がどんなに至らなくとも、たとえ絶望的に皇妃に向かない性質だったとしても、俺が君を愛しく想う心は変わらない。むしろ君の格好悪いところならお願いして見せてもらいたいくらいだ」

「やだ、ディルったら。でも、そうね。どんな醜態をさらそうが、私もあなたへの愛は変わらないわ。ただ、あなたが悪あく辣らつを極める暴君になってしまいそうなその時は、同じ責任を負う皇妃として助言くらいはさせてもらうわね」

「それは頼もしいな。君を国母に戴くこの国の民は幸せだ」

　……どうだろう。私はまだ皇妃としてスタートラインに立ったばかり。私の真価が試されるのはこれからだ。

　けれど、そんなに気負わなくてもいいのかもしれないと今なら思える。私にはディルがいてくれる。ふたりで手を取り合って支え合い、いつか私なりの皇妃の形を築いていけたらそれでいい。

「ねぇディル、今の話で思ったの。私たち、お互い完璧を求めすぎていたんじゃないかしら」

「そうかもしれないな」

「もし今度、あなたが私にとっての最善の選択に迷うことがあれば、その時は教えてちょうだい。その代わり、私も皇妃としての在り方に不安な時や自信が持てない時は相談させてもらうわ。きっと、ひとりで悶々と思い悩むより簡単に建設的な答えにいきつけると思うの。頼りにしています、旦那様？」

「……これは一本取られたな。やはり、俺は一生君にはかなわない」

　ディルは私から隠すように顔を背け、なにかつぶやいていた。その頬がずいぶんと赤く見えるのは気のせいだろうか。

「ディル？　どうかした？」

　私に視線を戻したディルの表情は、なにか吹っ切れたように晴れやかだった。

「いいや、なんでもない。ルーシー、この後の結婚式で誓う愛は形式的な成句になる。だから今、俺の言葉で君に伝えたい」

　心臓がドクンと跳ねる。

　緊張と興奮が入り交じった不思議な高揚感の中で、私はディルの続きに耳を傾けた。

「これから先なにがあっても、俺はもう君を離してやることはできない。その代わり、俺の一生涯の愛は君だけのものだ。何年先の未来も、ずっと君を愛してる」

　ディルの深い愛に包まれて、全身が喜びに満たされる。

　こんなに幸せな花嫁がほかにいるだろうか。この瞬間の歓喜を、私は生涯忘れることはないだろう。

「私もディルを愛してる。私こそ一生離してあげない。私はあなたが少年から青年へと変わっていく貴重な十一年を見逃したわ。その分、これから先は、もう片時だって見逃さない。一番近くであなたの姿をこの目に焼きつけるわ。だから、私の方から望むところよ」

「なんと、これは大ごとだ。見苦しい年の重ね方はできんぞ……だが、努力で腹の出っ張った中年になるのは回避できても、頭髪が心許なくなった時はさてどうしたものか」

　真剣に思案しだしたディルの姿に頬が緩む。

「大丈夫、その時は禿げ頭のディルを愛するわ！　もちろん、お腹の出っ張った中年のディルを受け入れる準備も万端よ！」

　ディルが驚いたように目を瞬かせ、次いでクシャリと微笑んだ。

「我が妻の寛容さに涙が出そうだ」

「ふふふっ、よかったわ」

　その時、扉越しに侍従から間もなくの開式を告げられる。

「行こうか」

「ええ」

　ディルに差し出された腕を取る。

　私たちは微笑み合い、結婚式が始まる大広間へと足を向けた。




　結婚式は厳かに進む。

　私とディルは大広間に集った二千人を超す招待客の前で、慣例に則のっとり永遠の愛とよりよい国造りを誓う。各国王族や外交官らから祝辞を受け、結婚式はつつがなく幕を閉じた。

「宣誓も祝賀に対する返礼も実に堂々としたものだった。見事だ」

　大広間を退出すると、ディルは真っ先に私をねぎらった。

「よかった。事前に何度も練習していた甲斐があったわ」

　でも、私にとって本番はこれからだ。

　これから私は、皇家の伝統になっているバルコニーからの顔見せに臨む。普段入場が制限されている帝宮前庭が、結婚式の今日だけは広く国民に開放されている。

　この顔見せが、私が皇妃として国民の前に立つ最初の場。私は国民に受け入れてもらえるのか……。緊張は隠せなかった。

　そうして向かった中央宮のバルコニー。

　開放された前庭はもちろん、帝宮に至る道々まで私たちをひと目見ようと集まった群衆が埋め尽くしていた。

　何万もの人、人、人……。目にして、結婚式で各国王族や外交官を前にしても震えなかった足が震え、体が竦んだ。

　歩みを遅くした私に、ディルが優しい声音で告げる。

「ルーシー、彼らの声を聞いてごらん」

「え？」

「皇妃誕生を祝う声がそこかしこからあがっている。皆が、君を歓迎しているよ」

　言われるまま、ざわめきのひとつひとつに注意を向けてみれば――。

「っ、本当だわ！」

　群衆の歓声に耳を傾けると、ディルを称たたえる声と同じくらい『ルーシー皇妃殿下、万歳』と聞こえてきて面食らう。

　驚いて顔を上げたら、ディルが優しい目をして私を見下ろしていた。

「皆が君の来臨を待っている。君は自信を持って手を振ってやればいい」

　ディルにポンと背中を叩いて励まされ、体の力みが抜ける。足の震えも収まっていた。

「出られそうかな？」

　包み込むような眼差しが勇気をくれる。

「ええ、もう大丈夫。ありがとう、ディル」

　ディルのエスコートでバルコニーに踏み出す。私たちが姿を現すや、群衆の歓声で空気が揺れた。

　轟とどろく歓声もひしめき合う幾万もの人波も、もう怖いとは思わなかった。

　バルコニーに並んで立ち、ディルがスッと手を上げると、一瞬にして水を打ったようになった。

「私と皇妃ルーシーの結婚に際し、多くの祝福の声に感謝する」

　ディルが発した第一声。静寂にあって、不思議なくらいよく通った。

　皇帝が国民の前に姿を見せることは稀で、ましてや肉声を届けることなど数えるほどしかない。そんな皇帝からの謝辞に、感涙に咽ぶ民の姿も見えた。

　横から見ている私も、堂々とした彼の立ち姿に圧倒されていた。彼がまとうのは、間違いなく絶対者の威風。絶対皇帝としてこの国を率いてきた彼のすごさを、改めて見せつけられた思いだった。

　ディルはよどみなく言葉を続ける。

「また、私の帝位就任から十一年。平安の世を保ってこられたのは、国民皆の協力があってこそと思う。今後は皇妃と共にますます平和な治世を目指し邁進してゆく心づもりだ。その皇妃に対しては、私と同等の敬意が払われることを期待する。我がデアラルンブール帝国と、すべての帝国民に栄光あれ」

　――ワァアアアッ。

　ディルの語り終わりと同時に、帝宮が大歓声と拍手喝采に包まれた。

　……すごい。なんてカリスマ性だろう。

　かつてフェンが、ディルが新皇帝に立てたのは『類い稀な統率力によるところ』だと言っていた。その言葉の意味を、身をもって体感していた。

　ディルは人を引きつける力がずば抜けている。なるほど、これでは偉ぶるだけで威厳もなにもなかった前皇帝ガストンは、まるで勝負にならなかっただろう。

「さぁルーシー、皆が君からの言葉を待っている」

　ディルに囁きと共にそっと背中を押され、一歩前に進み出る。すると、再び周囲がシンッと静寂に満たされた。

　今日のこの顔見せには、あえて事前に文言を準備してこなかった。この瞬間に感じた正直な思いを言葉にしようと決めていた。

　私は集まってくれた民をゆっくり見渡してから、視線を前に向けて話しだす。

「わたくしと陛下の婚姻をこうして多くの方々に祝福いただいていることを大変幸せに思います。皇妃として至らないところも多いと思いますが、デアラルンブール帝国が安らかでより暮らしやすくなるよう、陛下と共に精いっぱい力を尽くしてまいります。最後に、今日この場にお集まりいただいた皆様と、この婚姻に祝福を寄せてくださるすべての方に心から感謝を申し上げます」

　硬くて少し拙い挨拶にはなったが、これが今の私の精いっぱいだ。やりきった思いでチラリと横を見上げれば、ディルがよくやったと言うように笑顔で頷いてくれた。

　満点にはほど遠くとも、どうやら最低限の体裁は保てたらしい。

「ディルハイド皇帝陛下、並びにルーシー皇妃殿下の御世に幸あれ！」

　バルコニーの袖に控えていたお義兄様の声を皮切りに、そこかしこから祝福の声があがる。群衆も祝福の大合唱で大地を揺るがす。

　私とディルは手を振って、歓声に応えた。

　そうして顔見せの最後、私とディルは介添え人からバスケットを受け取った。

　中に入っているのは花だ。この花はいわゆる縁起物で、受け取ると幸せが訪れると信じられている。これを群衆に向けてまくのがデアラルンブール帝国流の祝賀の締めくくりだ。

　ちなみに、集まった群衆は私たちの結婚を祝うと同時に、この花を得るのを目当てにもしている。だから、できるだけムラなく広範囲に行き渡るようまかなければ不満につながってしまう。歴代皇帝と皇妃がレクチャーを受け、花をまく練習をしているというのは、自分が当事者になって初めて知った衝撃の事実だ。

　スッと視線を落とし、バスケットに詰まった雪の結晶のような花形を認め、目を瞠る。

「え！　……これ、サクラソウだわ！」

「今日という日にこれ以上相応しい花はないだろう？　この花が降り注ぐ様子は、きっと雪の結晶が舞うように幻想的だ」

　サクラソウはフェンを象徴する思い出深い花。

　今日、この日にこの花を選んでくれたディルに胸が熱くなった。

「……ありがとう、ディル。最高の選択だわ」

　ディルは瞳を潤ませる私の肩をそっと抱き、バルコニーの手すりすれすれまで前に出た。

「さぁルーシー、国民が待っている」

「ええ」

　ディルに促され、バスケットの中のサクラソウをそっとすくい上げてまく。群衆はワァッと沸き、降ってくる花を掴もうと高らかに手を伸ばす。

　純白の花弁がキラキラと陽光を弾きながら舞い落ちていくさまは幻想的で、神秘性すら感じさせた。

　さすがに前庭の外にいる人には届けられないけれど、私は少しでも均等に行き渡るよう、多方向へと丁寧に花を投げていった。そうして花は、あっという間に最後の一輪を残すのみになる。

　それはひと際大きくて、花弁の形が美しい純白のサクラソウで。

　あえて投げることはしなかった。手のひらからそっと放した花は風に乗り、ひらひらと踊りながら落ちていく。その花に向かい、落下地点の周辺にいた人たちが一斉に手を伸ばし――。

「私のだから、取っちゃダメーっ!!」

　え？　空を裂くような金切り声にギョッとする。

　声のあがった箇所を凝視すれば、なんとイライザが周囲の人たちを押しのけて、強引に花を掴み取ろうとしているではないか。

　なぜ、よりにもよってイライザがそこにいるの!?

　形振りかまわぬ彼女の行動に、怒りや呆れよりも悲しみが湧く。彼女の手にだけは渡ってほしくないと思った。

　次の瞬間――。

《ガウッ！》

　最初に聞こえたのは声。懐かしい鳴き声が、私の脳内に反響した。

　フェン!?　ううん、そんなわけない。だってフェンは……。

　私がフェンの声を聞き間違えるわけがない。だけど、彼の最後を知るからこそ素直に信じるのを躊躇した。

　さらにこの時、私の体内でも変化が起こっていた。聖力をなくして以来ずっと悩まされ、騙だまし騙しやってきていた虚脱感がなくなったのだ。そうして体の内がエネルギーで満たされているような馴染みのある感覚。すぐに分かった。

　私、聖力が復活している――！

　その直後、イライザの手が花を掴む寸前で、どこからともなく現れた真っ白な巨体がパクッとサクラソウを銜える。

「ちょっ!?　なに横取りして……って、人の頭踏んでんじゃないわよ!?　このクソイヌっ!!」

　フェンはイライザの頭を踏み台にしてトンッと跳躍し、そのまま並み居る群衆の頭上を飛び越えてバルコニーに降り立つ。

　フェンが宙に描いた放物線の下には、キラキラとサクラソウの花が舞う。フェンの出してくれたサクラソウの花は、前庭にとどまらず風に乗って沿道にまで飛んでいく。本物の雪片のように透明な輝きを放ちながら、多量の花が舞い散るさまは圧巻で、この場に居合わせた全員が声をなくして奇跡のような光景に魅了された。

《よっ、ルーシー、ディルハイド。久しぶりだな、結婚おめでとさん……って、おい。どうかしたか？》

　嘘、なんで？　どうしてフェンが……っ！

　衝撃に固まる私の横で、ひと足先に持ち直したディルがフェンに向かって低く囁く。

「ひとまずここを下がるぞ。フェン、お前は俺の横に並べ」

　ディルは堂々たる態度でフェンを従え、どよめく群衆にもう一度手を振った。

　フェンの登場に困惑していた群衆は、ディルの様子を見て一連の出来事を演出だと理解したようだった。粋な仕掛けに沸き、ディルと私、そして皇帝の愛犬を称える声がそこかしこから聞こえてきた。

　私もディルに倣い、僅かにでも油断すれば嗚咽がこぼれそうになるのをこらえ、笑顔で手を振る。群衆は純白に輝く毛並みの大型犬を引き連れた皇帝と皇妃の退出を、惜しみない拍手と歓声で見送ってくれた。

　バルコニーから部屋に下がった瞬間、私は人目も憚らず涙を迸らせてフェンにすがりついた。あまりの勢いに、フェンがビクッと毛を逆立てた。

　後ろで、ディルが人払いをしてくれていた。

「フェンっ!!　なんで？　どうしているの!?」

《は？　なんでって、聖樹のもとで休んで聖力が戻ったから帰ってきただけだが》

　フェンは当たり前のように答えるが、そんなの私が知っているわけがない。あんな消え方をされたら誰だって……。

「もういなくなっちゃったんだと思ってた……っ」

《おいおい、聖女と聖獣は一対の存在だぜ？　むしろ、なんでいなくなると思うんだよ》

「なんでって、あんな消え方をされたら誰だっていなくなっちゃったって思うわよ。私とディルがどんなに心を痛めたか……うぅっ、フェンの馬鹿っ」

　フェンは体勢を伏せ、泣きじゃくる私を尻尾でポフポフと不器用に慰めながら、これまでになく真剣な声音で告げる。

《心配かけて悪かった。だが、あの時は間抜けにも心臓をひと突きにされて我も余力がなかった。ああいう消え方しかできなくて……すまない》

　私は涙を拭い、スンッと洟はなをすすった。

「うん。もういいいわ。こうしてあなたが無事に帰ってきてくれたんだもの。改めて、おかえりなさいフェン。あなたが帰ってきてくれて、こんなに嬉しいことはない。これ以上ない、最高の結婚祝いだわ」

　フェンの首もとにバフッと顔をうずめ、ぐりぐりと押しつけて一年ぶりのやわらかな毛並みを堪能する。フェンはくすぐったそうにしつつ、私の体に尻尾を絡めて応えてくれた。

《そう言ってもらえると帰ってきた甲斐もあったってなもんだ。ところでルーシー、お前この一年でさらに綺麗になったな。それに受ける印象がずいぶんと明るくなった。きっと、それが本来のお前なんだろう。ディルハイドに愛されて幸せにやれているのがよく分かる》

「もうフェンったら。恥ずかしいからからかわないで」

《ははっ、我は本当のことしか言わん》

　フェンと抱き合ったままたわいもない会話を楽しんでいると、後ろからこれ見よがしな咳ばらいが聞こえてくる。

　振り返ったら、私たちのすぐ後ろでディルが仁王立ちして、ジッとこちらを見下ろしていた。なぜかその表情は険しい。

　どうしたんだろう？

《ディルハイドよ……お主、少し見ぬ間に眉間の皺がずいぶんと深くなったようだ。年か？》

「お前は耄もう碌ろくしたか、はたまた目でもやられたか？」

　フェンがからかうように言えば、ディルはフンッと鼻を鳴らして返す。

《ほんの冗談だろうに。そう睨むな》

　ディルは両手を伸ばすと私をフェンから引き離し、自分の胸にすっぽりと隠すように抱きしめた。

《ヤレヤレ、呆れた独占欲だ》

　ディルの行動に、フェンは苦笑交じりでヒョイと肩をそびやかす。

「なんとでも言え」

《まぁ、長年拗れに拗れた恋の成就だからな、ここは素直におめでとうと言っておこう。我としても少々駆け込みではあったが、こうしてお前たちの晴れの日に立ち会えて感無量だ》

「まったくいいところで現れたものだ。おかげで結婚初日の新妻の関心をすべてかっさらわれてしまった」

《おいおい、お前とてあの下品な小娘に花をやるのは癪しゃくだったろうに。阻止した我に感謝してほしいくらいだ》

　ふたりの軽口の応酬に、笑みがこぼれる。

「ふふふっ、ふたりは息がぴったりね。あぁ、今日はなんていい日なのかしら。ディル、フェン、今日からまた三人で仲よくやっていきましょうね！」

《ああ》

「そうだな」

　私の言葉にフェンとディルが揃って同意した。

「そうそうフェン、今後のことなんだけど、結婚を機に私は神殿宮から中央宮に部屋を移ることになっているのよ。自分の荷物は新しい部屋に運び込んだんだけど、さすがにあなたの物は神殿宮の部屋に置きっぱなしで。あなたが気に入って使っていたクッションや寝具類は全部洗って今も神殿宮に保管してあるから、後で一緒に必要な物を移動させちゃいましょうね」

《……おい、正気か？》

「え、なにが？　……ああ、新しいお部屋はすごく広いの。だから、心配しなくともあなたのお気に入りを運び込むくらいなんでもないわ。ベッドだってアンジェリーナだった頃に使っていたものよりずっと大きいから、みんなで寝転んだって余裕よ。ふふっ、懐かしいわね。昔も、寒い冬の夜には身を寄せ合って眠ったわね」

　フェンは十一年間、ディルの愛犬として彼と一緒にいた。ディルが皇帝になって帝宮に移ってからは、中央宮のディルの自室で共に過ごしていたという。だけど私がディルに助けられて神殿宮に身を寄せて以降、フェンは神殿宮で私と寝食を共にするようになっていた。

　一年前の当時、周囲の人たちにディルの愛犬と認識されているフェンが、いきなりディルそっちのけで私べったりになっていて疑念を抱かれないか心配だった。だが、今後ディルと私の部屋は一緒になる。そこにフェンが入り浸っていたってなんの問題もない。ひと安心である。

「……まさか新婚の寝室にそいつを引き入れるつもりか」

　ディルが苦虫を噛み潰したような顔でつぶやき、ガックリと肩を落とした。

　ん？　なにかダメだったかしら。

《ディルハイド、少しばかりお前に同情するぞ。まぁ、頑張れ》

　首を傾げる私を一瞥し、フェンがディルに謎のエールを送る。

　さらにフェンは、ついでとばかりにディルの太腿あたりを尻尾でぺちぺちと叩く。ディルはなんとも言えない顔でまとわりつくもふもふの尻尾を見つめ、煩わしそうにペイッと払っていた。

　私を蚊帳の外にして、仲よさげにするふたりをちょっぴりうらやましく思ったのは内緒。

　こうして一年ぶりに舞い戻ってきたフェンからも祝福されて、私の最高に幸せな結婚式が幕を閉じたのだった。










第十章　転生した罪悪の聖女は、幸福な結婚生活を謳歌する




　トクントクンとリズムの違うふたつの鼓動を聞きながら、心地いい人肌の温もりに包まれてとろとろと微睡む。

　夢と現が交錯する浅い眠りの世界で、私は自由な存在になってゆらゆらと宙を漂っていた。

　すると突然、視界が白いサクラソウの花で覆われる。何輪ものサクラソウが、地上の一点から風に乗って飛んできていた。私は乱舞する花の間を縫うように、ふわふわとそこを目指した。

　眼下に見慣れた神殿宮が見えてきて、その中庭で仲よさげにはしゃぐ黒髪とストロベリーブロンドの少年少女を認める。その瞬間、トクンと鼓動が跳ねた。ふたりの足もとには、大きくて真っ白なもふもふもいた。

　あれは、前世の私とディル！　フェンもいるわ！

　周囲の草木が黄や赤に染まっている様子と、出会った頃は目にかかるほどの長さだったディルの前髪が短くなっているのを見るに、彼が側仕えになって五カ月ほどが過ぎた頃だろう。

　……あぁ、なんて懐かしいの。

　私は引力に引っ張られるように、ふたりのもとに浮遊する。そうしてふたりのすぐ近くまで行くと、ストロベリーブロンドの少女――アンジェリーナに溶け込むみたいに身も心もスーッとひとつに重なった――。




「すごいわ！　なんて綺麗なの。まるで夢を見ているみたい」

　私はキラキラと陽光を受けながら中庭に舞うサクラソウの花を見上げ、感嘆の声をあげた。

　純白のサクラソウがひらひらと舞い落ちてくるさまは、まるで雪の結晶がきらめいているかのよう。この光景は何度見ても慣れることがない。

　その幻想的な美しさに、私はいつだってうっとりと見惚れてしまう。

　初めて目にしたディルは驚きで声も出ないようで、私の隣でぽかんと口を開けたまま空を見上げていた。

「ねぇディル、きっとそろそろ降り終わっちゃう。その前に、お花を集めましょう。お部屋に飾りたいわ」

　花を出すのに飽きてきたのか、ふわぁっと欠伸をこぼすフェンに気づき、慌ててディルの袖を引く。

「あ、ああ。分かった」

　ディルはハッとした様子で頷くと、すぐに上着を脱いで広げ、その上に降ってくる花をキャッチする。

「ええっ!?　その集め方ってありなの!?」

「え、だってこんな小さな花をひとつひとつ手で掴んでいたらきりがないよ。この方がずっと効率的だと思うけど」

「うっ、たしかにそうだけど……。でも、それじゃあ情緒ってものがないじゃないの」

　ディルの正論に返す言葉もない。だが、せめてもの反抗で口内でぶつぶつと反論を独り言ちる。

《プッ。情緒とは、またずいぶんとおしゃまなことを言うな》

　頭の中に響いてきた、失礼極まりない笑い声にムッとする。

（ちょっとフェン、独り言を聞きつけて笑うなんて失礼よ！　それに《おしゃま》ってなぁに？　私はほんの子供じゃないわよ）

《はははっ。そう言うな。我にとっては、いつまで経っても可愛い赤子のようなものさ》

（もう。フェンったら）

「アンジェ、どうしたの？　早く集めないと、花が終わっちゃうよ？」

　フェンとの念話が聞こえていないディルが、広げた上着に花の小山を作りながら怪訝そうに尋ねた。

「いけない、そうだった！」

　私もディルを真似、たっぷり襞が取られたロングスカートの中ほどを掴み上げてピンと布を張り、そこに花を集めだす。

「ちょっ!?　なにをしてるの！」

　焦った様子で裏返った声をあげるディルに、今度は私が首を傾げる。

「なにって、ディルを倣って花を集めてるんじゃない。……うん、たしかにこれは効率的だわね」

「っ、本当に君って人は……。うぅっ、信じられない。目に毒すぎる」

　何事かつぶやきながら、ディルはしきりに視線を泳がせていた。

　ディルはいったいどうしてしまったのか。チラチラと私の足ばかり見ていないで、間もなく降りやんでしまう花の雪を眺めていた方がよほど建設的だと思うのだけれど。

　つい先ほど『効率』を口にしたディルらしからぬ、無駄だらけの挙動にひとり首を捻った。

　そうしてひとしきり花が降り終わると、私たちは集めた大量の花を抱えて部屋に戻った。

「アンジェ、花瓶を持ってくるよ」

「ええ、お願い」

　ディルが花瓶の用意をしに部屋を出ていったタイミングで、フェンにいつも感じていた疑問をぶつけてみた。

「だけど、どうしてフェンが降らせるのはお花なの？　普通、フェンリルは雪を降らせるんでしょう？」

　以前、神官たちからの講義で教わった。

　何種類か認められている聖女の聖獣。その中でも、フェンリルは冬を司る聖獣だという。

　そして過去に気性の荒いフェンリルが引き起こした雪害の数々が、記録として残っているそうだ。それを聞かされた時、聖獣というのが必ずしも人に優しい存在ではないのだと驚いたものだ。

　少なくともフェンは、絶対にそんなひどいことをしないから。

《吹雪や雪崩なんぞ起こしたら寝覚めが悪かろう。我には、お前たちが阿呆面で花を追いかけているのを見るくらいがちょうどいい》

　案の定。フェンの答えは私の気持ちを裏切らない平和的なもの。

「まぁっ、阿呆面だなんてひどいんだから」

《はははっ、言葉の綾だ》

「でも、そっか。フェンは平和主義者なのね」

《さてな。だが、いがみ合うのは好まんな》

　そう言ってヒョイと肩を竦めてみせる仕草が妙に人間くさくて、思わず苦笑が浮かんだ。

「そういえば、フェンは知っていた？　この国の祝賀行事では皇族が中央宮のバルコニーから国民に向けて祝福の花をまくんですって」

《ほう。それはいい風習だな》

「そうよね。でも古い習わしだから、近年ではほとんど実行されることがないみたい。……残念ね」

《そう思うなら、いずれお前がそこに立った時は、古いにしえの伝統に則って花を降らせたらいい。いい文化風習は、積極的に後世につないでいくのがいいからな》

　予想外の言葉に、目をパチパチと瞬く。

「え、ちょっと待って。私が中央宮のバルコニーに立つなんて、そんな日はこないわよ。いくら皇族と同格に扱われているとはいえ、私は皇族ではないもの」

《……さて、どうかな》

　訳知り顔でこぼすフェンにさらに尋ねようと口を開きかけたところで。

　――カタン。

「お待たせ。ちょうどいいサイズを見つけるのに手間取っちゃって……って、どうかした？」

「ううん、なんでもないわ。おかえりなさい、ディル。……まぁ、素敵な花瓶ね！」

　ディルが抱えた薄紫色のクリスタルの花瓶は、純白のサクラソウをいっそう美しく際立たせそうな絶妙のチョイスだった。ディルにお礼を伝え、私たちはさっそく花をいけ始めた。

　ディルが戻ってきたことでフェンとの話はそれっきり有耶無耶になり、この会話をしたこと自体、遠い記憶の彼方に沈んでしまった――。




「……ふふっ。もしかするとフェンには、この未来が予想できていたのかもしれないわね」

「起きたのか？」

　夢現の状態でつぶやいたら、いつもより少し掠れた甘いバリトンが耳朶を掠めた。

　えっ？　パチッと目を見開いて、予想外の近さに見るエメラルドブルーの瞳に息をのむ。

　驚くことに、私はディルとひとつ寝台の上で、彼の腕枕で横になっていた。しかも掛布の隙間からは、彼の一糸まとわぬ逞しい胸板が覗く。

「おはよう、ルーシー」

　ディルの甘やかな囁きと愛おしげな眼差し、そして密着した体勢に動揺する。

　……えぇっと、いったいなにがどうしてこんなことになってるんだっけ？

　必死に考えようとしても寝起きの頭は、ちっともうまく働いてくれない。なぜか全身がひどく怠く、それも思考の回らなさに拍車をかけていた。

　固まったまま答えない私を見て、ディルは眉を寄せた。

「もしかして昨夜、無理をさせてしまったか？　どこがつらい!?　すぐに医官を――」

「待って」

　ひどく焦った様子で身を起こしかけるディルに、慌てて待ったをかける。

　彼が口にした『昨夜』や『無理』の単語で、はたと現状に思い至る。初夜の明けた寝乱れた寝室に医官を呼ばれてはたまらない。

　うわぁあっ、恥ずかしい！　昨日、私はディルと……っ!!

　ディルと過ごした濃密な夜が思い出され、ボンッと頬に朱がのぼる。

　反射的にディルの腕から頭を浮かせ、もぞもぞと這いずってふたりの間に距離を取る。青くなったり赤くなったりしながら奇妙な動きをしている私に、彼は心配そうに顔を寄せた。

「ルーシー？　本当に体は大丈夫なのか？」

　ディルが半身を起こしたことで、大きくめくれ上がった掛布の下から彼の割れた腹筋から腰骨までのラインがあらわになり、居たたまれなさに目が泳ぐ。幸いにも、私には絹の寝衣が着せつけられていたけれど……うぅっ、誰がこれを着せてくれたのかはきっと考えてはいけないやつだ。

「大丈夫！　大丈夫だから……あの、それ以上は……っ」

　……見えちゃうから！

「ああ、すまん」

　私の羞恥を察してか、ディルはサッとベッドヘッドに腕を伸ばし、そこにかけていた前合わせの寝衣を手早く羽織る。

　その時、一瞬だけ見えたディルの下半身。きちんと下した穿ばきをつけているのが見えて、なんとも言えない安堵と脱力感に包まれた。

　……私、ひとりでうろたえてなにやってるんだろう。

　いそいそと起き上がり、寝台の上で胡坐あぐらをかいたディルの向かいにちょこんと正座する。膝の上で両方の拳を握り、チラリとディルを見上げたら、彼は私の一挙手一投足をひとつでも見逃すのが惜しいというようにジーッと眺めていた。

「ディル、おかしな態度を取ってごめんなさい。その、ちょっと照れちゃったというか……」

　ディルはごにょごにょと言い訳する私の右手をそっと取ると、握り込まれた手を解いて指先にチュッと口づける。温かくしっとりとした感触に、ぞわりとする。ともすれば体の内に昨日の熱の片鱗が呼び起こされそうになり、慌てて意識をほかに向けた。

　指先に唇を寄せたまま、ディルが告げる。

「なに、俺のことを意識してもらえるのは嬉しいさ。今だから言うが、初夜の床に本気で奴を引き入れそうな昨日の君の雰囲気に、俺は内心で絶望していた」

　ウッ。これを言われると、私はなにも返せない。

　フェンが《新婚夫婦のお邪魔虫になるのはごめんだ》と部屋を出ていったからこそ、当初の予定通りふたりきりの夜を迎えたわけだが、昨日の私はかつて寒い冬の日にそうしたように、この寝台でフェンも一緒に寝るのを想像していた。

　あの時は、フェンが戻ってきたことで浮かれきっていたとはいえ、改めて考えると新妻の取る行動としてはあり得ない。

「うぅっ。それはその、平にごめんなさい」

　首を竦めて謝ると、ディルはフッと笑みを深くして大きな手でくしゃりと私の頭を撫でる。

「謝る必要はないさ。言ったろう？　俺は嬉しいんだ。もっと言えば、こんなに幸せな気分で目覚めを迎えたのは初めてだ。腕の中に君がいたおかげだな」

「……だったら、これからは毎朝幸せな目覚めを迎えられるわね。だって毎晩、私を胸に抱いて眠るのでしょう？」

　ディルの胸の中に自分からぽふんと飛び込んで、上目遣いに問う。

　ディルは虚をつかれたように一瞬目を丸くして、すぐに蕩けるように微笑む。背中に回った彼の腕にギュッと力がこもる。

「これはある意味嬉しい悲鳴だな」

「え？」

「きっと毎日、政務の最中から夜が来るのが待ち遠しくていけない」

　ディルの台詞に、ジンと胸が熱くなる。これまでディルにとって、夜の時間は長く苦しいものだった。けれど、これからはそうはさせない。

　私がいるだけでディルが毎夜安寧の眠りを得られるのなら、私の眠る場所は永遠に彼の胸の中がいい。

「ええ。ふたりで温かく幸せな夢を見ながら眠りましょう」

　だけど、時々はフェンも一緒に寝れたらいいなと、こっそり思った。

「ルーシー、愛しているよ」

　彼が私に向ける瞳は、お砂糖みたいに糖度が高い。

「私も、愛してるわ」

　微笑んで告げた次の瞬間、なぜか視界に映る景色が回転する。気づけば敷布に仰向けに横たわっていて、私の顔の横に腕を突いたディルが上に覆いかぶさっていた。

「えっ？」

「君を愛したい。……ダメか？」

　片方の手で頬を包みながら乞うように問われ、ピクンと体が跳ねる。一気に顔に熱が集まった。

　ぇええっ？　これはその、アレよね？

「でも、あの。ディルは政務が……っ」

「そんなものはない」

　熱情と理性の狭間で揺れる心のまま、しどろもどろに訴えれば、ディルが満面の笑みで言いきった。

「ええっ!?」

　咄嗟に皇帝と皇妃のスケジュールを脳内に再生するが……。うん、そんなはずはない。

「なに。今日くらい、君とゆっくり朝寝したところで誰も文句は言わん」

　甘い笑みを湛えたディルが顔を寄せ、反論ごと唇を塞いでしまう。

「ぁ、んっ！」

　こうなると私はディルの仕掛けた口づけに翻弄されて、まともに物を考えることが難しい。

　あっという間にディルに与えられる熱に浮かされる。はふはふと荒い呼吸を繰り返しながらキスの合間に目線を向けると、欲情でけぶる瞳とぶつかった。雄の欲を前面に押し出す彼は艶めいて色っぽく、その色香にのぼせてしまいそうだ。

　そして私自身、ディルにこんなにも熱く求められていることに体の内から湧き上がるような愉悦を感じていた。脈が速くなり、全身の体温が上がる。すべての感覚がディルと彼から与えられる愛撫に向く。

　そこからの記憶は曖昧だ。ただディルに誘われた悦楽の世界で、彼がもたらす快感に何度も全身を震わせていた。幾度上っても一向に終わりの見えない快感の連続に法悦の涙を散らし、蕩ける吐息をこぼし続けたのだった。










エピローグ




　――コンッ。

　俺が政務室でベルフォードと明日の議会にのぼる議案について話していると、外から扉が叩かれた。侍従らのノックとは違う、不自然なその音に、ふたりで顔を見合わせる。

「見てまいります」

　いったん話を中断し、ベルフォードが扉に向かう。

　……いったい誰だ？　予定にない来訪をしようとはいい度胸だ。くだらん用事だったらただではおかんぞ。

　一刻も早く政務を片づけ、昨夜から体調を崩して伏せっているルーシーのもとに向かいたい俺は、議案書に視線を落としながら招かれざる来訪者に憤った。

「おや、これはこれは。なんとも可愛らしいお客様ですね」

　扉を開いたベルフォードは、政務中とは思えぬ蕩けたような声をあげた。

　その声につられるように、書面から扉へ目を向けると――。

「アレクサンダー！」

「ちちうえ」

　なんと予定にない来訪者の正体は、先日三歳になったばかりの愛息、アレクサンダーだった。アレクサンダーは俺譲りの黒髪とルーシーに瓜二つのすみれ色の瞳を持っている。結婚から三年目でできた待望の世継ぎ皇子でもあった。

　俺は手にしていた書面を政務机に放るようにして椅子から立ち、大股でアレクサンダーのもとに向かう。

「どうしたんだ、ひとりでこんなところまで？」

　アレクサンダーが政務中の俺を訪ねてくるなど初めてのこと。驚きは隠せなかった。

「おむかえにきました！」

　腰を折り目線の高さを同じにして問うと、なんとも殊勝な答えが返る。

「迎え？　俺をか」

　アレクサンダーが得意げにコクコクと首を縦に振る。

　……さて、この答えをどう解釈したものか。

　アレクサンダーは年齢のわりに知恵が回る。さて、どんな思惑があってやって来たのか。

「そうか、迎えに来てくれたのか。それは嬉しいな。ところで、乳母のリンダはどうしたんだ？」

「し、しらない。どっかいっちゃった」

　続く質問に、アレクサンダーが不自然に目を泳がせながら答える。その様子に、内心で眉をひそめる。

　ここでアレクサンダーの後ろからひょっこり顔を出したのは、幾分げんなりした様子のフェン。

《おい、ディルハイド。こいつがうまいこと言って乳母を遠ざけ、その隙に子供部屋を飛び出してきたんだ。乳母を怒らないでやってくれ》

　フェンに念話で告げられた内容に、唖然とする。

　なんと、僅か三歳にして乳母をまいてくるとは、ずいぶんと豪胆なことをしたものだ。

　皇子の取る行動としては褒められたものではないが、俺個人としてはその行動力は嫌いではない。もちろん、口が裂けても言わないが。

　フェンとの念話を悟られぬよう、なに食わぬ顔をしてアレクサンダーに語りかける。

「なんと、それは大変だ」

　アレクサンダーがきょとんとした顔で小首を傾げる。

「リンダは常に君と共にあり、安全を確保するのが仕事だ。それなのに君の養育を放り出してどこかへ行ってしまったなら、職務放棄の大罪だ。急ぎ捕らえ、牢屋に入れなくてはならないな」

「えっ！」

　俺の言葉にアレクサンダーは目を真ん丸にする。

「なんだ？　なにか問題があるか？」

　見る間にアレクサンダーの目が潤んだと思ったら、火がついたように泣きだした。嗚咽交じりの上に、三歳の語彙力。かなり聞き取りにくいが、アレクサンダーが必死で訴えているのは「リンダは悪くない」「子供部屋から出ていくのを止められたくなくて、わざと用事を言いつけた」とこんな内容だった。

「うぇえっ、ごめんなさいっ」

　泣きじゃくるアレクサンダーをヒョイと抱き上げ、トントンと背中を叩いてやる。

　子供ゆえ浅慮だが、きちんと伝えてやればそれを理解し、他者を思いやれる素直なところは美徳だ。

「……そうか。そうまでして部屋を出たかったのはなぜだ？」

「どうしてもははうえのところに、いきたくて」

　なるほど。伏せっているところに子供がいては休めない。アレクサンダーがルーシーの寝室に行きたがるのを、リンダが止めていたのだろう。

　それで痺しびれを切らしたアレクサンダーは、俺が一緒ならルーシーに会えると思って迎えに来たとそういうことか。子供ながらに考えに考えたその結果がこれなのだろう。

　……不思議なものだな。母親に会いたくてついた小さな嘘も、ここまでひとりで（本当はフェンがついてきていたが）やって来た行動力も、自分のせいで乳母が不利益を被りそうになり必死でかばう姿も、すべてが愛おしいと思ってしまう。

　自分が親になるまで特に子供好きという自覚はなかったし、なんなら論理的に話が通じない謎の生き物くらいに思っていた。

　それが今ではこのありさまだ。以前ルーシーに『ディルも立派に親馬鹿よ』と言われたが、きっとそういうことなのだろう。

「嘘をついたのは褒められたことではないな。きっと今頃、リンダは必死になっていなくなった君を捜している。後できちんと謝らないといけないぞ」

「うん、ちゃんとあやまる」

「よし。いい子だ」

　すっかりしょげてしまった愛息のやわらかな黒髪を、慰めるようにくしゃくしゃと撫でてやる。

「ベルフォード、すまんがこの続きは明日の朝に。それから、リンダに報せをやっておいてくれ」

「承知しました」

　俺からの指示を受けすぐに退出するかと思われたベルフォードだが、その場でポケットをゴソゴソして、なにかを取り出している。

　なんだ？

「皇子、よろしかったらこれをどうぞ」

「それ、なあに？」

　アレクサンダーがぐすんと洟をすすりながら、ベルフォードから差し出された手のひらに泣き濡れた目を向ける。俺もつられて見ると……飴玉か？　綺麗なセロファン紙に包まれた、三センチほどの楕円形をした菓子がのっかっていた。

　こいつはすまし顔の下で、普段からポケットにそんな物を忍ばせていたのか!?　ギョッとしてベルフォードを見れば、俺への優越を滲ませた得意げな表情がなんとも鼻につく。

「これは食べると笑顔になれる特別な菓子でございます。泣き濡れたお顔を見せては、お母上が心配しますからね。さぁ、召し上がってみてください」

　アレクサンダーは目の前の菓子に興味津々の様子で、ぱぁっと瞳を輝かせた。

「うん！　ありがとう、おじうえ！」

　アレクサンダーは受け取った菓子のセロファン紙を器用にほどきだす。

　セロファン紙の中には、錠剤のような形の白い菓子が三個並んでいた。アレクサンダーはそのうちのひとつを指先でつまみあげ、ぱくっと頬張った。

「っ!?　これ、おいひぃ！」

　口にしたアレクサンダーが目を丸くする。一瞬で涙も引っ込み、その瞳は喜びと興奮でキラキラしている。

「お気に召したようでなによりです。それはラムネ菓子といいまして、私の父が管理する領内の菓子店が最近開発した砂糖が主原料の新しい菓子です。飴とはまた違ったほどけるような食感と清涼感が特徴ですね。気に入ったようでしたら、また取り寄せいたしましょう」

「うんっ！」

　アレクサンダーは二個目をつまむと、おもむろに俺の口もとに寄せる。

　ん？

「はい、ちちうえ！　あーん」

「俺がもらってしまっていいのか？」

　大事な菓子を分けてくれようとする息子の心遣いに驚く。

「いいよ、わけっこ。おいしいよ」

「ありがとうアレクサンダー、いただこう」

　ありがたく、アレクサンダーの手から菓子を食べる。

「ほう。これはうまいな」

　初めての食感に驚く。味の方も甘さと酸味、微かに残るミントの清涼感が心地いい。

　感嘆の声を漏らす俺を、アレクサンダーはにこにこと満足げに眺め、残る一個を……。

「ん？　食わんのか？」

　自分の口に運ぶかと思った最後のひとつをセロファン紙に包み直すアレクサンダーに首を傾げる。

「ははうえにも、わけっこします！」

「そうか」

　優しい子だ。アレクサンダーの健けな気げな答えに、胸の中に温かいものが広がる。

　ベルフォードは俺の前ではそうそう見せないやわらかな笑みを湛えてアレクサンダーの様子を見つめていたが、名残惜しそうにひと足先に政務室を出ていった。

　俺はアレクサンダーが包み終えた菓子をしっかりポケットにしまうのを見届けて、抱っこから肩車に体勢を変えた。

「わあっ、たかーい！」

　アレクサンダーが高くなった視界にご機嫌な声をあげた。

　アレクサンダーを泣き顔から笑顔に変えたベルフォードに、内心で少なからず嫉妬した。しかし、俺の頭を掴みきゃっきゃとはしゃぐアレクサンダーの姿に、胸に巣食った不毛な感情が溶けていく。

「アレクサンダー、俺たちも母上のところに行ってみるか」

「いくーっ！」

　……まったく、ベルフォードにまで妬くとは我ながら呆れるな。苦笑を噛み殺し、アレクサンダーが落ちぬよう深めに肩に担ぎ直して政務室を後にした。

　フェンも俺の後ろに続いた。




　ノックの後、俺が寝室の扉を開けると。

「ははうえー！」

　アレクサンダーが嬉々として奥の寝台で横たわるルーシーに向かって身を乗り出そうとする。それを両手で支えて制しながら、彼女の枕辺に足を進める。

「アレクサンダー、来てくれたのね。あらあら、お父様に肩車してもらって、いいわね」

　ルーシーは俺たちを見るや、寝台から身を起こして出迎える。

「ルーシー、横になっていなくて大丈夫なのか」

　俺はアレクサンダーを肩から下ろし、手早くベッドボードにクッションを積み上げてルーシーをそこに寄りかからせる。

「ありがとう。今はだいぶいいのよ。だから大丈夫」

「そうか」

　ルーシーの言葉にホッと安堵の胸を撫で下ろす。

「ははうえ！　ははうえ！　これをたべて？」

　待ちきれないといった様子でアレクサンダーがポケットに入れていた菓子を取り出し、セロファン紙を解いてルーシーの口もとに差し出した。

「まぁ、お母様にくれるの？」

「うんっ。これね、げんきになれるおかしなの！」

『笑顔になれる菓子』は、いつの間にか『元気になれる菓子』に変わっていた。俺は苦笑しながら、ふたりのやり取りを見守った。

「はい、あーん！」

「あーん」

　ルーシーが乞われるままサクランボの色の唇を開き、そこにアレクサンダーがラムネ菓子を含ませる。

「……まぁ、なんておいしいの！　それに、なんだか力が湧いてくるみたい。アレクサンダー、元気になれるお菓子をありがとう」

　口にしたルーシーは一瞬驚いたような表情をして、次いで蕩けるような笑顔で礼を告げ、アレクサンダーの小さな頭を優しく撫でた。

「よかったーっ！」

　アレクサンダーはすっかり調子にのってルーシーの寝台によじ登り、彼女の膝に顔をうずめて甘えだす。負担になってはいけないと俺が止めようとしたら、ルーシーに「大丈夫だから、このままで」と目線で制される。

　ルーシーに頭を撫でられて、アレクサンダーは嬉しそうに目を細めていた。

「それでね、体調のことなんだけれど、どうやら病気ではなかったみたいなの」

「病気ではない？　では、医官はなんと言っていたのだ？　ちゃんと診てもらったのだろう？」

　腰を屈め、彼女の顔にかかった髪を耳にかけてやりながら問う。

　昨夜、あんなに青い顔をして体をふらつかせていたのだ。ルーシーは俺や、特にアレクサンダーの前だと頑張りすぎてしまうきらいがある。

　本人が言うように今は幾分調子がよさそうとはいえ、無理をしていないか心配だった。

「実はね、秋頃に新しい家族が増えるの」

　ルーシーが優しい微笑みを湛えて告げるが、俺は一瞬なにを言われたのか理解が追いつかない。彼女の髪を梳いていた体勢のまま固まった。アレクサンダーもルーシーを見上げ、きょとんとした顔をしていた。

　ルーシーがはにかんだような、しかし少し誇らしげな、そんな眼差しを俺に向けた。

「っ、ルーシー！　なんてことだ！」

　俺はハッとして、次の瞬間には彼女が膝に抱いたアレクサンダーごと胸にかき抱いていた。

「きゃっ」

「わぷっ」

　ルーシーの驚きの声と、アレクサンダーのつぶれたカエルのような声で、いったん腕の力を緩める。しかし、胸に渦巻く歓喜と興奮はやまない。

　あふれるほどの喜びが、目頭を熱くした。

「……ありがとう、ルーシー。どうか体を厭い、体調を一番に無理のないように過ごしてくれ」

　最愛の妻に、震えそうになる声で心からの感謝といたわりを伝える。

「ええ、ディルもありがとう」

　ルーシーの目にも薄く涙が光っていた。

　皇家にあって、ひとりでも多くの直系誕生を望む声は避けられない。特にそのプレッシャーは女性のルーシーに向きがちで、いくら俺が周囲の雑音に注意を払っても完全には防ぎきれず、それが耳に入ってしまい彼女が涙したことは一度や二度ではなかった。実は、アレクサンダーを授かる前には、ルーシーの心と体に傷を残す悲しい経験もしていた。

　待望のアレクサンダーができた後も、今度は第二子をと周囲は好き勝手なことばかり。さらには俺が女性との間に子を成せると分かったことで、側妃を勧めてくる不届き者まで現れだした。宴席であろうことかそれを猥わい談だん交じりにルーシーに振った大臣がおり、俺の怒りは頂点に達した。不敬罪で大臣は更迭。俺は改めて『これ以上子が望めずとも、生涯妃はルーシーひとり』と宣言し、これを蒸し返そうとする者は厳しく罰する旨を通達した。それが、去年のことだ。

　あれから一年。頑とした態度が効いたのか、周囲の雑音が俺たちを煩わせることはなくなった。俺もルーシーも心穏やかに過ごせるようになっていた。

　一方でルーシーに懐妊の兆しはなく、今後も子はアレクサンダーひとりだろうと、なんとなくそう考えていた。そこにもたらされたまさかの吉報に喜びを禁じ得ない。

「ちちうえ？　ははうえ？」

　いまだ状況を理解できないアレクサンダーが、ひとり首を傾げていた。

「ふふっ、アレクサンダーに弟か妹ができるのよ」

　ルーシーがツンとアレクサンダーの頬をつつくと、アレクサンダーがパチクリと目を瞬かせた。

「ぼく、おにいちゃんになるの？」

「ええ、そうよ。赤ちゃん、可愛がってあげてくれたら嬉しいわ」

「きゃーっ！　ぼく、いっぱいかわいがる！　あかちゃんたのしみ！」

　アレクサンダーはよほど嬉しかったのか、ルーシーの膝の上からぴょんと下りると、そのままきゃっきゃと跳ねるように寝室内を走りだす。

　ここまで少し離れた場所で俺たちの会話を静観していたフェンが、ヌッと寝台のそばまで歩み寄る。

《ルーシー、ディルハイド、よかったな。おめでとさん》

　素っ気もない祝福の言葉がなんともフェンらしい。だが、その眼差しはどこまでも温かい。

「ありがとう、フェン」

《フッ。あっちは我が見ておいてやろう》

　フェンがヤレヤレといった様子で《あっち》と、アレクサンダーの方を示す。

「すまんな」

　俺はありがたくフェンにアレクサンダーのことを任せ、そっとルーシーの頬を撫でる。

　ルーシーは心地よさそうに俺の手のひらに頬をすり寄せた。

「ルーシー、不思議なんだ」

「なあに？」

「君と心通わせた時も、アレクサンダーが生まれた時も、これ以上の幸せはないだろうとそう思った。しかし今、再び当時に勝るとも劣らない幸福を感じてる」

「あら、ちっとも不思議なんかじゃないわ。家族が増えて、思い出が積み重なって、そのたびに愛が膨らむ。幸せは何乗にもなって、どんどん増えていく。幸せに果てなんてないのだと、私は最近とみに感じているわ」

　ルーシーの言葉は優しさの魔法のようだ。彼女の魔法に触れるたび、俺はいつだって心が洗われる思いがする。

「君はまぶしいほどに美しいな」

「やあね、もうそんなに若くないわ。それに、もうじき二児の母よ」

「妊娠も出産も、重ねる年齢すらも、君の美しさを損なうものではない。それらはいっそう君を輝かせる要素にすぎない」

　ルーシーは少し照れくさそうに俺を見た。皇妃として凛と国民の前に立つ彼女だが、こうして俺の腕の中で恥じらう姿は初々しく、俺の目にいっそまばゆいほどだ。

　苦しいほどに彼女への愛が募る。

　かつて俺は、一日でも早く常世にいるアンジェリーナのもとに逝きたいと死を望みながら生きていた。だがルーシーと愛し愛される幸福を知った今は、もう彼女なしには一瞬だって生きられそうにない。仮にルーシーが俺より先に天に召されたら、その日が俺の命日になるだろう。だから俺は日々、一日でも長く彼女と共に生きられるよう、祈るような思いで時折天を仰いでいる。

　深く愛することで、もしかすると俺は治世者としての強さを失ったのかもしれない。だが、今はそれでいいのだと胸を張れる。くしくも世は戦乱の時を経て、太平を謳おう歌かしている。力で押さえつけずとも、国を思い、そこに住まう民を思う慈愛と優しさの政治で治めたらいい。それを教えてくれたのは俺と共に一翼を担う彼女だった。

「ルーシー、愛しているよ」

　敬愛する妻を宝物を包むように抱きしめて、心からの想いを伝える。しかし、『愛している』の一語では、俺がどんなにか深く彼女を想っているか、その心を到底伝えきれないのがもどかしかった。

　俺の腕の中でルーシーがくしゃりと笑う。そうして少し改まった様子で口を開く。

「ねぇディル。もしかするとあなたは自分の方がより愛していると思っているかもしれないけれど、それは正しくないわ。私だってあなたに負けないくらい、ずっと深く熱くあなたのことを愛してる。この想いをどうしたら余さず伝えられるだろうって、いつももどかしく感じているの」

　ルーシーの告白に言い当てられた気まずさと驚き、喜びが交錯する。

　彼女はひと呼吸おいて、さらに続けた。

「ディル、愛してます。ほかの誰よりも、自分自身よりも、あなたのことが愛おしい。これからも、ずっと一緒にいてください」

　耳にして、歓喜に胸が詰まる。

「ルーシー、もちろんだ。俺たちはずっと一緒だ」

「これからも末永くよろしくお願いしますね、旦那様」

　あふれるほどの愛に満たされた幸福な夕べに心と体が熱く震える。しかし俺は、今後も何度となく歓喜に打ち震えるに違いない。

　愛しい妻を抱く腕にひしと力を込める。

「ああ、こちらこそよろしく頼む。愛しい奥さん」

「ちちうえ、ははうえ、ぼくもだっこーっ！」

　抱き合う俺たちに気づいたアレクサンダーがフェンを振り切って、俺たち目がけて駆けてくる。

「いらっしゃい、アレクサンダー」

「おいで、アレクサンダー」

　俺とルーシーの声が重なる。アレクサンダーを真ん中に、ギュッと抱き合って幸せの時を謳歌する。

　そうして季節が巡り、実りの秋に新しい家族を迎えた時。その時、俺は再びあふれるほどの感動と喜びに胸を熱くするのだろう。かつての俺には想像し得ない幸福に満ちた未来図に、知らずひと雫熱い物が頬を伝った――。
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あとがき＆フェンからのお礼小話




　草木が赤や黄に染まり、作物が豊かな実りを迎える季節。開け放たれた長窓から抜けていく新涼を感じながら、我が心地よく微睡んでいると――。

「ふぇん、おてっ！」

　子供特有の少し甲高い声と同時、もみじのような手がズイッと鼻先に差し出される。見れば、ぶすっとした表情のアレクサンダーが目に涙をため、我の前にしゃがみ込んでいた。うん？　なんだってこいつは今にも泣きそうな顔をしているんだ？

　さっきまでルーシーに絵本を読んでもらい、上機嫌にしていたのではなかったか。不思議に思い先ほどまでルーシーとアレクサンダーがいた方に首を巡らせると、ルーシーはふにゃふにゃと泣く乳飲み子をあやしていた。なるほど。妹に母を取られてしまったわけか。こいつもまだまだ母親に甘えたい盛りだからな、仕方ない。

『ガウ《ヤレヤレ。我は犬ではないのだが、今日だけは特別だ》』

　事情を察した我は、お座りの体勢になってアレクサンダーの手に右の前足をのせてやる。そのまま「おて」「おかわり」に「おすわり」、果ては「さんかいまわって、わん」までこなしてやった。すっかり笑顔を取り戻したアレクサンダーに我ながらよくやったとひと息ついていたら。

「よし！　ちちうえとおじうえに、みせにいくよ！」

　ん？　見せに……？　だと!?　あれよあれよという間にディルハイドの政務室まで連行されれば、期待に満ちた目のアレクサンダーを裏切ることもできず、ディルハイドとベルフォードの前で泣く泣く芸を披露する。

「素晴らしいですね、皇子。よくぞ、ものぐさなお犬様をここまで仕込みました」

　我を聖獣と知りながらのこの発言。ベルフォードへの腹立ちまぎれに、ディルハイドに《お前の息子のためにひと肌脱いでやったが、これは貸しひとつだ》と念話した。ディルハイドは目を瞠り、次いで「必ず返す」と微笑んだ。半身とその伴侶の幸せが我の喜び。弔花サクラソウを操る我の真の能力で与えた二度目の人生で、新たな運命が開けたようでなによりだ。幸福を謳歌するふたりの〝今〟に、フッと頬を緩ませるのだった。




　秋の日のひとコマでした♪　最後までお読みいただきありがとうございました！
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		第三章　転生した罪悪の聖女、年齢逆転で年上になった皇帝陛下と邂逅する



		第四章　転生した罪悪の聖女、皇帝陛下の凍りついた心を解かす



		第五章　転生した罪悪の聖女に忍び寄る不穏な影



		第六章　転生した罪悪の聖女に訪れる悲しい別れ



		第七章　転生した罪悪の聖女、家族の愛を知る



		第八章　転生した罪悪の聖女、結婚反対の声に向き合う



		第九章　転生した罪悪の聖女は、皇帝陛下と最良の結婚式を迎える



		第十章　転生した罪悪の聖女は、幸福な結婚生活を謳歌する



		エピローグ



		あとがき＆フェンからのお礼小話



		奥付
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